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１ はじめに 

 

（１）趣旨 

平成１９年６月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律」の一部が改

正され、各教育委員会において、毎年、教育行政事務の管理及び執行状況につ

いて、点検・評価を行い、その結果に関する報告書を議会に提出するとともに、

公表することが義務付けられました。 

このことを受け、湧別町教育委員会は効果的な教育行政の推進に資すると

ともに、町民の皆様への説明責任を果たすため、教育委員会の事務の管理及び

執行状況について、点検・評価を行い、学識経験者の意見を付して報告書を作

成・公表しております。 

 

（２）点検・評価の対象 

点検・評価の対象は、教育委員会の活動状況等の点検のほかに、平成３０年

度教育行政執行方針に掲げられた主要な事業の実施状況について点検・評価

を行いました。 

 

（３）点検・評価の流れ 

「教育委員会会議の活動状況」等については、教育委員会会議の開催状況や

会議に付議された案件等について、項目別に点検を行うとともに、委員が出席

した学校行事等の点検を行いました。 

「点検・評価報告書」については、「平成３０年度教育行政執行方針」に掲

げられた主要な事業の内容、事業成果、自己評価及び今後の課題と方策を所管

課が作成するとともに、点検・評価の客観性を確保するため、点検・評価の方

法や結果などについて学識経験を有する方からのご意見を聴取しています。 
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【参考】 

 

(教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等) 

第二十六条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務(前条第一項の規定により

教育長に委任された事務その他教育長の権限に属する事務(同条第四項の規定に

より事務局職員等に委任された事務を含む。)を含む。)の管理及び執行の状況につ

いて点検及び評価を行い、その結果に関する報告書を作成し、これを議会に提出

するとともに、公表しなければならない。 

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たつては、教育に関し学識経験

を有する者の知見の活用を図るものとする。 
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２ 教育委員会の活動状況 

（１）教育委員会会議の開催及び審議状況 

  湧別町教育委員会の会議は原則として、毎月１回の「定例会」と、必要に応

じて開催する「臨時会」があり、平成３０年度は、合計１３回の会議を開催し

ました。 

  この会議において、教育行政の基本方針の決定、教育に関する規則の制定な

ど、様々な議題について審議等を行っております。 

 

期 日 付議案件等（○～報告、□～議案、△協議） 

30.4.23 

【定例】 

□教育委員会教育長職務代理者の指名について 

□教育委員の辞職の同意について 

□学校運営協議会を設置する学校の決定について 

□学校運営協議会委員の解任および任命について 

□湧別町学校評議員の委嘱について 

□湧別町学校給食センター運営委員の委嘱について 

□湧別町社会教育委員の解嘱および委嘱について 

□湧別町図書館協議会委員の解任および任命について 

□平成３０年度奨学生の決定について 

30.5.28 

【定例】 

○第３３回サロマ湖１００ｋｍウルトラマラソンの開催について 

○平成３０年度湧別町交換留学事業の実施について 

□湧別町交換留学事業派遣留学生の決定について 

□湧別町相互交流事業カナダ・ホワイトコート町派遣事業参加者

の決定について 

□湧別町私立幼稚園就園奨励補助金交付要綱の一部を改正する要

綱の制定について 

□湧別町立学校職員服務規程の一部を改正する訓令の制定につい

て 

□平成３０年度湧別町社会教育推進計画の策定について 

□平成３０年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

30.6.15 

【定例】 
□平成３０年度教育費予算の補正について 

30.7.24 

【定例】 

□湧別町青年会館条例の一部を改正する条例の制定について 

□北海道湧別高等学校存続対策事業実施要綱の一部を改正する要

綱の制定について 

□平成３０年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 
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期 日 付議案件等（○～報告、□～議案、△協議） 

30.8.28 

【定例】 

◯教職員住宅の火災発生について 

□平成３１年度に小学校において使用する教科用図書の採択につ

いて 

□平成３１年度に中学校において使用する教科用図書の採択につ

いて 

△平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果公表について 

30.9.20 

【定例】 

□学校運営協議会を設置する学校の決定について 

□湧別町学校評議員の解任について 

□学校運営協議会委員の任命について 

□平成３０年度教育費予算の補正について 

□平成２９年度教育委員会の活動状況に関する点検・評価報告書

について 

30.10.22 

【定例】 

○教育委員会委員の任命の同意について 

△総合教育会議付議事項について 

30.11.26 

【定例】 

○平成３０年度全国学力・学習状況調査の結果の公表内容につい

て 

□平成３０年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

△平成３０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果公表に

ついて 

30.12.14 

【定例】 
□平成３０年度教育費予算の補正について 

31.1.17 

【定例】 

□湧別町学校体育文化活動費助成要綱の一部を改正する要綱の制

定について 

□平成３０年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

□平成３１年度教育委員会関係当初予算について 

31.2.21 

【定例】 

 

 

 

 

 

 

 

 

○平成３０年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果公表

内容について 

□湧別町奨学金貸付条例の一部を改正する条例の制定について 

□湧別町社会教育委員設置条例の一部を改正する条例の制定につ

いて 

□湧別町招致外国青年任用規則の一部を改正する規則の制定につ

いて 

□湧別町スポーツ推進委員に関する規則の一部を改正する規則の

制定について 

□湧別町学校体育文化活動費助成要綱の一部を改正する要綱の制
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期 日 付議案件等（○～報告、□～議案、△協議） 

31.2.21 

【定例】 

定について 

□北海道湧別高等学校存続対策事業実施要綱の一部を改正する要

綱の制定について 

□湧別町スポーツ・文化遠征費補助金交付要綱の一部を改正する

要綱の制定について 

□湧別町スポーツ・文化合宿誘致事業補助金交付要綱の一部を改

正する要綱の制定について 

□教育委員会所管職員の事務分掌異動について 

□平成３０年度教育費予算の補正について 

□平成３１年度要保護及び準要保護児童生徒の認定について 

□平成３１年度教育行政執行方針について 

□平成３１年度教育費予算について 

31.3.20 

【定例】 

□湧別町教育委員会行政組織規則等の一部を改正する規則の制定

について 

□湧別町私立幼稚園就園奨励補助金交付要綱等を廃止する要綱の

制定について 

□修学旅行の引率業務等に従事する湧別町立学校職員の勤務時間

の割り振り等に関する要領の一部を改正する要領の制定につい

て 

□学校における働き方改革「湧別町アクション・プラン」（案）に

ついて 

□湧別町の部活動の在り方に関する方針（案）について 

□湧別町学校医等の任命について 

□湧別町教育アドバイザーの任命について 

□校長・教頭の任免の内申について 

31.3.29 

【臨時】 

○教職員の人事異動について 

□湧別町社会教育委員の委嘱について 

□湧別町スポーツ推進委員の委嘱について 

□湧別町図書館協議会委員の任命について 

□平成３１年度湧別町立小学校、中学校及び義務教育学校の学級

編制について 

□教育委員会所管職員の事務分掌異動について 
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（２）教育委員会会議の項目別点検 

  湧別町教育委員会行政組織規則第６条の規定により、教育委員会会議での

議決が必要である事項のうち、平成３０年度において教育委員会会議にかけら

れた議案等を分類し、適切に付議されているかどうか点検を行いました。 

項      目 件数 

① 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程の制定又は改廃に関すること。 3 

② 教科用図書の採択に関すること。 2 

③ 法規たる性質を持つ教育委員会告示に関すること。 13 

④ 学校教育及び社会教育に関する一般方針の定めに関すること。 1 

⑤ 学級編成に関すること。 1 

⑥ 道費負担教職員たる校長及び教頭の任免その他進退ついての内申に関すること。 1 

⑦ 歳入歳出予算の要求その他議会の議決を経るべき事項に関すること。 7 

⑧ 奨学金に関すること。 1 

⑨ 教育に関する事務の管理及び執行の基本的な方針に関すること。 2 

⑩ 教育委員会の権限に属する事務の点検及び評価に関すること。 1 

⑪ 法令又は条例に基づく委員等の任命（委嘱）に関すること。 12 

⑫ 要保護及び準要保護児童生徒の認定に関すること。 5 

⑬ 国際理解教育に関すること 2 

⑭ その他異例又は重要な事項に関すること。 2 

⑮ 教育委員会及び教育委員会の所管に属する学校その他教育機関の職員の任免そ

の他の人事に関すること。 
5 

報告 6 

協議 3 

 

平成３０年度に湧別町教育委員会会議に付議された案件のうち、多かったも

のとしては、法規たる性質を持つ教育委員会告示に関すること「③」又は法令

又は条例に基づく委員等の任命（委嘱）に関すること「⑪」であり、歳入歳出

予算の要求その他議会の議決を経るべき事項に関すること「⑦」が次いでおり

ます。 

教育委員会会議の議案作成のため、議案審議の他に協議を実施しています。 
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（３）教育委員会会議以外の活動状況 

  教育委員会委員は教育委員会会議のほか、研修会、先進地視察、学校訪問

の活動、各学校の入学式、卒業式、各種行事、湧別町議会や各種式典にも出

席しております。 

学校訪問では、学校での教育活動について校長から報告を受け、意見交換

等を行っております。 

           ※教育長を除く 

期 日 活  動  内  容 出席委員数 

30. 4. 2 教職員辞令交付 ３名 

30. 4. 6 小・中学校入学式 ４名 

30. 4.11 赴任校長・教頭歓迎会 ４名 

30. 4.14 芭露学園開校記念式典 ３名 

30. 4.18 遠軽地区教育委員会協議会理事会 １名 

30. 5. 8 遠軽地区教育委員会協議会総会 ３名 

30. 5.26 上湧別小、中湧別小運動会訪問 ３名 

30. 5.27 富美小、湧別中運動会訪問 ３名 

30. 6. 3 湧別小、上湧別中、芭露学園運動会訪問 ４名 

30. 6.10 開盛小運動会訪問 １名 

30. 6.16 小学校訪問（湧別小、中湧別小）、湧別高校訪問 ２名 

30. 6.19 小学校訪問（上湧別小、開盛小、富美小） ３名 

30. 6.24 サロマ湖 100km ｳﾙﾄﾗﾏﾗｿﾝ開会式、ｳｪﾙｶﾑ・ﾊﾟｰﾃｨｰ ４名 

30. 7. 2 オホーツク管内教育委員会協議会総会 １名 

30. 7. 6 カナダ訪問団歓迎夕食会 ３名 

30. 7.12 北海道市町村教育委員研修会 ２名 

30. 7.13 新篠津村表敬訪問 ２名 

30.10.22 湧別中学校祭 １名 

30.10.27 芭露学園学校祭 １名 

30.10.28 開盛小学芸会 １名 

30.11. 4 湧別小学芸会 １名 

30.11.11 上湧別小、中湧別小、富美小学芸会 ３名 

30.11.14 中学校訪問（上湧別中、湧別中） ４名 

30.11.20～21 市町村教育委員会新任研修会 １名 
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期 日 活  動  内  容 出席委員数 

30.12. 6 オホーツク管内市町村教育委員大会 ３名 

30.12.14 湧別町総合教育会議 ４名 

31. 1.13 湧別町成人式 ２名 

31. 3.15 中学校卒業式（上湧別中、湧別中） ２名 

31. 3.20 小学校卒業式（湧別小） １名 

31. 3.22 小学校卒業式（富美小） １名 

31. 3.26 教育関係者懇談会 ４名 
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（１） 学校教育 

№ １ 事業名 
学校運営事業（地域に期待・信頼される

学校づくり） 
担当課 教育総務課 

 

執

行

方

針 

子どもたちが、安全で快適な学校生活を送ることができるよう、学校、家庭、地

域が互いに連携し、質の高い教育活動を推進してまいります。 

教員は、豊かな人間性や社会性、そして高い指導力などの資質・能力が求められ

ておりますことから、分かる授業の実践を基盤とした校内研修の充実はもとより、

各種研修会や研究会などへの参加を促進し、指導力の向上を図ってまいります。 

また、本年４月には、義務教育学校として「湧別町立芭露学園」が開設されます

が、９年間一貫した教育目標のもと、教科担任制を導入し、各教科の専門性を生か

した指導により、学びの連続性が生まれ、個の能力をさらに伸ばすことができるよ

う取り組んでまいります。 

少子化の進行による生徒数減少に伴いまして、各中学校の部活動におきましては、

維持・存続が困難な状況であり、各中学校では、合同チームの編成による大会への

参加や部の廃止を余儀なくされている状況であります。 

また、町内では少年団活動が活発に行われておりますが、中学校に入学しても希

望する部活動が存在せず、合同チームでの練習や大会参加の道が閉ざされている状

況であります。 

本町では、小中一貫教育を推進してまいりますことから、中学校の部活動でも少

年団・部活動が一貫性をもって活動することが望まれますことから、町内中学校及

び義務教育学校における「オール湧別」で活動ができるよう部活動の在り方につい

て検討を進めてまいります。 

事

業

内

容 

１ 赴任教職員地域研修の実施・北海道教育委員会が実施する教職員研修への参加

奨励 

２ 各学校による地域学習の実施 

３ 各学校における教職員服務指導及び体罰に係る実態把握の実施 

４ 義務教育学校「芭露学園」の開設 

５ オール湧別方式による運動部活動（学校間連携方式）の検討 

事

業

成

果 

１ 赴任教職員地域研修の実施・北海道教育委員会が実施する教職員研修への参加

奨励 

(１) 赴任教職員地域研修を実施した。（実施回数１回、参加者２３人） 

(２) 北海道教育委員会が実施する教職員研修への参加を各学校に奨励した。 

２ 地域学習の実施 

(１) 小学校においては、総合的な学習の時間を活用し地域学習を実施 

 (２) 中学校においては、職場体験等を通じ地域の歴史や産業学習を実施 

３ 各学校における教職員服務指導 

(１) 各学校における教職員に対する服務指導実施について指導 

 (２)  児童・生徒・教職員への体罰実態把握アンケートの実施 

４ 義務教育学校「芭露学園」の開設 

  地域における学校の在り方について、次代を担う児童・生徒により良い教育環

境を提供するため、小・中学校の適正規模、適正配置の基本的な考え方のもと、

現行の小・中学校に加え、小学校から中学校までの義務教育を一貫して行う義務

教育学校「芭露学園」を開設した。 

３ 点検評価報告書 
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５ オール湧別方式による運動部活動（学校間連携方式）の検討 

  少年団活動地域をベースとし、町内２中学校、義務教育学校のいずれかを部活

動の拠点校とするべく検討を始めた。 

課 

題 

１ 赴任教職員地域研修は、地域学習を指導する教職員が限られた研修時間で地域

についてより多くの情報を得る機会とするため、開催時期及び研修内容を検討し、

参加しやすくする必要がある。学校における、児童生徒への安全指導の充実及び

緊急事態に対応するため普通救命講習会の機会を提供する必要があるが、日程調

整が難しく、開催ができなかった。 

教職員は、その職責を遂行するために絶えず研究と修養に努めなければならな

いことから、研修の機会を確保し必要な支援を継続する必要がある。 

２ 児童・生徒が地域について学習する機会を提供するため、地域の方々への体験

の場の提供及び授業への協力のお願いを継続する必要がある。 

３ 教職員服務については、職務専念義務・児童生徒への体罰禁止、信用失墜行為

の禁止などについて指導を継続する必要がある。 

４ 義務教育学校導入による教育効果の検証を行い、学校の在り方を不断に探求し

ていくことが必要である。 

５ 運動部活動の顧問の配置及び各学校における活動時間の調整、各学校間の移動

方法など実施上の課題について整理する必要がある。 

改 

善 

方 

策 

１ 赴任教職員研修及び普通救命講習は、研修内容、開催時期及び開催内容を研究

し、教職員の研修機会の確保及び研修に関する支援の充実に努める。 

北海道教育委員会又は各種研究団体が主催する研修等への参加支援を継続する。 

３ 教職員服務については、任命権者の北海道教育委員会との連携を密にし、教職

員への指導方法を研究するなどして、指導を継続する他、各学校における研修を

充実させ、服務規律の遵守を徹底させる。 

４ 義務教育学校導入による教育効果の検証結果をもとに改善方策を決定する。 

５ 活動を希望する生徒のニーズを的確に捉まえ、町内中学校及び義務教育学校に

おける「オール湧別」で活動ができるよう部活動の在り方について検討を進める。 

 

№  ２ 事業名 学校運営事業（学力向上） 担当課 教育総務課 
 

執

行

方

針 

学力向上への取り組みとして、全国学力・学習状況調査及び標準学力検査の結果

から、児童生徒の学力の成果と課題を詳細に分析し、明らかになった課題解決に向

け、授業改善や家庭学習習慣の確立を進めてまいります。 

これまでも、学校では基礎学力の定着を図るための取り組みを続けておりますが、

依然として、基礎的知識・活用力ともに課題があることから、放課後や長期休業を

活用した補充学習をはじめ、ティーム・ティーチングや習熟度別学習、学力向上支

援員を積極的に活用しながら、児童生徒一人ひとりの学習内容の確実な定着が図ら

れるよう取り組んでまいります。 

 学校図書室の充実を図るため、年次計画に基づき蔵書冊数の充足に努めておりま

すが、町立図書館司書による学校図書室支援事業を継続し、児童生徒への読書活動

の推進による学力向上に繋げてまいります。 

事

業

内

容 

１ 教職員定数加配活用による指導方法の工夫・改善 

２ 全国学力・学習状況調査結果（以下、本項目において「全国調査」という。）に

よる学力向上改善プランの策定及び取組の推進 

３ 長期休業期間中の児童への学習サポート事業の実施 

４ 教育アドバイザーによる学校訪問の実施  
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事

業

成

果 

１ 教職員定数加配活用による指導方法の工夫・改善 

   教職員定数加配活用によるティームティーチングや習熟度別指導の実施によ

り、学習内容の定着が図られた。 

  (１)中湧別小学校 算数におけるティームティーチング及び習熟度別指導の実施 

  (２)湧別小学校  算数におけるティームティーチング及び習熟度別指導の実施 

  (３)上湧別中学校 数学、外国語におけるティームティーチング及び習熟度別指

導の実施 

  (４)湧別中学校  理科、外国語におけるティームティーチング及び数学におけ

る習熟度別指導の実施 

２ 全国調査の結果による学力向上改善プランの策定及び取組の推進 

湧別町全体の結果を分析し、各学校に対し改善方針等を提示した。 

各学校において、全国調査の結果を踏まえ、在籍児童生徒の確かな学力の向

上に向けた学力向上改善プランを策定し、学習指導に活用する取り組みを継続

した。 

すべての学校で、北海道教育委員会が提供する「チャレンジテスト」を実施

し、学習内容の定着を図るとともに、同じく「生活リズムチェックシート」を

家庭での学習時間や生活習慣の見直しに活用した。 

３ 長期休業期間中の児童への学習サポート事業の実施 

湧別高校生徒の協力により、長期休業期間中の学習サポート事業をすべての

小学校で実施するとともに、学校独自でもサポート学習を行った。 

４ 教育アドバイザーによる学校訪問の実施 

   定期的に学校を訪問し、学校経営への指導助言を行った。 

課 

題 

学力の向上を図るため、指導方法の工夫・改善による取り組みを実施しているが、

全国調査の結果によれば湧別町の児童生徒の学力傾向は、依然として基礎的知識・

活用力ともに課題があるため、授業等の指導方法を研究し改善する取り組みを継続

する必要がある。 

全国調査の結果では、本町の小・中学校における各教科の平均正答率は、全ての

教科で全道の正答率を下回っているため、質問紙調査の詳細な分析及び学校間交流

など、学校力向上に向けた具体的な取り組みが必要である。 

改 

善 

方 

策 

各学校において、児童生徒の学力に応じた指導方法の工夫改善に努めるとともに、

教育委員会、学校、家庭が一体となって学習習慣の定着に向けて取り組む。 

全国調査の結果を踏まえて、各学校が「学力向上改善プラン」の見直しを行い、

それに基づいた学習指導を行うとともに、学力向上支援員を配置し、きめ細やかな

指導を行う。 

学習習慣の定着を図るため、湧別高校生徒の協力を得て長期休業期間中の補充学

習の機会を提供する。 

教育アドバイザーによる学校への指導助言を継続し、指導方法の改善方策の立案

に対する支援を継続する。 

 

№ ３ 事業名 学校運営事業（安全・安心な学校づくり） 担当課 教育総務課 
 

 

執

行

方

針 

 

学校は、児童生徒が一日の大半を過ごす学習活動の場であり、住民の避難施設で

もある学校施設の安全性の確保と施設環境向上のため、地域と連携・協力した地域

ぐるみの防犯体制の整備・充実に努め、児童生徒の安心・安全を確保する教育環境

整備をしてまいります。 

学校施設整備として、平成２９年度に芭露小学校危険改築事業と湖陵中学校大規

模改造事業が完了し、本年４月１日から全道４番目となる義務教育学校として芭露
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執

行

方

針 

学園が開設します。これで、全ての学校における校舎、体育館の耐震化が図られ、

安全で安心して学習できる環境となりました。本年度は、国の交付金を受けて、芭

露小学校校舎の解体工事を実施いたします。 

教職員の時間外勤務時間等の縮減に向けて、北海道教育委員会が導入を推奨する

「校務支援システム」について、現在の２校から小規模校を除く７校へ拡大を図り

ます。 

事

業

内

容 

１ 地域ぐるみの防犯体制の整備 

２ 芭露小学校校舎解体工事の実施 

３ 上湧別小学校、湧別小学校、湧別中学校、芭露学園の校務支援システム導入 

事

業

成

果 

１ 地域ぐるみの防犯体制の整備 

   各学校においてＰＴＡ等の地域関係者と連携し、登下校の通学路見守りなど、

防犯体制・通学路の安全確保に取り組んだ。 

２ 芭露小学校校舎解体工事の実施 

   危険校舎であった芭露小学校校舎を解体できた。 

３ 上湧別小学校、湧別小学校、湧別中学校、芭露学園の校務支援システム導入  

上湧別小学校、湧別小学校、湧別中学校、芭露学園に校務支援システムを導

入し、各学校における業務の効率化が図られた。 

課 

題 

全国的には、通学中の児童生徒が交通事故に遭遇する事例は多く発生しており、

オホーツク管内では不審者の出没情報もあることから、通学路における危険箇所の

点検や学校・地域関係者との不審者情報の共有など、児童・生徒の安全を守る取り

組みを継続する必要がある。 

学校施設は、計画的に改修を実施しているが、老朽化が進んでいる校舎等も存在

しているため、具体的な現況調査と継続的な維持補修を実施する必要がある。 

改 

善 

方 

策 

教育委員会事務局、各学校、地域関係者との連携による、通学路の危険箇所の点

検及び防犯体制を充実する取り組みを継続する。 

各学校での交通安全教育、防犯教育活動を継続する。 

町有施設煙突アスベスト改修実施計画に基づき開盛小学校の煙突を改修するとと

もに、湧別小学校校舎の老朽化に伴う施設整備の具体的検討を行うため、国庫負担

金等の適用条件となりうる個別施設の長寿命化計画を策定する。 

 

№ ４ 事業名 
学校運営事業（豊かな心と健やかな体

の育成） 
担当課 教育総務課 

 

執

行

方

針 

未来を担う子どもたちが互いを尊重し、ともに支え合いながら社会の一員として

成長していくためには、心身の健やかな発達を支えていくことが重要です。 

とりわけ、道徳教育については、道徳が特別の教科として位置付けられたことを

ふまえ、規範意識や倫理観、命の大切さや思いやりの心などを育むとともに、体験

活動を通して豊かな人間性や社会性、やさしさと思いやりの心を育ててまいります。 

また、いじめの問題につきましては、人として絶対に許されない行為であること

を指導するとともに、未然防止、早期発見、早期解消を図るため、アンケート調査

などによる実態把握と日常的な指導とあわせて、関係機関とも連携しながら対応し

てまいります。 

健やかな体の育成につきましては、全国体力・運動能力、運動習慣等調査などか

ら、成果と課題を分析し、望ましい運動習慣を定着させるための取り組みを推進し

ていくとともに、生活リズムチェックシートの活用などにより、望ましい生活習慣
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の定着を図る取り組みについても推進してまいります。 

さらに、平成２８年度から取り組んでいるフッ化物洗口事業は、本年度は残る中

学校２校でも取り組むこととしており、全ての学校で実施してまいります。 

事

業

内

容 

１ 学校の教育課程を通じた道徳教育の推進 

(１) 各学校における道徳教育の推進 

(２) 各教科・特別活動・総合的な学習等を通じた道徳教育の指導 

２ 各学校で策定された学校いじめ防止基本方針に基づいた、いじめ等の問題行動

の未然防止、早期発見、早期解消 

３ 教育アドバイザーによる指導助言や相談支援体制の強化・充実 

事

業

成

果 

１ 学校の教育課程を通じた道徳教育の推進 

(１) 道徳の時間において、発達段階に応じた基本的な生活習慣、互いに協力し合

う態度や集団における役割と責任等について指導した。 

(２) 保護者や地域住民の協力により、特別活動等の指導において道徳性を養っ

た。 

２ 各学校で策定された学校いじめ防止基本方針に基づいた、いじめ等の問題行動

の未然防止、早期発見、早期解消。 

  各学校において定期的にアンケート調査等を実施し、いじめの把握に努め、早

期発見、早期解消が図られた。 

３ 教育アドバイザーによる指導助言や相談支援体制の強化・充実 

   教育アドバイザーによる学校現場への指導助言や児童生徒、保護者との相談

支援体制の強化・充実が図られた。 

課 

題 

道徳教育は、児童生徒が人間としての在り方を自覚し、人生をより良く生きるた

めに、その基盤となる道徳性を育成するものであることから、教育活動全体を通じ

た指導を継続する必要がある。 

いじめは、人として絶対に許されないという認識のもと、児童生徒がいじめ等の

問題行動を行わないよう継続した取り組みが必要である。 

スマートフォン、携帯電話、パソコン・ゲーム機等を利用したインターネットに

よるいじめが全国的な問題となっているため、学校における児童生徒の利用実態を

把握するとともに、インターネット利用の指導や、保護者への啓発を継続する必要

がある。 

改 

善 

方 

策 

特別の教科「道徳」への移行にあたり各学校における道徳教育を充実させる取り

組みを継続する。 

いじめは人として絶対に許されない人権侵害であることを認識し、児童生徒が主

体的にいじめについて考え、行動することができるよう指導を継続する。 

いじめ等の問題行動の未然防止、早期発見、早期解消を図るため、いじめアンケ

ート調査等による取り組みを継続する。 

児童生徒によるインターネットの利用について指導するとともに、教職員や保護

者に対し研修機会の充実を図る。 
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№  ５ 事業名 学校運営事業（特別支援教育の推進） 担当課 教育総務課 
 

執

行

方

針 

特別な教育的支援を必要とする児童生徒一人ひとりの能力、特性に応じた個別の

指導計画と教育支援計画を整備し、教育のみならず、医療、福祉、保健等を含めた

関係機関が連携を図り、計画的・組織的な教育活動を推進してまいります。 

また、特別な支援を必要とする児童の学習や学校生活を支援する特別支援教育支援

員については１名増員し、担任と連携しながら個に応じた支援体制の充実を図って

まいります。 

事

業

内

容 

１ 特別支援学級の設置 

２ 特別支援教育支援員の配置 

３ 校種間、幼稚園及び保育所と連携した推進体制の充実 

４ 発達障がい支援成果普及事業の活用 

事

業

成

果 

１ 特別支援学級の設置 

  関係機関と連携しながら就学相談や就学指導を実施し、教育支援委員会の開催

により支援が必要な児童生徒を適切に把握し、支援が必要な児童生徒が在籍する

学校に特別支援学級を設置した。 

２ 特別支援教育支援員の配置 

必要に応じて小学校３校に６人の特別支援教育支援員を配置し、支援が必要な

児童に対し支援した。 

３ 校種間、幼稚園及び保育所と連携した推進体制の充実 

（１）各学校で支援委員会等を開催し、特別な支援が必要な児童生徒について把

握するとともに、支援内容等を検討し、教職員の共通理解のもと、特別支援

教育を推進した。 

（２）幼稚園・保育所・小学校による「幼・保・小交流会議」を開催し、就学前幼

児及び就学直後の子どもたちのより良い成長、発達のために関係機関との連

携を深めた。 

（３）就学時には、保育所及び幼稚園と就学する小学校間、小学校から就学する

中学校間において就学する児童生徒に関する引継ぎを行い、校種間の連携に

よる適切な支援を行った。 

（４）北海道教育委員会が実施する特別支援教育パートナー・ティーチャー派遣

事業について６校の小・中学校が活用し、各学校の特別支援教育コーディネ

ーターや担任教員等が北海道立特別支援学校教員の助言等により、支援が必

要な児童生徒に対する指導及び支援の充実が図られた。 

４ 発達障がい支援成果普及事業の活用 

   北海道教育委員会事業により、推進校である上湧別小学校、湧別小学校、芭

露学園、湧別中学校が作成した成果報告書等を活用し、通常の学級における発

達障がいのある子どもへの指導や支援に関する基礎的な知識や技能の習得が図

られた。 

課 

題 

支援が必要な児童を小学校就学前に把握し、児童の状況に対応した早期の支援を

行うため、関係機関が連携して適切な就学指導を行う必要がある。 

支援が必要な児童生徒に対し、特別支援学級への在籍や特別支援教育支援員を配

置するほか、保護者への教育相談を充実する取り組みを継続する必要がある。 

 関係機関との連携による支援体制の整備に努め、支援が必要な児童生徒の教育的

ニーズに応じた指導・支援が必要である。 
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改 

善 

方 

策 

関係機関と連携し、支援が必要な児童生徒の早期把握に努めるとともに、適切な

就学指導や特別支援教育支援員の配置を継続する。 

学校と教育委員会事務局との情報共有、保護者への教育相談の充実に努める。 

校種間、幼稚園及び保育所と連携した推進体制の充実に努める。 

発達障がい支援成果普及事業における成果報告書等を活用した校内研修を実施す

る。 

 

№  ６ 事業名 学校運営事業（就学支援の充実） 担当課 教育総務課 
 

執

行

方

針 

児童生徒の就学に関わり、経済的理由によって、就学が困難な家庭における教育

費の負担軽減を図るため、就学援助制度を適正に運用し、公平で的確な支援に努め

ておりますが、これまで入学後に支給していた入学準備金を、入学前に支給を前倒

しいたします。 

事

業

内

容 

就学援助対象世帯（新入学児童・生徒がいる世帯）に対する入学準備金の就学前

支給 

 

事

業

成

果 

６世帯（対象児童１名、生徒６名）に対して、小・中学校入学前の３月に入学準 

備金の支給を行い、対象世帯における教育費の負担軽減を図ることができた。 

 

課 

題 

経済的理由によって就学が困難な家庭における教育費の負担軽減を図ることが目

的であることから、就学を予定している世帯及び小中学生のいる世帯に対し、就学

援助に関する制度について周知し理解を広める必要がある。 

改 

善 

方 

策 

広報紙等を利用して制度を周知する他、翌年度の新入学児童を対象とする就学時

健康診断を実施する際、保護者に対し制度の概要を記載したチラシを配布すること

で、制度の概要を周知し理解を広めることにより、制度の利用促進を図る。 

 

№  ７ 事業名 中高一貫教育推進事業 担当課 教育総務課 
 

執

行

方

針 

中高一貫教育は、生徒たちが、中学校・義務教育学校後期課程と高等学校の６年

間を一貫した教育課程のもとで学ぶことにより、中等教育の一層の多様化を推進し、

生徒一人ひとりの個性をより重視した教育の実現を目指すものであります。 

中高一貫教育の理念であります「地域の子どもは地域で育てる」のもとに、中学

校２校と義務教育学校そして湧別高校、さらには地域が一体となって、より一層の

充実と発展を期すことができるよう支援してまいります。 

事

業

内

容 

１ 湧別町教育委員会、北海道湧別高等学校、上湧別中学校、湧別中学校、芭露学

園による一貫教育の実施 

（１）学習進路の連携 

（２）地域学習の連携 

（３）特別活動等における連携  

２ ＳＴＣプログラムの実施 

３ 中高一貫教育推進会議運営費の補助 
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事

業

成

果 

１ 湧別町教育委員会、北海道湧別高等学校、上湧別中学校、湧別中学校、芭露学

園による一貫教育の実施 

（１）学習進路の連携 

中高６年間を見越した基礎学力の育成及び進学・就学指導、ティームティー

チングや少人数指導で個々に対応した教育、各教科における中学校教諭・高校

教諭による乗り入れ授業・授業交流・つなぎ学習を実施することにより、学力

向上を推進した。 

連携入試で湧別高等学校に入学する生徒に対し、基礎学力テストを実施し、

中学３年生の学力把握に努めた。 

（２）地域学習の連携 

   中・高での共通テーマに基づく地域巡検、職場体験の実施、地域の有識者の

招聘による体験学習・講座、中学生に対して高校生が実体験などをスピーチす

ることにより、生徒の地域の歴史・諸課題・職業に関する知識を高め、キャリ

ア教育を推進した。 

（３）特別活動等における連携 

   部活動・生徒会行事等において中・高の校種間・他校間での、異年齢の連携

による教育活動を推進した。 

２ ＳＴＣプログラムの実施 学年に応じて、自己の生き方・在り方を見つめ、６

年間を通しての系統的なキャリア教育を行った。 

３ 中高一貫教育推進会議運営費の補助 

  中・高の連携による教育活動に要する費用を助成し、資格の取得、講習会・講

座の開催を推進した。 

 

 

 

 

 

課 

題 

 

 

 

 

連携型入試で湧別高校に入学する生徒に対しての基礎学力テストについては、継

続する必要がある。 

中学・高校での生徒の学力の現状を把握し、中高連携による学力向上に向けた取

組を推進する必要がある。 

進学を意識し基礎基本の定着を図るためのつなぎ学習の実施を継続する必要があ

る。 

乗り入れ授業及び授業交流等を通じて中・高各教科担当教諭の連携を深化し、多 

様な教科間交流手法の研究を継続する必要がある。 

 部活動・生徒会活動において、より柔軟な交流のための理解を深める必要がある。 

町民に向けての中高一貫教育の内容や成果等の情報発信を継続する必要がある。 

人事異動等による担当者の入れ替わりが多いため、事業内容を記録し、絶えず内

容の向上に努める必要がある。 

改 

善 

方 

策 

連携型入試で湧別高校に入学する生徒に対しての基礎学力テストを継続して実施 

する。 

学力検査、乗り入れ授業などを活用し、つなぎ学習などの内容を改善し、学力向

上の方策を検討する。 

事務局会議、各部会の開催を継続し、中高の連携を推進する。 

反省事項を検討し、次年度に活かせるよう引き継ぐ。人事異動による担当者の変 

更に左右されないような引き継ぎに努める。 

中高一貫教育広報紙の全戸配布を継続するほか、ＳＴＣやつなぎ学習を授業公開

や参観日と関連させるなど、地域への中高一貫教育の取り組みを周知する方策を引

き続き検討する。 

事務局会議及び各部会内容を記録し、計画、実行、評価、改善のサイクルにより、

中高一貫教育の取組の進化を推進する。 
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№  ８ 事業名 北海道湧別高等学校存続対策事業 担当課 教育総務課 
 

執

行

方

針 

湧別高校は、本町の人づくりや地域活性化の視点からも重要であり、湧別高校の

２間口維持は不可欠であり、重要な課題であると考えております。 

近年、地元生徒数の減少や進路志向の多様化により、湧別高校への志願者が減少

する中、湧別高校の魅力ある学校づくりにつながる取り組みが必要であります。 

本年度も「北海道湧別高等学校の存続対策事業」として、インターネット学習や

生徒が企画して実施を希望するイベント等にも引き続き支援を行うとともに、生徒

との意見交換を行って、さらなる魅力向上に繋がる支援について、柔軟に対応し、

入学者の確保に繋げてまいりたいと考えております。 

事

業

内

容 

１ 教科書等購入費補助事業 

２ 学力向上推進費補助事業 

３ 海外交流派遣費用補助事業 

４ 部活動用具等購入費補助事業 

５ 部活動クリニック補助事業 

６ 部活動合宿遠征費補助事業 

７ 学校体育文化活動費補助事業 

８ 通学費補助事業 

９ 生徒会等事業補助 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事

業

成

果 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 教科書等購入費補助事業 

   在籍する生徒の保護者に対し、学校が指定する教科書及び副教材の購入費用

を補助した（生徒１１５名）。 

２ 学力向上推進費補助事業 

   父母と教師の会が、在籍する生徒の学力向上のために学校が指定する模擬試

験受験費用及び学力向上用教材購入助成に要した費用を補助した（模擬試験受

験者延べ２６５名、学力向上教材：スタディサプリ１１５部・進路マップ３８

部）。 

３ 海外交流派遣費用補助事業 

   在籍する生徒が参加する海外交流派遣事業の費用を補助した（カナダ相互交

流派遣３名） 

４ 部活動用具等購入費補助事業 

   体育文化後援会が、部活動の活動環境を整備するために用具等の購入費を助

成した費用を補助した（用具等を購入した部活動：バレーボール部、ラグビー

部、陸上部、吹奏楽局）。 

５ 部活動クリニック費補助事業 

   体育文化後援会が、部活動の資質向上のために部活動クリニック実施費を助

成した費用を補助した（クリニックを実施した部活動：陸上部、吹奏楽局）。 

６ 部活動合宿遠征費補助事業 

   体育文化後援会が、部活動の資質向上のためにオホーツク管外の高等学校と

の対外試合等を行うための合宿遠征費を助成した費用を補助した（合宿遠征を

実施した部活動：ラグビー部、バスケットボール部、バレーボール部）。 

７ 学校体育文化活動費補助事業 

体育文化後援会が、湧別高校を代表する団体及び個人が参加する全道的な規

模以上で開催される競技会等の参加費を助成した費用を補助した（ラグビー部

男子全道・全国選抜大会、全道大会、ラグビー部女子全国選抜大会、陸上部全

道大会、吹奏楽局全道・全国大会）。 

８ 通学費補助事業 
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事

業

成

果 

 

   営業バス又はＪＲを利用して片道４㎞を超えて通学する生徒の保護者に対し

て、通学のために購入した定期券、回数券、ＩＣカード購入費用を補助した（延

べ生徒１２８名）。 

９ 生徒会等事業補助 

   生徒会又はＰＴＡが実施する湧別高校の魅力向上に繋がる活動に補助した

（湧虹祭花火打ち上げ、湧虹祭模擬店チケット発行、ＰＲT シャツ作成、学校

案内作成、イノベーションスクール参加旅費、投てきサークル設置、高等学校

教育改善推進事業参加旅費）。 

課 

題 

 地域の高校の存続対策の推進を図るため、生徒の保護者の負担軽減及び湧別高校

の魅力ある学校づくりに繋がる効果的な支援策を実施する必要がある。 

 数多くの事業や補助、成果、または湧別高校の魅力を中学生及びその保護者や地

域住民へ継続して周知することが必要である。 

改 

善 

方 

策 

 在籍する生徒の意見を取り入れるとともに他自治体の事例を参考として効果的な

事業内容を検討し、支援策を決定のうえ実施する。 

 事業・補助内容の周知を図る。 

 

№  ９ 事業名 国際理解教育事業 担当課 教育総務課 
 

執

行

方

針 

次期学習指導要領の改訂に向けた移行期間として、本年度より小学校３・４年生

への外国語活動が取り入れられ、５・６年生は外国語教科としてそれぞれ授業時数

が増加することから、外国語指導助手につきましては、現在、カナダとニュージー

ランドから２名を雇用しておりますが、１名増員し３名体制として、町内の小・中

学校及び義務教育学校並びに湧別高校に派遣し、生きた英語を学ぶ授業のサポート

をするとともに、町内における国際理解教育の推進に努めてまいります。 

また、友好都市であるニュージーランドのセルウィン町及びカナダのホワイトコ

ート町への中学生・高校生の交換留学事業を継続して行い、相互交流事業につきま

しては、本年度カナダへの派遣を実施し交流を継続してまいります。 

 本年度は、本町と友好都市提携を締結しておりますカナダ・ホワイトコート町よ

り、生徒とその保護者からなる訪問団が来町する予定であります。ホワイトコート

町とは、今年で友好都市提携２０周年の節目を迎えることから、これまでの交流を

記念して歓迎夕食会を催すなど、両町のさらなる友好交流の発展に努めてまいりま

す。 

事

業

内

容 

１ 交換留学事業 

２ 相互交流事業 

３ 外国語指導助手招聘事業 

４ 英会話教室 

 

 

 

事

業

成

果 

 

 

 

１ 交換留学事業 

   ニュージーランドセルウィン町ダーフィールドハイスクールから高校生１名

を受け入れ、中学生１名を派遣した。受入者・派遣者は互いの家にホームステ

イすることにより、５か月に渡る長期交流が実現した。また、受入校である湧

別高校でも国際理解が深まった。 

２ 相互交流事業 

   派遣事業を実施し、カナダに中高生１１名、一般町民１名を派遣した。事前・

事後研修も含め、この派遣事業を通じて参加者及び受入者の国際理解が深まっ

た。また、カナダから７名の訪問団を受け入れ、各学校での交流、町内視察な

どを行った。ホストファミリーを始め、国際交流推進委員や地域住民との交流
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事

業

成

果 

が図られた。友好都市提携２０周年を記念して、歓迎夕食会を開いた。 

３ 外国語指導助手招聘事業 

   自治体国際化協会を通じカナダから２名、友好都市を通じニュージーランド

から１名の計３名の外国語指導助手を任用し、小・中・義務教育学校、湧別高

校及び児童センターへ派遣した。各学校への派遣回数を増やし、外国語の授業

等を通じ、児童生徒の国際理解が深まった。 

４ 英会話教室 

   一般成人向け初心者及び中級者英会話教室を延べ４６回、小学生向け英会話

事業１回、一般成人向けの英語でのクッキングクラスを１回開催し、町民が外国

語や外国の文化に触れる機会を提供した。小学生向け英会話事業では、湧別高校

生に指導者として参加してもらい、英語を使う場を提供した。 

課 

題 

１・２ 交換留学事業・相互交流事業 

   交換留学派遣事業への参加を促す必要がある。また、受け入れ家庭を確保す

る必要がある。 

留学や派遣事業の参加者や受入れ家庭への国際理解を推進する効果は高い

が、その成果や国際理解の必要性を町民に周知し続ける必要がある。 

３ 外国語指導助手招聘事業 

  外国語指導助手の活用の仕方、学校教員との連携を深める研究を継続する必

要がある。 

４ 英会話教室 

   参加者のニーズに合わせ楽しんで英会話を習得し、外国の文化に親しんでも

らう工夫をする必要がある。参加者の固定化、レベルのばらつきがある。 

   小学生の英会話事業は日程を調整し、より多くの児童に英会話や異文化体験

ができる機会を提供する必要がある。指導する湧別高校生を確保する必要があ

る。 

改 

善 

方 

策 

交換留学事業・相互交流事業については、参加者の体験等を広報紙・町ホームペ

ージに掲載するほか、各学校へ派遣活動をまとめたポスターの配布、各学校での報

告会の開催等を依頼するなど、広報を続ける。また、相互交流事業参加者の報告会

を一般公開しているが、より多くの町民の方に派遣の様子を見てもらえるよう周知

を工夫する。英会話教室参加者を対象に事業の周知、参加推奨を行う。 

交換留学事業・相互交流事業の受け入れ家庭については、募集のポスターを公共

施設に掲示したり、派遣事業参加者に協力を依頼するなどして確保に努める。また、

生徒がいない家庭でも受け入れをしてもらえるように範囲を拡大していく。 

外国語指導助手招聘事業については、学校・関係機関と連携して、外国語指導助

手の勤務状況の評価、北海道教育委員会が実施している研修への日本人教諭の参加

推進、各学校と外国語指導助手の効果的な活用について話し合いの機会を設ける。

また、学校での授業前に打ち合わせを綿密に行うためのスケジュール確保に努める。 

英会話教室は、レベル別に分けた教室の開催を継続し、それぞれのレベルにあっ

た授業を進めるよう努力する。他にも日常英会話や外国の文化に触れる機会を増や

すよう努力する。小学生の英会話イベントは日程調整を工夫し、引き続き開催する

ように努める。湧別高校への周知を早めにし、英語を使っての指導の意義ややりが

いを説いていく。 
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№ １０ 事業名 学校運営協議会事業 担当課 教育総務課 
 

執

行

方

針 

湧別町立小・中学校適正配置計画を基本に、次代を担う子どもたちが、明るく、

たくましく、心豊かに育つための教育環境づくりを目指し、「地域とともにある学校

づくり」を進めるため、開盛小学校並びに富美小学校に続き本年４校の小・中学校

及び義務教育学校を指定校として、学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の

設置を行い、地域住民が学校の諸活動により一層活発に参画するための支援の充実

を図ってまいります。 

事

業

内

容 

１ 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の設置 

   

事

業

成

果 

１ 学校運営協議会（コミュニティ・スクール）に指定した学校には保護者や地域

住民などから構成される協議会が設けられ、学校運営の基本方針の承認、教育活

動などについて意見を述べるといった取組が行われ、これらの活動を通じて保護

者や地域住民の意見を学校に反映させることができた。 

  学校運営協議会の設置状況 

・開盛小学校  H29.8.1 設置 協議会委員   ５名 

  ・富美小学校  H29.8.1 設置 協議会委員   ８名 

  ・湧別小学校・湧別中学校 H30.4.1 設置 協議会委員 １３名 

  ・芭露学園   H30.5.1 設置 協議会委員 １０名 

  ・上湧別中学校 H30.10.1 設置 協議会委員  ９名 

課 

題 

少子化による児童生徒数の減少が進む中、児童生徒にとって教育の機会均等の観

点から十分な教育効果が得られ、また、公正性を保ちながら次代を担う児童生徒が

常に良好な教育環境を確保していくための方向性を示す必要がある。 

学校は児童生徒の教育のために設置されている施設であり、地域の声を学校運営

に生かしながら、幅広い地域住民の参画を得て、学校と地域が一体となって特色あ

る学校づくりを進めていく必要がある。 

改 

善 

方 

策 

地域における学校の在り方等について、次代を担う児童生徒により良い教育条件、

教育環境を提供するため、開かれた学校から更に一歩踏み出し、地域の人々と目標

やビジョンを共有し、地域と一体になって児童生徒を育む「地域とともにある学校」

へと転換していくことを目指して、取組を推進する。 

 

№ １１ 事業名 学校給食センター運営事業 担当課 教育総務課 
 

 

 

 

 

執

行

方

針 

 

 

 

 

学校給食につきましては、学校給食衛生管理基準に基づき、施設内における衛生

管理の徹底に努めるとともに、安心で安全な地場産や北海道の食材を優先的に購入

し、児童生徒の心身の成長と健康を支える上で必要な、バランスのとれた給食づく

りを行ってまいります。 

 また、栄養教諭の指導により、学校給食を生きた教材として活用し、食の大切さ

や、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができるよう努めて

まいります。 

 なお、食物アレルギー等を有する児童生徒への対応等につきましては、家庭及び

学校と連携を図り、適切な代替食等の提供に努めてまいります。 

 本年度の給食費につきましては、主食等の値上り分として１食当たり小学校２４

７円、中学校２８５円に引き上げることと致しましたので、保護者の皆様にご理解

いただけるよう努めてまいります。 
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執

行

方

針 

 また、学校法人和光学園「みのり幼稚園」に対しましては、運営法人や入園児保

護者から要請のありました給食の提供について、本年度より給食を週３日提供する

こととし、幼児期の食育の推進を図ってまいります。 

 施設につきましては計画的に整備しており、本年度は給湯暖房温水機の整備を図

ってまいります。 

事

業

内

容 

１ おいしくて栄養バランスのとれた給食作りの実施 

２ 地元産食材の活用 

３ 栄養教諭による食に関する指導 

４ 食物アレルギー等を有する児童生徒への代替食等の対応 

５ みのり幼稚園への給食の提供 

事

業

成

果 

１ おいしくて栄養バランスのとれた給食作りの実施 

   学校給食センター運営委員会、各学校の給食担当者会議等で給食に対する意

見や児童生徒に対するアンケート結果を、献立等の作成に活用した。 

   残食調査を実施し、結果に基づき適切な分量の給食提供に活用した。 

２ 地元産食材の活用 

   地元産食材の購入に努め、道産米を使用した米飯、道産小麦を原料にしたパ

ン、地場産品の玉葱、生椎茸、じゃがいもを献立に取り入れた。 

   地元生産者から寄贈された食材（ホタテ貝柱、玉葱）を活用した給食を提供

した。 

３ 栄養教諭による食に関する指導 

   栄養教諭が小・中学校を訪問し、給食時間やバイキング給食の機会に指導を

行うほか、家庭科や道徳の時間を活用し、食に関する教育を実施した。 

４ 食物アレルギー等を有する児童生徒への代替食等の対応 

   食物アレルギーを持つ児童生徒に対し、代替食の提供又は代替食の提供がで

きない場合は給食費の減額による対応を行った。 

５ みのり幼稚園への給食の提供 

   みのり幼稚園への給食の提供により従来の保育所への給食の提供と併せ、全

町的な幼児期の食育が推進された。 

課 

題 

調理場の衛生管理の徹底及び、安全安心な食材を確保する取り組みを継続する必

要がある。 

給食に活用できる地元食材を確保する取り組みを継続する必要がある。 

残食調査等を通じて、適正な分量の給食を提供する取り組みを継続する必要があ

る。 

学校給食を教材とした、栄養教諭による食に関する指導を継続する必要がある。 

アレルギーを持つ児童生徒の状況をアンケート等により把握し、適切な代替食を

継続して提供する必要がある。 

調理器具を始めとする給食センター施設の点検等を通じ計画的な更新を行う必要

がある。 

改 

善 

方 

策 

調理委託業者への指導、賄い材料納入業者の選定等を通じて、安心安全な食材確

保に努める。 

施設内の衛生管理を徹底し、安全な給食の提供に努める。 

学校給食センター運営委員会等の意見を取り入れた献立の改善に努める。 

地元産食材の購入を継続し、献立への活用に努める。 

残食調査等を通じて、適正な分量の給食を提供する取り組みを継続する。 

栄養教諭による食に関する教育の研究推進に努める。 

食物アレルギー等を持つ児童生徒の状況についての適切な把握を継続する。 

給食センター施設の点検を継続し、計画的な更新を継続する。 
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（２）社会教育 

№  １ 事業名 社会教育振興事業（家庭教育） 担当課 社会教育課 
 

執

行

方

針 

家庭教育はすべての教育の原点であり、子どもたちの健やかな成長を育む基礎と

なるものでありますが、近年、生活様式の変化や、核家族化などによる家庭環境の

変化に対応した家庭教育の推進が必要となっております。このため、関係機関等と

の連携による家庭教育研修会の開催や、学校単位で取り組まれている家庭教育学級

への活動支援など、家庭教育への理解を深めていただく情報の提供や相談事業等に

努めるとともに、民間団体が行っている子どもの成長を応援する自主的な活動につ

きましても、活動の輪がさらに広がるような支援に努め、地域全体で子どもを守り

育てていく環境の整備に努めてまいります。 

事

業

内

容 

１ 家庭教育研修会の開催 

２ 家庭教育学級活動支援 

３ 家庭教育推進委員会の開催 

４ 家庭教育相談の実施 

事

業

成

果 

１ 家庭教育研修会の開催 

  講演題 『ちょっと立ち止まって子育てを振り返りませんか？ 

～人間ウオッチングで発見！子どもの伸びしろ！』 

講 師 久 保  了 乙 氏（北海道東川養護学校長） 

内 容 家庭教育学級生及び町内の子どもを持つ親が一堂に会し、家庭教育の

大切さについて理解を深める機会を提供した。 

２ 家庭教育学級活動支援 

   既存の４学級について、学習活動を実施した。 

 （１）ふたつば学級（上湧別小）  ３名 

 （２）かしわぎ学級（開盛小）   ８名 

 （３）竹の子学級（富美小）    ６名 

 （４）どんぐり学級（中湧別小）  ６名 

３ 家庭教育推進委員会の開催 

   各小・中学校教頭を推進委員に委嘱し、各 PTA 活動、家庭教育学級などにつ

いて情報交換を行った。 

４ 家庭教育相談の実施   随時教育相談に対応した。 

課 

題 

家庭と地域の教育力向上を図るために、地域社会における家庭教育支援の大切さ

を広く周知する必要がある。 

０～３歳児を持つ親への支援や団体間の連携を強化する必要がある。 

「家庭教育研修会」の意義・役割を広める必要がある。 

孤立しがちな子育て世代を支援するため、ボランティアを育成する必要がある。 

改 

善 

方 

策 

家庭教育への理解を深める研修事業を充実する。 

家庭教育を担う保護者が必要とする情報を発信する。 

家庭教育への意識を高める学習活動を支援する。 

子育てサークル等の育成と支援を充実する。 

子育ての悩みや喜びをわかちあえる気軽に集う場（サロン）を創設する。 

家庭教育を担う保護者の発言が反映されるメディア（＝情報媒体）を構築する。 

各種関係機関・団体との協力体制をつくり、連携を図る。 

平成３０年度をもって家庭教育学級を解散した。ＰＴＡ活動やその他の地域活動

に引継ぎ、引き続き各学校にて家庭教育の推進を行うことを確認した。 
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№  ２ 事業名 社会教育振興事業（少年教育） 担当課 社会教育課 
 

執

行

方

針 

少年教育についてでありますが、次代を担う子どもたちがさまざまな情報があふ

れる環境の中にあって、心身ともに健やかに成長することは、親はもとより地域社

会にとっても変わらぬ願いであります。この時期は人格形成の基礎がつくられる最

も大切な時期であることから、家庭や学校、地域、青少年指導センター等と連携し

開催している「小学生リーダー研修会」や「児童宿泊研修会」などの自然体験や集

団生活体験、また、百人一首教室実行委員会の皆様に指導をいただきながら開催し、

本年度で５０回を迎える「新春交歓カルタ大会」などの異世代交流を通じて、人間

性を養う全町的な交流機会の提供に努めるほか、次代を担う中高生リーダーや成人

指導者の養成にも努めてまいります。 

事

業

内

容 

１ 各種体験活動の実施 

２ 全町的な子どもたちの交流の機会提供 

３ 地域子ども会・青少年指導センターへの活動支援 

４ 小学生・中学生リーダー養成や成人指導者の活用 

事

業

成

果 

１ 各種体験活動の実施 

   各種団体との連携により体験事業を実施し、集団生活体験の場を提供した。 

 （１）児童宿泊研修会 全町の小学５年生 ６８名参加 

 （２）子ども会リーダー研修会（２回開催）  

小学生延べ６５名、中高生リーダー延べ３８名参加 

 （３）湧別町・新篠津村友好都市交流事業（於：新篠津村） 

湧別町１７名、新篠津村１０名の児童が参加 

 （４）新春交歓カルタ大会 ４２名参加 

    百人一首教室    ５３名参加 

２ 全町的な子どもたちの交流の機会提供 

   １の各種体験活動の実施及び関連団体実施事業の支援を通じて、全町の子ど

もたちの交流機会を提供した。 

３ 地域子ども会・青少年指導センターへの活動支援 

   地域子ども会の指導組織である青少年指導センター事務局運営の支援。  

４ 小学生・中学生リーダー養成や成人指導者の活用青年団体の育成・援助の実施 

   １の各種体験活動及び青少年指導センター主催事業を通じて、小学生リーダ

ー研修、中学生リーダー研修事業を実施した。 

課 

題 

将来において豊かな人間性を育み、コミュニケーション能力を重視し、達成感の

中から学ぶ様々な体験活動の提供を行う必要がある。 

次世代を担うリーダー・指導者活動の支援・育成の必要がある。 

小学生から高校生・青年まで連携した事業の展開が必要。 

現在の事業に新たな取り組みの導入及び事業の見直しの検討が必要。 

改 

善 

方 

策 

地域の特性を生かした体験学習活動の機会を提供し、豊かな人間性の養成を図る。 

異世代や異年齢との交流機会の拡充により、コミュニケーション能力の向上を図

るとともに、地域教育力の向上を図る。 

小学生や中学生のリーダー養成及び、地域の成人指導者の活用を図る。 

小学生～中学生～高校生～青年が連携できるよう、青年層からボランティアを積

極的に受け入れ、次世代につながる指導者の養成を図る。 

より学習効果が得られるよう学校と社会教育が連携・融合した事業を推進する。 

小中学生の学力・体力向上に向けた生活習慣改善の取り組みに協力する。 

児童センターをはじめ関係機関との連携を図る。 

学校の求めに応じ、コミュニティスクールに社会教育が積極的に参加協力を行う。 
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№ ３ 事業名 社会教育振興事業（青年教育） 担当課 社会教育課 
 

執

行

方

針 

青年教育についてでありますが、個々の価値観が時代とともに変化し、連帯意識

の低下や団体離れが進んでいると言われておりますが、本町の青年団体協議会につ

きましては、町のイベントへの参加協力など、地域に根ざした活動を積極的に展開

しており、本年度は、本町と新篠津村との友好都市提携１５周年事業として、新篠

津村青年団との交流を計画しております。今後も自主性を尊重しながら活動の支援

に努めてまいります。 

事

業

内

容 

１ 青年団体の育成・援助 

２ 成人式の実施 

 

事

業

成

果 

１ 青年団体の育成・援助  

青年団体協議会の活動支援を行うことにより、町内で開催されるイベントへ

の協力などの活動が行われた。青年団体協議会の主催事業として小学生対象の

雪中ドッチボール大会が開催された。 

２ 成人式の実施 

   式典の実施を通じ、式を契機として新成人の社会人としての意識高揚が図ら

れた。 

課 

題 

青年同士の仲間づくりや集う場の提供が必要。 

活動機会が少ないことから、青年が活躍する機会の提供が必要。 

青年が気軽に意見を言える機会を設け、活動に積極的に関わる人材の発掘・育成

の必要がある。 

改 

善 

方 

策 

各種研修会等の情報を提供し参加を奨励する。 

成人式を開催し、新成人の社会人としての意識の高揚を図る。 

高校生の社会参加活動を奨励・支援する。 

青年団体協議会が行う自主活動を応援し、広く周知に努める。 

各青年組織のリーダーが集い、学習する機会と組織化を支援（まちづくり青年会

議の創設）。 

若い女性の社会参加を図る。 

団体リーダーの養成と活用を図る。 

地域活動への参加に向けて意見交換の機会をつくる。 

各青年組織の交流を奨励し、連携・ネットワーク化を促進する。 

 

№ ４ 事業名 社会教育振興事業（成人教育） 担当課 社会教育課 
 

執

行

方

針 

成人教育についてでありますが、成人期は、家庭や職場、地域において中心的な

役割や責任が求められる時期であり、成人期の多岐にわたるニーズや課題に応じた

学習機会や情報提供に努めてまいります。 

また、町民有志により貴重な学習機会を提供いただいている町民大学やふるさと

講座などにつきましても、活動の輪がさらに広まるよう、支援に努めるとともに、

町民が自ら企画実施する自主事業につきましても、生涯学習振興奨励事業補助によ

り支援を行い、学習成果が地域等に還元できる環境づくりに努めてまいります。 
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事

業

内

容 

１ 湧別町民大学の開催 

２ 地域にこだわった学習機会の提供 

３ ＰＴＡ団体への助成 

事

業

成

果 

１ 湧別町民大学  

町内教育関係者等で構成する実行委員会により、各ジャンルの講師を招き、

町民に対し今日的課題や地域課題等の解決に向けた学習機会を提供した。 

５回開催、延べ８４４名の参加 

２ 地域にこだわった学習機会の提供 

   ふるさとから学ぶ会との共催により、第８回ふるさと講座を開催し「木材」

をテーマにふるさとの歴史を学ぶ機会を提供した。６０名参加。また、第７回

我がまち湧別町のお宝をたずねる旅を実施し、町内の遺跡や景観等の魅力や価

値を再発見し学習する機会を提供した。６３名参加 

３ ＰＴＡ団体への助成 

   補助により、研修会に参加するなど学習活動が行われた。 

課 

題 

「ふるさと講座」は、湧別町の歴史、産業、自然等を学ぶ機会および指導者養成

の場として支援する必要がある。 

「町民大学」は、来場者数を目標とするだけでなく、参加者（団体）や実行委員

と講師とのつながりをより深めるなど、人材育成の側面も意識した事業展開を奨励

する必要がある。 

時間的余裕のない成人期のニーズや、退職後の世代の多様なニーズに応えられる

よう、情報提供も含め参加し活躍する場を創出する必要がある。 

世代間交流、異業種間交流を推進し、まちづくりの人材育成を図るため、企画や

まちづくり等、町の他部局との情報共有も含めた連携強化が必要。 

学習を支援するコーディネーターを育成する必要がある。 

改 

善 

方 

策 

幅広い学習ニーズに応える学習機会の提供と学習意欲を喚起する。 

ふるさとを学ぶ機会の充実を図る。 

既存事業（町民大学等）の魅力を広く伝える。 

お互いの仕事や暮らしぶりを知り、地域を知ることにつながる学習活動を支援す

る。 

自主的に企画し実践するサークルなどの活動支援を充実する。 

行政と住民の協働事業を推進する。 

参加者に開会日時や託児サービスなどを配慮した事業を行う。 

気楽に参加し、進んで活動できるよう情報の提供に努める。 

 

№ ５ 事業名 社会教育振興事業（高齢者教育） 担当課 社会教育課 
 

執

行

方

針 

高齢者教育についてでありますが、心身ともに健康で活発な社会活動をされてい

る方がいる一方、家に引きこもりがちな高齢者が少なくないのも現実です。 

高齢者の学習・交流の場として開講されてきた、湧別地区の「生きがい大学」と

上湧別地区の「寿学級」については、高齢化や加入者の減少などが課題となってお

りましたが、本年度より統合し、新たに「チューリップ生きがい大学」として開校

いたします。 

事

業

内

１ チューリップ生きがい大学の開設  

２ 世代間交流事業の実施  
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容 

事

業

成

果 

１ チューリップ生きがい大学の開設 １９７名入級 

   平成３０年度より、寿学級と生きがい大学が統合した。全町規模での講演会、

レクリエーション等の開催により、高齢者の学習機会及び活動機会を提供した。 

３ 世代間交流事業の実施 

小・中学校の総合的な学習をチューリップ生きがい大学生が支援し、昔の遊

びやクラブ活動体験を通じた世代間交流の機会を提供した。 

課 

題 

「高齢者学級」では、主体的な取り組みを可能にする支援が必要。 

高齢者が持つ知識や経験、技能を地域や次世代に伝える機会を提供し、生きがい

を持てるようにする必要がある。 

家にこもりがちな高齢者に、地域の身近な情報を提供するとともに、より参加し

やすい少人数でのグループ活動などの場を創出する必要がある。 

６０代で退職し、第２の人生をスタートした方たちが、地域の団体に加入する等、

積極的参加を促すとともに活躍の場を提供する必要がある。 

改 

善 

方 

策 

高齢者の興味関心を呼び起こす事業を創設する。 

知識や知恵をもった高齢者から学ぶ機会を創設する。 

ふるさとを伝える機会を創設する。 

高齢者学級の参加者による自主活動の促進と充実を図る。 

次の世代に伝承する異世代間交流事業を充実する。 

知識や知恵を持つ高齢者を把握し、活かすようコーディネートを充実する。 

長寿社会を生きるそれぞれの年齢に応じた学習ニーズを把握し、次世代に豊かな

経験を伝える機会を創出する。 

少人数でも気楽に参加しやすい環境づくりに努める。 

高齢者学級と他団体との連携を図る。 

高齢者の豊かな経験を生かすために関係機関との連携を図る。 

 

№ ６ 事業名 スポーツ振興事業 担当課 社会教育課 
 

執

行

方

針 

スポーツは、健康増進・体力向上のほか、コミュニティの形成においても重要な

役割を担っております。このことから、本年度においても体育協会をはじめスポー

ツ少年団や自治会等と連携し、町民それぞれの年代や段階に応じた各種スポーツ教

室や大会の開催などにより、生涯スポーツの推進に努めてまいります。 

また、近年高まってきている個々の健康づくりや体力向上への意識に対応するた

め、昨年度、湧別総合体育館のトレーニング機器を更新し、スポーツインストラク

ターを月２回配置しておりましたが、本年度もクロストレーナ等の機器を２台増設

し、それぞれの目的に沿った効果的な指導が行えるよう、トレーニングの指導知識

を有する地域おこし協力隊員を採用し、継続した健康づくりへの環境整備に努めて

まいります。 

「上野カップ」少年柔道大会や、実行委員会による「サロマ湖100kmウルトラマラ

ソン」の開催、「野球」「合気道」等の合宿誘致事業につきましては、交流人口の増

加や町民への実技指導、交流などが図られており、引続き支援をしてまいります。 

また、友好都市提携１５周年を迎える新篠津村の野球少年団とによるスポーツを

通じた交流を実施するなど、さまざまな機会を設定し、スポーツの普及と振興に努

めてまいります。 
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事

業

内

容 

１ 大会の開催 

２ スポーツ教室・講習会の開催 

３ スポーツ推進委員事業の開催 

４ スポーツ団体活動の育成援助    

５ スポーツ施設の整備充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事

業 

成

果 

１ 大会の開催 

(１) 自治会対抗町民 300 歳バレーボール大会を開催し、町民のスポーツ参加機

会及び参加者間の交流機会を提供した。 

(２) サロマ湖 100ｋｍウルトラマラソンを開催し、町民をはじめ、中学生・高校

生を含めたボランティアや関係者の支援・協力により、町民のマラソンへの

関心やボランティア活動への意識の高揚が図られた。 

(３) 湧別町出身のふるさと応援大使である柔道オリンピックメダリストの上野

姉妹の冠を掲げた小・中学生の「湧別町少年柔道大会~上野カップ 2018~」を

開催し、全道各地より集まることにより、町の活性化や交流人口の増加が図

られた。 

２ スポーツ教室・講習会の開催 

町民体力テスト、クロスカントリースキー教室等のスポーツ教室・講習会な

どを実施し、町民がスポーツに親しむ機会の提供と技術向上に資することがで

きた。 

３ スポーツ推進委員事業の開催 

   スポーツ推進委員が研修を通じて資質向上を図り、町内自治会等で小学校１

年生～４年生を対象に毎月１回開催している「チャレンジスポーツスクール」

において、様々なスポーツを体験する機会を提供した。 

４ スポーツ団体活動の育成援助 

スポーツ少年団、体育協会への運営費助成を行うことにより、町内における

自主的なスポーツ活動の推進を支援した。 

団体や個人に対して全道・全国大会への参加費助成を行うことにより、町内

のスポーツの振興を推進した。 

合宿誘致事業では、実行委員会が駒大苫小牧高校野球部を誘致し、近隣市町

村との練習試合を観ることにより、町民のスポーツへの意識の高揚が図られた。

また、厚別アトムズ（少年野球）を誘致し、町内野球少年団と練習試合を行う

ことで、子ども達の親睦や、技術の向上が図られた。北海学園大学陸上部合宿

では、滞在期間中、中・高校生の陸上部を対象に教室を開催し、年齢の近い大

学生から直接走法を学ぶことにより、技術の向上が図られた。特に、小学生を

対象に開催した陸上教室では多数参加があり、運動会前に早く走れるコツを学

ぶことにより、体力向上につなげるきっかけを図ることができた。上野夫妻が

主宰する道場とその他の道場の合同合宿を実施することにより、子ども達の親

睦と地域間交流が図られた。明治大学合気道部合宿では、チャレンジスポーツ

スクールを対象にした体験教室や、町民に向けた演武会を実施することにより、

町民の合気道への意識の高揚が図られた。 

５ スポーツ施設の整備充実 

   施設の定期的な点検等を通じ、適正な維持管理を行った。 

   平成２９年度より湧別総合体育館にスポーツインストラクターを月２回配置

し、トレーニング機器等を使った指導を行っている。湧別総合体育館にクロス

トレーナーを２台配置し、トレーニング機器の整備を行ったところ、利用者の
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増加が図られた。 

課 

題 

スポーツニーズが多様化している一方、少子高齢化によるスポーツ団体の会員不

足や子ども達の体力の低下、スポーツ離れ、指導者不足などを解消する方策を検討

する必要がある。 

各年齢に応じたスポーツ習慣が形成されるよう、だれもが気軽にいつでもスポー

ツに親しむ機会を提供する必要がある。 

施設の管理運営、指導者の発掘・養成や体育協会・スポーツ少年団などの関係団

体の支援体制の充実に努める必要がある。 

改 

善 

方 

策 

ライフステージに応じた各種教室、講習会、大会などスポーツに親しむ機会を提

供し、健康や体力づくりの増進と住民相互の交流の推進に努める。 

多種多様なスポーツニーズに対応するため、ニュースポーツの研究・普及に努め

る。 

体育協会やスポーツ少年団など関係団体の育成と自主的な活動支援に努める。 

健康・コミュニティづくりのため、身近な地域でのスポーツ活動支援に努める。 

学校施設を一般町民に開放し、スポーツの日常化と健康の維持増進に努める。 

スポーツ団体の指導者やリーダーの養成を図り、指導体制の充実に努める。 

スポーツ・文化遠征費補助制度の活用により、全道及び全国大会への参加促進に

努める。 

外部指導者等の招聘により、高度な技術習得の支援に努める。 

町民が身近でスポーツに親しむための環境づくりに努める。 

スポーツ推進委員の連携強化を図り、スポーツの推進に努める。 

体育協会やスポーツ少年団、自治会、関係団体等との連携強化とネットワーク化

を図り、スポーツの振興に努める。 

各施設の利用状況を見据えた、施設整備・改修計画策定を推進する。 

 

№ ７ 事業名 芸術文化活動振興事業 担当課 社会教育課 
 

執

行

方

針 

優れた芸術文化に触れたときの感動や、自ら表現したときの喜びは、町民一人ひ

とりの創造性をはぐくみ、より良い人生を築く糧となるものです。 

本年度においても、関係団体との連携により、子どもからお年寄りまで優れた芸

術文化に触れる機会を提供するほか、両文化センターを拠点とした文化連盟をはじ

めとする各種サークルの皆さんの芸術・文化活動や、町民有志団体による鑑賞機会

の提供を支援し、町内の芸術文化の普及に努めてまいります。 

また、「短期間における子どもの成長がすばらしい」と大変好評をいただいてお

ります、子どもミュージカル体験事業につきましても、芸術体験の面からだけでな

く、感動の共有から生まれる豊かな人間性を養う観点からも継続してまいりたいと

考えております。 

社会教育施設につきましては、本年度、文化センターさざ波の調光設備の更新の

ほか、皆さんが安心して利用いただけるよう、計画的な整備や点検に努めてまいり

ます。 

事

業

内

容 

１ 文化団体活動の育成援助 

２ 鑑賞機会の提供 

３ 展示・発表機会の提供 

４ カルチャー教室の開催 

５ 文化センターの整備充実 
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業

成

果 

１ 文化活動団体の育成援助 

文化連盟に事業費を補助し、自主的活動推進を支援した。 

２ 鑑賞機会の提供 

幼児から一般向けの鑑賞機会の提供では、芸術鑑賞企画団体主催を含め、多

様な事業を実施し、多くの町民が芸術文化に触れる機会を提供した。 

３ 展示・発表機会の提供 

文化連盟が実施する地区総合文化祭での展示発表、芸能発表を支援した。 

また、文化センターさざ波ギャラリー及び文化センターＴＯＭにおいて文化

連盟加盟団体及び町民個人等の作品展示を実施し、町民の主体的な文化活動を

支援した。 

４ カルチャー教室の開催 

子ども向けに２講座、一般向けに２講座を実施し、文化活動の体験機会を提

供した。 

５ 文化センターの整備充実 

 （１）文化センターさざ波  

調光設備（調光操作卓等）更新等の実施 

 （２）文化センターTOM 

    非常用設備（排煙窓）修繕等の実施 

課 

題 

心の糧となる芸術・文化活動は、一般はもとより、これからを担う青少年の創造

的な能力を伸ばすためにも、大きな役割を果たすものとして充実していく必要があ

る。 

鑑賞と創造が両輪となった芸術・文化活動を推進するためにも、文化センターの

計画的な設備の更新をし、芸術文化にふれる機会を提供する必要がある。 

 

改 

善 

方 

策 

町民ニーズをふまえた上で、質の高い芸術文化作品の鑑賞機会の提供に努める。 

青少年が芸術文化に触れる機会の拡充に努める。 

カルチャー教室、各種体験事業、ワークショップなどの実施により、芸術・文化

に親しむ機会の提供に努める。 

文化連盟を始め、各種文化団体の活動を支援する。 

芸術文化奨励事業補助等制度の活用促進に努める。 

学習の成果を活かす場として、町民ギャラリーや総合文化祭等の活用に努める。 

芸術・文化事業の情報提供に努める。 

さざ波・ＴＯＭ両文化センターの特徴を活かした有効活用に努める。 

文化センターの計画的な設備の更新に努める。 

道や他市町村、北海道文化財団等の関係機関との連携を図る。 

文化連盟、芸術鑑賞団体、各種文化団体と連携し、芸術文化の振興に努める。 

 

№ ８ 事業名 文化財保護活動・博物館活動 担当課 社会教育課 
 

執

行

方

針 

本町には約１万５千年前から人が住み始めましたが、今日の湧別町があるのは、

原野の山林に入植した先人たちが、血の滲むような苦難を乗り越えて、開拓に尽く

したからであり、その残された貴重な資料を保存・展示しているふるさと館ＪＲＹ

と郷土館につきましては、引き続き資料の整理集約及び保護保存を行ってまいりま

す。 

文化財につきましては、本町には５６ヶ所に及ぶ埋蔵文化財とアッケシソウ群落

などの自然文化財があります。特に、北海道指定文化財である「シブノツナイ竪穴
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住居群」については、北海道教育委員会により平成２７年から昨年まで３カ年計画

で再調査が実施されましたが、今後は、調査主体を町に移し、詳細な調査を実施す

るとともに、見学会や報告会などの開催を企画し、町民の皆さんに知っていただき

たいと思います。 

事

業

内

容 

１ 文化財保護の実施 

（１）埋蔵文化財の保護 

（２）自然関連文化財の保護 

２ 博物館資料収集・整理・保管・展示の実施 

３ 博物館調査研究の実施  

４ 博物館教育の実施 

（１）研修・学校授業の実施  

（２）博物館講座の実施 

事

業

成

果 

１ 文化財保護の実施 

(１) 埋蔵文化財調査 

    町初の試みとして調査発掘を実施した。道教委による「シブノツナイ竪

穴住居跡」の 3 年の調査を引き継ぐもので、同遺跡最古の土器や火山灰な

どを発見し基礎情報の収集ができた。  

    開発行為に伴う埋蔵文化財の保護活動として、開発事業者との事前協議、

試掘調査等を実施した。 

道教委による「川西２遺跡」調査を支援した。 

(２) 自然関連文化財の保護 

    アッケシソウ群落は経過観察として写真記録を実施。 

２ 博物館資料収集・整理・保管・展示の実施 

   資料寄贈への対応、郷土史理解のために重要な資料の選別と整理、収蔵庫の

管理と保管資料の状況確認等を行った。 

(１) 湧別市川遺跡及び湧別市川Ⅱ遺跡の出土資料確認及び台帳作成を行った。 

(２) シブノツナイ竪穴住居群の調査報告展示を行った。 

(３) 2 階常設展示一部を更新した。 

(４) 郷土館ガイドによる展示解説を行った。（ガイド人数４人、５～９月） 

４ 博物館調査研究の実施 

博物館教育論に関する研究を行った。（日本生涯教育学会） 

博物館教育に関する書籍の執筆を行った。（「協働する博物館」令和元年発行） 

５ 博物館教育の実施 

(１) 研修・学校事業の実施 

    博物館が持つ過去の生活情報の内、日常生活に活用できるものを体験学

習化し、町内学校の授業及び各種研修会に歴史学習の機会を提供した。 

学芸員による出張授業を実施した。 

(２) 遺跡調査報告会の実施 

平成３０年度 発掘調査成果報告会の実施 参加者数４９名 

課 

題 

保護すべき文化財は、大別して埋蔵文化財と自然文化財があるが、埋蔵文化財で

は町内に所在が確認されている埋蔵地が５６ヶ所あり、自然文化財では北海道指定

文化財のアッケシソウ群落がある。これらの文化財を次世代に確実に渡すための方

策を立案・実行する必要がある。 

郷土の歴史資料では、「記録する資料」と「教育に活用する資料」に分けて考えて、

「記録する資料」では正確な記録及び安定的な保管方法を確立する必要がある。 

「教育に活用する資料」については、効果的な展示方法及び学習効果の高い普及

活動を研究し実施する必要がある。 
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改 

善 

方 

策 

１ 文化財保護の実施 

・次世代へとつなぐために埋蔵文化財の保護環境の整備に努める。 

・アッケシソウ群落の保護のため、塩生植物に関する情報の収集に努める。 

２ 博物館資料収集・整理・保管・展示の実施 

・収蔵している石器、土器類の分類整理を進め、湧別地区の先史文化の調査研究

を行う。 

・郷土館において、先史の展示の充実に努める。 

・収蔵資料の系統的分類整理を進め活用に備える。収蔵庫建設計画を策定し資料

の長期的、安定的保存のために保存環境を整える。 

・収蔵資料の安定的確保のために常設展示での収蔵展示を進める。 

・次世代を担う子供たちに理解しやすい展示づくりを行う。 

３ 博物館調査研究の実施  

・埋蔵文化財保護活動を充実させるため、町内遺跡に関する調査研究を進める。 

・日常生活への応用が可能な資料に関する調査研究を進めて、展示・教育普及活動

へ活用する。 

・学会や研修会への参加により、学芸員の専門性・教育力を高めるための機会を

拡充する。 

４ 博物館教育の実施 

・文化財（埋蔵文化財・記念物）を知る機会提供に努める。 

・博物館学習の内容充実に努める。 

・出張学習の内容充実に努める。 

・広報を活用し、博物館活動の周知に努める。 

 

№ ９ 事業名 図書館活動振興事業 担当課 社会教育課 
 

執

行

方

針 

図書館は、町民の方々の多様なニーズに対応するため、司書の持つ専門的知識と

的確な判断により資料の収集、整理、提供に努めております。昨年度に策定いたし

ました「子どもの読書活動推進計画」に基づき、保育所や学校等の関係機関と連携

し、本町の子どもたちの読書環境の充実に努めてまいります。 

子どもの成長過程において、「本」は、非常に重要な役割を果たすものであること

から、赤ちゃんに絵本をプレゼントする「ブックスタート」事業を行っております

が、本年度より５歳児健診の際にもう１冊プレゼントする事業を実施してまいりま

す。 

また、移動手段が無いなどの事情で、図書館への来館が困難な方への図書の宅配

サービスもスタートいたします。 

これからも、図書館が町民の憩いの場として、学び楽しめる町の情報拠点となる

よう努力してまいります。 

事

業

内

容 

１ 図書館資料の収集、整理、保存、利用者への読書案内、及び図書等の貸し出し

の実施 

２ 各種事業の実施 

３ 各種機関、団体との連携、協力 
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事

業

成

果 

１ 図書館資料の収集、整理、保存及び図書等の貸し出しの実施 

図書館資料の収集選定方針及び除籍基準により、蔵書管理を行い、町民の読書

要求に応え、貸出や情報提供を実施した。 

蔵書冊数 １３９，６０１冊（中湧別７２，５５９冊、湧別６７，０４２冊） 

貸出冊数  ８８，９４４冊 

２ 各種事業の実施 

読書感想文・感想画コンクール、ブックスタート事業、子ども図書館講座、子

ども読書の日事業、特別展示、映画上映会、古本市、絵本くらぶを実施し、読書

に親しむ機会を提供した。 

３ 各種機関、団体との連携、協力 

学校図書館用図書の選定協力や、蔵書管理を補助し、児童生徒の読書推進活動

を行った。 

課 

題 

町民の読書傾向を理解し、常に新鮮で適正な蔵書構成を維持するために、蔵書を

計画的に整備（収集及び除籍）する必要がある。 

幅広い世代に、図書館が町民の豊かな生涯学習拠点施設であり、気軽に集える場

所として周知する必要がある。 

改 

善 

方 

策 

町民の読書傾向をふまえた計画的な図書館資料の選択、収集に努める。 

多様な資料を収集し、中湧別図書館と湧別図書館、並びに移動図書館車における

蔵書構成の維持管理に努める。 

両館それぞれが持つ特徴を活かした展示を行う。 

来館の難しい町民に向けての支援事業を行う。 

移動図書館車を運行し、町内全域に向けて読書活動を推進する。 

教育施設や保育、福祉施設との連携を図る。 

家庭教育の関係団体との連携を図る。 

子どもの読書活動推進計画により、子どもたちの読書環境を整備する。 

図書館ボランティアとの連携強化に努める。 

ネットワークを活用した図書館間の連携を図る。 

 

  

32



  

４ 事業実績表 
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ザ
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援
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育
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湧
別

高
校
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私
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励
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健

康
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事
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育
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ド
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ザ
ー
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２

人
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た
。

特
別

支
援
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援

員
に

つ
い

て
は

、
上

湧
別

小
学

校
１

人
、

中
湧
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小

学
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３
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、
湧
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小
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2
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。
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、
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2
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活
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助
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。
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1
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度
学
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教
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事

業
の

実
績

表
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校
管

理
運

営
事

業

各
種

健
診

事
業

通
学

費
補

助
事

業

教
材

等
整

備
事

業

就
学

援
助

（
要

保
護

・
準

要
保

護
、

特
別

支
援

学
級

在
籍

生
徒

）

学
校

体
育

文
化

活
動

費
助

成
事

業

各
種

健
診

事
業

に
つ

い
て

は
、

生
徒

に
対

し
、

尿
検

査
、

内
科

検
診

、
歯

科
検

診
、

心
臓

検
診

、
結

核
検

診

を
実

施
し

た
。

通
学

に
係

る
支

援
状

況
に

つ
い

て
は

、
町

営
バ

ス
の

無
償

利
用

の
他

、
営

業
バ

ス
利

用
者

へ
の

定
期

券
購

入

費
助

成
、

芭
露

学
園

生
徒

に
つ

い
て

公
用

車
に

よ
る

送
迎

を
実

施
し

た
。

教
材

用
消

耗
品

・
学

校
用

図
書

・
学

校
用

備
品

を
計

画
に

基
づ

き
整

備
し

た
。

就
学

援
助

で
は

、
要

保
護

生
徒

1
名

、
準

要
保

護
生

徒
1

9
名

、
特

別
支

援
学

級
在

籍
生

徒
８

名
に

対
し

就
学

費
を

援
助

し
た

。

学
校

体
育

文
化

活
動

費
助

成
に

つ
い

て
は

、
中

学
校

の
学

校
教

育
活

動
に

定
め

る
課

外
活

動
の

大
会

参
加

に

対
し

、
1

３
件

、
3

,
4

5
8

千
円

の
助

成
を

行
っ

た
。

国
際

理
解

教
育

事
業

交
換

留
学

事
業

相
互

交
流

事
業

英
会

話
教

室

交
換

留
学

事
業

は
、

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン
ド

か
ら

高
校

生
１

人
を

受
入

し
、

湧
別

町
か

ら
は

ニ
ュ

ー
ジ

ー
ラ

ン

ド
へ

中
学

生
１

名
を

派
遣

し
た

。

相
互

交
流

事
業

は
、

カ
ナ

ダ
に

中
高

生
１

１
人

、
一

般
を

１
名

派
遣

し
た

。
派

遣
者

に
対

し
て

１
０

回
の

事

前
研

修
及

び
２

回
程

度
の

事
後

研
修

を
行

っ
た

。
ま

た
、

カ
ナ

ダ
か

ら
７

名
の

訪
問

団
を

受
け

入
れ

た
。

外
国

語
指

導
助

手
を

講
師

に
初

心
者

及
び

中
級

者
英

会
話

教
室

、
英

語
で

の
ク

ッ
キ

ン
グ

教
室

、
小

学
生

向

け
英

会
話

イ
ベ

ン
ト

を
実

施
し

た
。

小
学

生
向

け
英

会
話

イ
ベ

ン
ト

で
は

、
湧

別
高

校
生

が
外

国
語

指
導

助

手
の

補
助

と
し

て
小

学
生

を
サ

ポ
ー

ト
し

、
高

校
生

に
は

英
語

を
活

用
す

る
場

の
提

供
が

で
き

た
。

学
校

給
食

セ
ン

タ
ー

事
業

町
内

小
・

中
・

義
務

教
育

学
校

及
び

保
育

所
等

に
給

食
を

提
供

す
る

。

栄
養

教
諭

に
よ

る
食

の
指

導
を

行
う

。

計
画

ど
お

り
実

施
。

給
食

対
象

校
等

の
数

　
１

３
施

設
（

小
学

校
5

、
中

学
校

2
、

義
務

教
育

学
校

1
、

保
育

所
等

5
）

給
食

対
象

人
員

数
 
 
 
 
 
 
 
９

３
4

人
（

小
学

校
3

7
8

人
、

中
学

校
2

5
2

人
、

義
務

教
育

学
校

6
2

人
、

保
育

所

等 　
　

　
　

　
　

　
　

　
２

4
2

人
）

年
間

給
食

総
数

　
　

 
 
 
1

9
8

,
2

6
4

食
（

小
学

校
7

7
,
7

1
1

食
、

中
学

校
5

2
,
5

1
1

食
、

義
務

教
育

学
校

　
　

　
　

　
　

　
　

　
1

2
,
4

2
7

食
、

保
育

所
等

5
5

,
6

1
5

食
）

栄
養

教
諭

が
、

小
学

校
5

校
、

中
学

校
1

校
、

義
務

教
育

学
校

1
校

に
延

べ
１

5
回

訪
問

し
、

食
に

関
す

る
指

導
を

実
施

し
、

小
学

校
2

校
、

義
務

教
育

学
校

1
校

の
調

理
場

見
学

を
受

け
入

れ
た

。
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名
期

　
日

場
　

所
計

　
画

　
内

　
容

　
予

算
額

実
　

績
　

額
実

　
績

　
（

状
　

況
）

　
等

生
涯

学
習

情
報

の
収

集
・

提
供

・
相

談
体

制
の

充
実

年
　

間
－

○
情

報
収

集
と

提
供

・
生

涯
学

習
情

報
紙

「
湧

く
湧

く
」

の
発

行
（

毎
月

）

・
遠

軽
地

区
情

報
紙

「
な

な
・

な
ん

と
情

報
」

の
発

行

　
（

２
カ

月
に

１
回

）
（

佐
呂

間
町

が
当

番
町

）

・
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
よ

る
事

業
Ｐ

Ｒ

○
相

談
体

制
の

充
実

・
学

習
に

関
す

る
相

談
を

受
け

ら
れ

る
体

制
整

備
に

努
め

る
。

「
湧

く
湧

く
」

印
刷

費

 
 
 
 
 
 
 
1

,
0

1
1

千
円

　
「

湧
く

湧
く

」

　
印

刷
費

 
 
 
　

 
 
9

3
4

千
円

○
情

報
収

集
と

提
供

・
生

涯
学

習
情

報
紙

「
湧

く
湧

く
」

の
毎

月
発

行

・
遠

軽
地

区
情

報
紙

「
な

な
・

な
ん

と
情

報
」

の
発

行

　
（

２
カ

月
に

１
回

、
カ

ラ
ー

４
ペ

ー
ジ

）
（

佐
呂

間
町

へ
掲

載
依

頼
）

・
町

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

（
ま

ち
の

話
題

等
）

に
よ

る
事

業
Ｐ

Ｒ
　

4
月

～
2

月
記

事
数

1
0

9
件

（
前

年
8

2
件

）

指
導

者
の

発
掘

・
養

成
・

活
用

年
　

間
－

多
様

化
す

る
住

民
の

学
習

要
求

に
対

応
す

る
た

め
、

様
々

な
分

野
か

ら
指

導
者

を
発

掘
養

成
し

、
そ

の
活

用
を

図

る
。

－
－

教
室

や
講

演
ほ

か
事

業
の

企
画

に
あ

た
っ

て
、

講
師

に
関

す
る

情
報

を
収

集
し

、
活

用
を

行
っ

た
。

団
体

活
動

の
支

援
・

育
成

年
　

間
－

団
体

リ
ー

ダ
ー

の
養

成
を

図
る

と
と

も
に

、
団

体
活

動
が

円
滑

に
行

わ
れ

る
よ

う
支

援
を

行
う

。

－
－

団
体

の
規

模
や

体
力

を
ふ

ま
え

て
、

主
体

的
な

取
り

組
み

に
向

け
て

の
協

力
を

行
っ

た
。

生
涯

学
習

振
興

奨
励

事
業

年
　

間
－

（
生

涯
学

習
住

民
活

動
推

進
事

業
）

町
民

に
よ

る
グ

ル
ー

プ
・

サ
ー

ク
ル

等
が

自
主

的
に

町
民

に
対

し
て

行
う

講
演

会
や

鑑
賞

会
な

ど
の

学
習

活
動

に
対

し
て

助
成

を
行

う
。

　
（

補
助

率
7

5
％

、
た

だ
し

極
め

て
公

益
性

が
高

い
場

合

は
1

0
0

％
）

４
件

3
9

0
千

円

２
件

8
7

千
円

マ
マ

サ
ー

ク
ル

F
l
o
w

e
r
に

よ
る

「
ヒ

ン
メ

リ
づ

く
り

」
体

験
事

業
の

実
施

　
（

8
/
2

7
　

T
O

M
）

「
町

民
音

楽
の

広
場

」
　

（
1

2
/
９

　
さ

ざ
波

）

施
設

の
整

備
・

運

営
・

連
携

年
　

間
－

施
設

の
計

画
的

な
補

修
や

整
備

を
行

う
と

と
も

に
事

業
連

携
・

施
設

間
連

携
に

よ
り

学
習

効
果

の
向

上
を

図
る

。

整
備

計
画

別
紙

－
別

紙
社

会
教

育
施

設
整

備
計

画
に

記
載

す
る

と
お

り

家
庭

教
育

研
修

会

1
2

/
9

(
日

)

文
化

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

T
O

M

家
庭

教
育

学
級

の
会

員
及

び
児

童
生

徒
を

持
つ

親
が

一
堂

に
会

し
、

家
庭

教
育

の
大

切
さ

に
つ

い
て

学
習

を
深

め
る

機
会

を
提

供
す

る
。

講
師

謝
礼

1
0

0
千

円

需
用

費
８

千
円

講
師

謝
礼

3
0

千
円

需
用

費
8

千
円

演
題

（
内

容
）

：
「

ち
ょ

っ
と

立
ち

止
ま

っ
て

子
育

て
を

振
り

返
り

ま
せ

ん
か

？

　
～

人
間

ウ
ォ

ッ
チ

ン
グ

で
発

見
！

子
ど

も
の

伸
び

し
ろ

～
」

（
子

ど
も

が
抱

く
苦

手
感

に
寄

り
添

う
方

法
）

講
師

：
東

川
養

護
学

校
　

久
保

了
乙

（
り

ょ
う

い
ち

）
校

長
　

3
3

名
参

加

家
庭

教
育

学
級

の
活

動
支

援

年
　

間

各
学

校

ほ
か

学
校

単
位

で
開

講
し

て
い

る
家

庭
教

育
学

級
の

自
主

的
な

学
習

活
動

の
活

発
化

、
ま

た
今

日
的

課
題

へ
の

対
応

な
ど

親
の

姿
勢

や
役

割
に

つ
い

て
の

学
習

が
深

ま
る

よ
う

支
援

す
る

。
湧

別
地

区
小

学
校

及
び

中
学

校
の

設
立

に
つ

い
て

呼
び

か
け

を
す

る
。

運
営

費
助

成

2
0

千
円

×
5

学
級

＝
1

0
0

千
円

運
営

費
助

成

2
0

千
円

×
４

学
級

＝
8

0
千

円

既
存

4
学

級
が

、
年

間
計

画
に

基
づ

き
活

動
し

た
（

パ
ン

作
り

、
も

ち
つ

き
、

流
し

そ
う

め
ん

・
花

火
、

講
演

会
）

。

ま
た

、
全

体
役

員
会

を
2

回
、

研
修

会
実

行
委

員
会

を
2

回
実

施
。

し
か

し
、

現
在

の
活

動
状

況
と

学
級

・
推

進
員

の
意

見
を

踏
ま

え
、

今
後

の
継

続
は

困
難

な
状

況
で

あ
る

こ
と

か

ら
、

残
念

な
が

ら
平

成
3

0
年

度
を

も
っ

て
解

散
と

な
っ

た
。

学
級

の
目

的
を

P
T

A
に

引
き

継
ぐ

よ
う

推
進

員
に

呼
び

か
け

た
。

家
庭

教
育

推
進

員
会

議

7
月

1
1

月

教
頭

会
議

後

文
化

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

さ
ざ

波

家
庭

教
育

機
能

の
充

実
を

図
る

た
め

各
小

中
学

校
教

頭
を

家
庭

教
育

推
進

員
に

委
嘱

し
、

情
報

交
換

や
今

後
の

方
策

を
探

り
、

家
庭

の
教

育
力

向
上

に
努

め
る

。
ま

た
家

庭
教

育
推

進
員

を
中

心
に

保
護

者
を

対
象

と
し

た
家

庭
の

教
育

力
を

高
め

る
学

習
機

会
提

供
に

努
め

る
。

－
－

各
小

・
中

学
校

、
義

務
教

育
学

校
の

教
頭

を
推

進
員

に
委

嘱
。

各
Ｐ

Ｔ
Ａ

活
動

、
各

家
庭

教
育

学
級

な
ど

に
つ

い
て

情
報

交
換

。
教

育
ア

ド
バ

イ
ザ

ー
が

担
当

。

第
１

回
家

庭
教

育
推

進
会

議
を

7
/
1

7
、

第
２

回
を

1
1

/
2

0
に

開
催

家
庭

教
育

学
級

の
解

散
に

伴
い

、
推

進
員

の
委

嘱
も

今
年

度
限

り
と

し
た

。

家
庭

教
育

相
談

年
　

間

相
談

室
ほ

か

教
育

ア
ド

バ
イ

ザ
ー

に
よ

る
子

育
て

の
不

安
や

悩
み

に
つ

い
て

身
近

に
相

談
す

る
機

会
を

提
供

す
る

。

－
－

校
長

と
教

育
Ａ

Ｄ
間

の
連

絡
に

よ
り

随
時

教
育

相
談

に
対

応
し

て
い

る
。

特
に

必
要

と
す

る
数

名
の

保
護

者
に

対
し

て
は

、
直

接
の

面
談

も
含

め
継

続
的

に
相

談
を

し
て

い
る

。

児
童

宿
泊

研
修

会

6
/
1

４
(
木

)

～
1

５
(
金

)

ネ
イ

パ
ル

北
見

全
校

の
５

年
生

児
童

を
対

象
に

、
自

然
の

家
の

様
々

な
自

然
体

験
活

動
と

、
宿

泊
を

伴
っ

た
集

団
生

活
を

通
し

て
、

自
立

・
協

調
・

奉
仕

の
尊

さ
と

喜
び

を
学

ぶ
こ

と
で

、
社

会
性

を
培

う
と

と
も

に
、

学
区

外
児

童
の

友
好

と
親

睦
を

深
め

る
。

1
人

2
,
5

0
0

円

1
/
2

助
成

9
4

千
円

借
上

料
8

0
千

円

1
人

2
,
5

0
0

円

1
/
2

助
成

8
5

千
円

借
上

料
8

4
千

円

全
小

学
校

の
５

年
生

６
８

名
、

引
率

１
６

名
（

教
諭

１
４

名
、

教
委

２
名

）
が

参
加

各
種

体
験

活
動

を
通

し
て

、
社

会
性

を
培

う
機

会
を

提
供

。

５
/
1

5
、

６
/
7

担
当

者
会

議
を

開
催

。
担

当
教

諭
の

連
携

を
密

に
、

ス
ム

ー
ズ

な
運

営
が

で
き

た
。

子
ど

も
会

の
育

成
・

援
助

年
　

間
—

各
地

区
の

子
ど

も
会

や
そ

の
連

合
組

織
で

あ
る

青
少

年
指

導
セ

ン
タ

ー
の

活
動

を
支

援
し

青
少

年
健

全
育

成
に

努
め

る
。

補
助

金

4
0

0
千

円

補
助

金

4
0

0
千

円

子
ど

も
会

員
＋

育
成

者
（

保
護

者
）

合
計

９
７

８
人

（
子

ど
も

会
安

全
会

加
入

者
数

よ
り

）

青
少

年
指

導
セ

ン
タ

ー
事

務
局

を
教

育
委

員
会

で
支

援
（

関
連

事
業

に
掲

載
）

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

領
域

基 基基基 盤 盤盤盤 整 整整整 備 備備備 家 家家家 庭 庭庭庭 教 教教教 育 育育育 少 少少少 年 年年年 教 教教教 育 育育育
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事
　

業
　

名
期

　
日

場
　

所
計

　
画

　
内

　
容

　
予

算
額

実
　

績
　

額
実

　
績

　
（

状
　

況
）

　
等

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

領
域

第
1

回
子

ど
も

会

リ
ー

ダ
ー

研
修

会

7
/
2

6
（

木
）

～
2

7
（

金
）

五
鹿

山
公

園

小
学

生
2

8
名

参
加

、
リ

ー
ダ

ー
ク

ラ
ブ

の
中

学
生

1
6

名
が

企
画

・
運

営
。

高
校

生
の

リ
ー

ダ
ー

ク
ラ

ブ
4

名
、

青
少

年
指

導
員

４
名

が
当

日
参

加
。

集
団

で
の

生
活

を
通

し
て

リ
ー

ダ
ー

養
成

の
研

修
や

縦
の

つ
な

が
り

が
で

き
た

。
道

の
子

ど
も

地
域

サ
ポ

ー
ト

事
業

と
も

連
携

。
当

日
は

局
指

導
班

2
名

も
参

加
し

た
。

第
2

回
子

ど
も

会

リ
ー

ダ
ー

研
修

会

3
/
2

6
（

火
）

～
2

7
（

水
）

紋
別

生
涯

学
習

セ
ン

タ
ー

小
学

生
３

7
名

参
加

、
リ

ー
ダ

ー
ク

ラ
ブ

の
中

学
生

1
8

名
が

企
画

・
運

営
を

行
っ

た
。

【
新

規
】

湧
ゆ

う
湧

く
わ

く

体
験

塾

通
年

さ
ざ

波

ほ
か

小
学

校
４

年
～

６
年

を
対

象
に

、
地

域
特

性
を

活
か

し
た

体
験

活
動

や
社

会
参

加
活

動
の

機
会

を
提

供
す

る
。

同
時

に
、

成
人

指
導

者
の

発
掘

も
ね

ら
う

。

既
定

の

青
少

年
教

育
報

償
、

消
耗

品
費

、
食

糧
費

報
償

費
1

5
千

円

小
学

生
６

名
登

録
。

5
/
1

2
農

園
、

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

、
5

/
1

9
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
公

園
掘

り
取

り
販

売
体

験
、

6
/
1

6
農

園
、

パ
ー

ク
ゴ

ル

フ
、

7
/
1

4
川

釣
り

体
験

（
延

期
）

、
8

/
1

8
農

園
、

9
/
8

川
釣

り
体

験
（

中
止

）
、

1
0

/
1

3
収

穫
祭

、
1

1
/
1

0

カ
ー

リ
ン

グ
体

験
（

常
呂

）
、

1
2

.
1

5
茶

道
体

験
、

1
/
1

9
パ

ン
作

り
、

2
/
9

ス
ノ

ー
ト

レ
ッ

キ
ン

グ
、

3
/
2

3
閉

塾

式 協
力

：
農

園
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
、

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

協
会

、
湧

別
ア

ウ
ト

ド
ア

ク
ラ

ブ
、

湧
別

茶
道

サ
ー

ク
ル

な
ど

、
塾

長
（

教
育

Ａ
Ｄ

）
と

塾
生

で
活

動
内

容
を

相
談

し
て

計
画

し
、

そ
れ

に
必

要
な

協
力

を
え

な
が

ら
事

業
を

実
施

し

た
。

北
海

道
ジ

ュ
ニ

ア

リ
ー

ダ
ー

コ
ー

ス
へ

の
派

遣

8
/
6

（
月

）

～
8

（
水

）

ネ
イ

パ
ル

北
見

ネ
イ

パ
ル

北
見

主
催

の
研

修
会

に
各

市
町

村
か

ら
中

学

生
・

高
校

生
を

派
遣

。
フ

ィ
ー

ル
ド

ワ
ー

ク
や

ワ
ー

ク

シ
ョ

ッ
プ

等
を

通
し

て
地

域
活

動
や

ま
ち

づ
く

り
に

参
画

す
る

青
少

年
リ

ー
ダ

ー
を

養
成

す
る

。

参
加

経
費

等
1

0
千

円

×
３

人
＝

３
0

千
円

負
担

金
1

5
千

円
高

校
生

２
名

、
中

学
生

１
名

参
加

。
管

内
の

中
高

生
が

集
ま

り
、

体
験

を
通

し
た

交
流

が
行

わ
れ

た
。

百
人

一
首

教
室

1
1

月
～

1
月

毎
週

土
曜

日

第
５

０
回

新
春

交
歓

カ
ル

タ
大

会

1
/
2

０

（
日

）

【
提

携
1

5
周

年
記

念
】

湧
別

町
・

新
篠

津
村

友
好

都
市

少
年

交
流

事
業

8
/
1

（
水

）

～
3

（
金

）

新
篠

津
村

両
町

村
の

児
童

の
派

遣
活

動
を

行
い

、
自

然
体

験
学

習
や

産
業

体
験

学
習

を
通

し
て

、
お

互
い

の
町

の
自

然
や

産
業

等
の

違
い

や
魅

力
を

学
び

、
交

流
の

輪
を

広
げ

る
。

リ
ー

ダ
ー

と
し

て
、

中
・

高
校

生
が

参
加

。

報
償

費
1

0
5

千
円

需
用

費
5

千
円

借
上

料
3

3
3

千
円

報
償

費
6

3
千

円

借
上

料
3

0
2

千
円

湧
別

町
１

３
名

、
新

篠
津

村
７

名
の

小
学

生
及

び
中

学
生

～
大

学
生

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
７

名
（

湧
別

４
名

）
が

参
加

し
、

今
年

度
は

新
篠

津
村

で
実

施
。

有
機

農
園

や
し

の
つ

湖
カ

ヌ
ー

体
験

な
ど

を
通

し
て

交
流

を
深

め
る

こ
と

が
で

き
た

。

青
年

団
体

の

育
成

・
援

助

年
　

間

青
年

会
館

ほ
か

自
主

的
な

活
動

を
展

開
し

て
い

る
青

年
団

体
協

議
会

の
活

動
支

援
に

努
め

る
。

子
ど

も
を

対
象

と
し

た
冬

季
事

業
な

ど
を

開
催

し
、

地
域

を
活

性
化

す
る

活
動

を
行

っ
て

い

る
。

補
助

金

1
6

0
千

円

補
助

金

１
6

0
千

円

3
/
2

9
総

会
の

開
催

５
月

1
9

、
2

0
日

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

フ
ェ

ア
イ

ベ
ン

ト
開

催
、

８
月

5
日

屯
田

七
夕

ま
つ

り
イ

ベ
ン

ト
参

加

２
月

2
日

子
ど

も
雪

中
王

様
ド

ッ
チ

ボ
ー

ル
大

会
企

画
運

営
。

（
４

子
ど

も
会

６
チ

ー
ム

５
３

名
参

加
）

【
提

携
1

5
周

年
記

念
】

湧
別

町
・

新
篠

津
村

青
年

友
好

都
市

交
流

事
業

8
/
2

5
（

土
）

～
2

6
（

日
）

新
篠

津
村

お
互

い
の

青
年

団
が

協
議

し
て

、
事

業
内

容
を

企
画

決
定

す
る

。
青

年
団

体
同

士
の

交
流

を
通

し
、

町
の

友
好

を
深

め
る

と
と

も
に

青
年

団
の

活
性

化
を

図
る

。

補
助

金

1
0

0
千

円

補
助

金

1
0

0
千

円

8
/
2

5
新

篠
津

村
青

年
団

と
の

企
画

会
議

兼
交

流
会

を
開

催
（

新
篠

津
村

青
空

祭
り

出
店

は
台

風
の

た
め

中
止

）

成
人

式
1

/
1

3
（

日
）

文
化

セ
ン

タ
ー

さ
ざ

波

新
成

人
を

祝
い

励
ま

す
と

と
も

に
、

式
を

契
機

に
社

会
人

と
し

て
の

意
識

高
揚

を
図

る
。

　
※

現
小

学
6

年
生

に
「

2
0

歳
の

自
分

へ
」

の
作

文
収

集

報
償

費
4

1
6

千
円

需
用

費
4

1
千

円

報
償

費
3

5
0

千
円

需
用

費
4

1
千

円

成
人

式
7

0
人

出
席

（
新

成
人

）

成
人

式
交

流
会

　
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
に

よ
る

地
元

の
食

材
を

使
用

し
た

軽
食

を
提

供
、

ま
た

地
域

起
こ

し
協

力
隊

が
メ

ニ
ュ

ー
の

一
部

を
監

修
し

た
。

第
4

2
回

湧
別

町
民

大
学

9
/
1

2
（

水
）

9
/
2

7
（

木
）

1
0

/
9

（
火

）

1
0

/
2

5
（

木
）

1
1

/
1

3
（

火
）

文
化

セ
ン

タ
ー

Ｔ
Ｏ

Ｍ

実
行

委
員

会
に

よ
り

実
施

。
各

ｼ
ﾞ
ｬ
ﾝ
ﾙ
の

講
師

を
招

き
、

今

日
的

課
題

や
地

域
課

題
等

の
解

決
に

向
け

た
学

習
機

会
提

供
に

努
め

る
。

人
材

育
成

の
観

点
か

ら
、

講
師

と
の

接
点

を
増

や
す

取
り

組
み

を
意

識
す

る
。

運
営

費
助

成

2
,
0

0
0

千
円

運
営

費
助

成

2
,
0

0
0

千
円

5
/
2

4
、

7
/
2

5
、

1
/
3

0
に

実
行

委
員

会
開

催

9
/
1

2
白

井
一

幸
氏

（
2

2
0

名
）

、
9

/
2

7
澤

口
俊

之
氏

（
2

4
2

名
）

、
1

0
/
9

藻
谷

浩
介

氏
（

1
3

1
名

）
、

1
0

/
2

5
竹

内
昌

彦
氏

（
1

0
8

名
）

、
1

1
/
1

3
當

瀬
規

嗣
氏

（
1

4
5

名
）

P
T

A
の

参
加

増
。

皆
勤

者
の

増
。

上
中

野
球

部
、

湧
高

生
徒

会
、

生
き

が
い

大
学

と
コ

ラ
ボ

。

第
８

回
ふ

る
さ

と
講

座

1
0

/
2

0

（
土

）

J
R

Y

町
の

歴
史

、
産

業
、

地
域

等
に

つ
い

て
学

ぶ
機

会
を

提
供

す
る

。
今

年
は

林
業

・
木

材
に

つ
い

て

ふ
る

さ
と

か
ら

学
ぶ

会
と

の
共

催
。

講
師

謝
礼

2
0

千
円

講
師

謝
礼

5
千

円

関
係

者
を

含
め

6
0

名
の

参
加

　
①

「
資

料
か

ら
見

る
町

の
林

業
の

歩
み

」
中

島
学

芸
員

、
②

「
こ

の
木

材
は

ど
こ

へ
」

脇
坂

敏
夫

氏
（

湧
別

林
産

専
務

）
、

③
「

町
の

山
は

今
」

田
中

千
嘉

伸
氏

（
町

水
産

林
務

課
長

補
佐

）
よ

り
、

身
近

な
林

業
、

木
材

、
森

林
に

つ
い

て
学

ん
だ

。
な

お
、

1
2

/
6

美
瑛

町
郷

土
学

推
進

協
議

会
よ

り
依

頼
を

受
け

、
地

域
学

の
先

進
モ

デ
ル

と
し

て
、

会
代

表
と

社
会

教
育

担
当

者
か

ら
事

例
発

表
を

行
っ

た
。

第
７

回
我

が
ま

ち
湧

別
町

の
お

宝
を

た
ず

ね
る

旅

6
/
9

（
土

）

上
芭

露
地

区

町
に

あ
る

、
お

宝
の

魅
力

、
す

ば
ら

し
さ

、
価

値
を

知
る

方
々

が
お

す
す

め
人

と
な

り
、

町
の

お
宝

を
バ

ス
ツ

ア
ー

形
式

で
た

ず
ね

歩
く

。

講
師

謝
礼

1
0

千
円

講
師

謝
礼

1
5

千
円

関
係

者
を

含
め

て
６

３
名

の
参

加

①
上

芭
露

神
社

、
②

東
芭

露
の

ナ
ウ

マ
ン

象
の

臼
歯

発
見

の
地

、
③

西
芭

露
の

薄
荷

御
殿

を
め

ぐ
っ

た
。

ま
ち

の
人

を
案

内
人

に
効

果
的

に
学

び
を

深
め

ら
れ

た
。

青
少

年
指

導
セ

ン
タ

ー

会
計

か
ら

支
出

報
償

費
2

4
千

円

需
用

費
3

8
千

円

（
百

人
一

首
教

室
）

実
行

委
員

会
が

主
催

と
な

り
、

1
1

月
～

１
月

の
土

曜
日

　
計

1
0

回
実

施

（
カ

ル
タ

大
会

）
5

0
回

大
会

、
小

学
生

か
ら

大
人

ま
で

1
5

チ
ー

ム
4

2
名

の
参

加

　
1

0
/
1

６
実

行
委

員
会

を
開

催
。

実
行

委
員

１
１

名
。

地
域

子
ど

も
会

が
自

主
的

、
主

体
的

な
運

営
と

活
動

が
進

め
ら

れ
る

よ
う

、
地

域
子

ど
も

会
の

役
割

を
認

識
さ

せ
る

と
と

も
に

、
リ

ー
ダ

ー
と

し
て

の
心

構
え

や
自

覚
を

促

し
、

そ
の

た
め

に
必

要
な

知
識

や
技

術
を

習
得

さ
せ

る
。

青
少

年
指

導
セ

ン

タ
ー

会
計

か
ら

支
出

少 少少少 年 年年年 教 教教教 育 育育育

日
本

古
来

の
伝

統
の

遊
び

を
通

し
て

、
ル

ー
ル

を
守

る
大

切
さ

や
礼

儀
作

法
を

身
に

つ
け

る
機

会
と

す
る

。

農
村

セ
ン

タ
ー

報
償

費
3

0
千

円

需
用

費
6

5
千

円

成 成成成 人 人人人 教 教教教 育 育育育青 青青青 年 年年年 教 教教教 育 育育育
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事
　

業
　

名
期

　
日

場
　

所
計

　
画

　
内

　
容

　
予

算
額

実
　

績
　

額
実

　
績

　
（

状
　

況
）

　
等

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

領
域

Ｐ
Ｔ

Ａ
団

体
へ

の

援
助

年
　

間
－

各
学

校
の

Ｐ
Ｔ

Ａ
や

そ
の

連
合

組
織

で
あ

る
町

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

合
会

の
学

習
活

動
を

支
援

す
る

。

補
助

金

1
8

0
千

円

補
助

金

1
8

0
千

円

連
合

Ｐ
Ｔ

Ａ
事

業
運

営
費

の
補

助
を

実
施

。
今

年
度

は
オ

ホ
ー

ツ
ク

西
部

地
区

Ｐ
Ｔ

Ａ
連

合
会

研
究

大
会

（
９

月
１

５
日

Ｔ
Ｏ

Ｍ
）

を
主

管
さ

れ
た

。

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

団
体

と
の

連
携

年
　

間

文
化

セ
ン

タ
ー

さ
ざ

波
ほ

か

は
ま

な
す

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

な
ど

自
主

的
に

奉
仕

活
動

を
行

な
っ

て
お

り
、

必
要

に
応

じ
て

学
習

活
動

を
支

援
す

る
。

－
-

は
ま

な
す

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

に
よ

る
施

設
研

修
会

（
6

/
1

2
網

走
市

）
へ

の
支

援

チ
ュ

ー
リ

ッ
プ

生
き

が
い

大
学

の
開

設

年
　

間

文
化

ｾ
ﾝ
ﾀ
ｰ

T
O

M
・

さ
ざ

波
ほ

か

高
齢

者
が

生
き

が
い

と
充

実
し

た
生

活
を

送
る

こ
と

が
で

き
る

よ
う

学
習

と
活

動
の

機
会

提
供

に
努

め
る

。
平

成
３

０
年

４
月

よ
り

統
合

。
自

主
活

動
と

し
て

の
ク

ラ
ブ

活
動

も
支

援
す

る
。

報
償

費
3

3
7

千
円

需
用

費
5

1
千

円

印
刷

製
本

費
1

1
6

千
円

借
上

料
1

,
3

0
4

千
円

報
償

費
2

8
5

千
円

需
用

費
4

5
千

円

印
刷

製
本

費
7

7
千

円

借
上

料
7

4
5

千
円

1
9

7
名

入
級

、
7

ク
ラ

ブ
。

4
/
２

４
開

講
式

、
5

/
２

２
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
公

園
散

策
、

6
/
２

８
町

内
バ

ス
ツ

ア
ー

、

7
/
２

４
日

帰
り

研
修

、
8

/
2

9
～

3
1

研
修

旅
行

（
知

床
方

面
）

、
9

/
2

5
遠

軽
ク

リ
ー

ン
セ

ン
タ

ー
見

学
、

1
0

/
2

3

ふ
れ

あ
い

運
動

会
、

1
1

/
1

4
講

演
会

、
1

2
/
4

ク
ラ

ブ
活

動
発

表
会

、
1

/
2

9
映

画
鑑

賞
会

、
3

/
1

閉
講

式
、

お
楽

し
み

会

世
代

間
交

流
事

業
・

社
会

活
動

参
加

奨
励

年
　

間
学

校
ほ

か

小
中

学
校

の
総

合
的

な
学

習
へ

の
支

援
な

ど
高

齢
者

の
持

つ
豊

か
な

知
恵

・
技

術
を

活
用

す
る

場
の

提
供

に
努

め
る

と
と

も
に

相
互

の
交

流
を

図
る

。

－
－

学
校

か
ら

の
依

頼
を

受
け

、
総

合
的

な
学

習
の

時
間

へ
の

支
援

を
実

施

1
0

/
2

４
　

ク
ラ

ブ
活

動
と

上
湧

別
中

学
校

3
年

生
と

の
交

流

1
1

/
1

6
　

湧
別

小
学

校
3

年
生

と
の

昔
の

遊
び

交
流

文
化

団
体

の
育

成
援

助

年
　

間
—

芸
術

文
化

活
動

の
振

興
を

図
る

た
め

文
化

連
盟

等
の

育
成

援
助

を
行

う
。

補
助

金

4
5

0
千

円

補
助

金

2
8

1
千

円

湧
別

地
区

文
化

協
会

1
5

団
体

、
上

湧
別

地
区

文
化

協
会

2
1

団
体

の
両

地
区

文
化

協
会

を
傘

下
に

、
地

区
総

合
文

化

祭
な

ど
の

文
化

活
動

を
展

開
し

た
。

鑑
賞

機
会

提
供

団
体

の
育

成
援

助

年
　

間

文
化

セ
ン

タ
ー

A
.
良

い
も

の
見

よ
う

聞
こ

う
会

の
活

動
支

援

B
.
企

画
委

員
会

ビ
ッ

グ
・

ウ
ェ

ー
ヴ

の
活

動
支

援

C
.
そ

の
他

実
行

委
員

会
等

へ
の

活
動

支
援

補
助

金

1
0

,
0

0
0

千
円

補
助

金

6
,
3

5
0

千
円

A
.
良

い
も

の
見

よ
う

聞
こ

う
会

　
　

　
2

公
演

B
.
企

画
委

員
会

ビ
ッ

グ
・

ウ
ェ

ー
ヴ

　
1

公
演

C
.
そ

の
他

実
行

委
員

会
　

　
　

　
　

　
1

公
演

幼
児

芸
術

鑑
賞

会

7
/
1

2
(
木

)

　
1

3
(
金

)

児
童

セ
ン

タ
ー

幼
児

対
象

（
2

日
 
2

公
演

）

　
公

演
内

容
　

福
田

り
ゅ

う
ぞ

う
公

演

公
演

料

5
0

0
千

円

公
演

料

4
0

0
千

円

福
田

り
ゅ

う
ぞ

う
公

演
（

歌
、

ダ
ン

ス
、

体
操

、
パ

ネ
ル

シ
ア

タ
ー

）

7
/
1

2
　

な
か

よ
し

児
童

セ
ン

タ
ー

　
児

童
1

2
6

名
　

保
育

士
保

護
者

等
2

7
名

　
計

1
5

3
名

7
/
1

3
　

湧
別

児
童

セ
ン

タ
ー

　
児

童
7

7
名

　
保

育
士

保
護

者
等

1
7

名
　

計
9

4
名

　
合

計
2

4
7

名
鑑

賞

小
学

生
芸

術
鑑

賞
会

9
/
3

(
月

)

文
化

セ
ン

タ
ー

さ
ざ

波

小
学

生
対

象

　
公

演
内

容
　

劇
団

ト
マ

ト
座

「
冒

険
西

遊
記

」

公
演

料

5
0

0
千

円

公
演

料

4
3

0
千

円

劇
団

ト
マ

ト
座

「
冒

険
西

遊
記

」

小
学

生
2

1
5

名
　

先
生

4
1

名
　

合
計

2
5

6
名

鑑
賞

３
校

は
１

～
４

年
生

、
３

校
は

１
～

６
年

生
が

鑑
賞

※
5

～
6

年
生

は
、

8
/
3

0
(
木

)
紋

別
市

で
劇

団
四

季
こ

こ
ろ

の
劇

場
「

魔
法

を
す

て
た

マ
ジ

ョ
リ

ン
」

を
鑑

賞
。

中
学

生
芸

術
鑑

賞
会

9
/
2

1
(
金

)

文
化

セ
ン

タ
ー

さ
ざ

波

中
学

生
対

象

　
公

演
内

容
　

平
成

開
進

亭
「

上
方

落
語

の
会

　
　

　
　

　
～

す
べ

て
見

せ
ま

す
お

囃
子

の
世

界
～

」

公
演

料

5
0

0
千

円

公
演

料

4
7

0
千

円

平
成

開
進

亭
「

上
方

落
語

の
会

～
す

べ
て

見
せ

ま
す

お
囃

子
の

世
界

～
」

中
学

生
2

2
7

名
　

先
生

3
7

名
　

父
母

2
名

　
合

計
2

6
6

名
鑑

賞

子
ど

も
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
体

験
事

業

1
/
5

～
1

1

発
表

会

1
/
1

1
(
金

)

文
化

セ
ン

タ
ー

T
O

M

子
ど

も
を

対
象

に
、

専
門

家
の

指
導

に
よ

る
ミ

ュ
ー

ジ
カ

ル
演

劇
の

練
習

か
ら

発
表

ま
で

を
体

験
す

る
こ

と
に

よ

り
、

芸
術

文
化

を
楽

し
め

る
素

養
を

養
い

、
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ
ョ

ン
力

の
向

上
と

連
帯

感
の

醸
成

を
図

る
。

事
業

費

1
,
1

0
0

千
円

事
業

費

1
,
0

9
9

千
円

参
加

者
（

小
中

高
校

生
）

1
9

名
、

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

等
（

一
般

）
3

名

講
師

　
劇

団
鳥

獣
戯

画
5

名

ミ
ュ

ー
ジ

カ
ル

体
験

事
業

発
表

会
「

不
思

議
の

国
の

ア
リ

ス
」

　
観

客
数

1
9

8
名

※
幼

小
中

鑑
賞

会
と

合
わ

せ
、

道
よ

り
「

地
域

づ
く

り
総

合
交

付
金

」
と

し
て

1
,
1

0
0

千
円

が
助

成

文
化

芸
術

作
品

展
示

会
等

の
奨

励

年
　

間

文
化

セ
ン

タ
ー

湧
別

町
文

化
連

盟
加

盟
団

体
や

町
民

個
人

を
中

心
に

、
絵

画
や

写
真

な
ど

の
展

示
を

実
施

し
、

芸
術

文
化

活
動

の
振

興
を

図
る

。

－
－

文
化

セ
ン

タ
ー

さ
ざ

波
ギ

ャ
ラ

リ
ー

展
示

　
　

　
「

湧
別

カ
メ

ラ
ク

ラ
ブ

写
真

展
」

　
6

/
2

0
～

7
/
4

、
1

1
/
2

～
1

6
、

3
/
8

～
2

2

文
化

セ
ン

タ
ー

Ｔ
Ｏ

Ｍ
ギ

ャ
ラ

リ
ー

展
示

　
常

設
展

示
～

絵
画

、
写

真
、

俳
句

、
手

芸
、

美
石

カ
ル

チ
ャ

ー
教

室
年

　
間

町
内

施
設

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
を

対
象

に
趣

味
や

一
般

教
養

な
ど

町
民

の
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

講
座

等
の

開
催

に
努

め
る

。

講
師

謝
礼

7
0

千
円

講
師

謝
礼

4
6

千
円

子
ど

も
陶

芸
教

室
　

7
/
3

0
(
月

)
、

8
/
1

8
(
土

)
、

8
/
2

8
(
火

)
 
老

人
憩

の
家

陶
芸

室
 
小

学
３

～
6

年
生

9
名

参
加

子
ど

も
木

工
教

室
　

7
/
3

1
(
火

)
　

老
人

憩
の

家
木

工
室

　
小

学
生

1
4

名
参

加

ハ
ー

バ
リ

ウ
ム

教
室

　
指

導
～

ア
ト

リ
エ

C
h

i
r
o
主

宰
 
渡

辺
千

晶
　

会
場

～
文

化
セ

ン
タ

ー
さ

ざ
波

　
　

第
1

回
　

1
2

/
1

6
(
日

)
 
2

0
名

参
加

　
　

第
2

回
　

2
/
1

7
(
日

)
 
1

1
名

参
加

成 成成成 人 人人人 教 教教教 育 育育育 高 高高高 齢 齢齢齢 者 者者者 教 教教教 育 育育育 芸 芸芸芸 術 術術術 ・ ・・・ 文 文文文 化 化化化 活 活活活 動 動動動 の ののの 振 振振振 興 興興興
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事
　

業
　

名
期

　
日

場
　

所
計

　
画

　
内

　
容

　
予

算
額

実
　

績
　

額
実

　
績

　
（

状
　

況
）

　
等

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

領
域

第
3

3
回

サ
ロ

マ
湖

1
0

0
k
m

ウ
ル

ト
ラ

マ
ラ

ソ
ン

6
/
2

4
（

日
）

湧
別

総
合

体
育

館
裏

1
0

0
ｋ

ｍ
ス

タ
ー

ト
午

前
5

時
0

0
分

（
1

0
0

k
m

の
部

）

総
合

体
育

館
裏

（
東

道
路

上
）

6
/
2

3
に

は
ウ

ェ
ル

カ
ム

パ
ー

テ
ィ

ー
・

開
会

式
を

開
催

負
担

金
3

,
0

0
0

千
円

負
担

金
3

,
0

0
0

千
円

1
0

0
㎞

の
部

　
出

走
者

数
3

,
3

1
0

名
　

完
走

者
2

,
4

2
0

名
　

完
走

率
7

3
.
1

％

　
5

0
㎞

の
部

　
出

走
者

数
　

4
9

8
名

　
完

走
者

　
4

1
8

名
　

完
走

率
8

3
.
9

％

湧
別

町
少

年
柔

道
大

会
「

上
野

カ
ッ

プ

2
0

1
8

」

1
0

/
7

（
日

）

湧
別

総
合

体
育

館
・

武
道

館

本
町

の
ふ

る
さ

と
応

援
大

使
で

あ
り

、
柔

道
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
メ

ダ
リ

ス
ト

の
上

野
姉

妹
の

冠
を

掲
げ

た
全

道
規

模
の

小
・

中
学

生
の

柔
道

大
会

を
開

催
す

る
こ

と
に

よ
り

、
少

年
相

互
の

親
睦

を
深

め
、

町
の

活
性

化
や

交
流

人
口

の
増

加
を

図
る

。

参
加

規
模

：
道

内
外

小
・

中
学

生
4

0
0

名

大
会

に
は

上
野

姉
妹

の
ほ

か
、

現
役

の
女

子
柔

道
の

著
名

人
を

招
致

す
る

予
定

。

歳
入

総
額

6
8

5
千

円

歳
出

総
額

3
,
8

5
4

千
円

歳
入

総
額

5
7

8
千

円

歳
出

総
額

3
,
3

7
1

千
円

1
0

月
6

日

柔
道

教
室

 
 
参

加
者

2
1

0
名

（
内

町
内

参
加

者
 
2

名
）

1
0

月
7

日

柔
道

大
会

 
 
参

加
者

3
0

1
名

サ
イ

ン
会

（
第

1
部

）
参

加
者

6
0

名

サ
イ

ン
会

（
第

2
部

）
参

加
者

8
7

名

抽
選

会
 
 
2

6
9

名

町
民

体
力

テ
ス

ト
1

1
/
2

5
(
日

)

中
湧

別
総

合
体

育
館

町
民

に
対

し
て

ス
ポ

ー
ツ

や
運

動
を

継
続

し
て

続
け

る
こ

と
の

大
切

さ
や

健
康

づ
く

り
を

高
め

る
き

っ
か

け
づ

く
り

を
図

る
。

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

6
0

千
円

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

１
５

千
円

体
力

テ
ス

ト
 
 
参

加
者

5
７

名

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

 
 
出

役
５

名

第
4

3
回

町
民

3
0

0

歳
ﾊ
ﾞ
ﾚ
ｰ
ﾎ
ﾞ
ｰ
ﾙ
大

会

1
2

/
2

（
日

）

湧
別

・
中

湧
別

総
合

体
育

館

自
治

会
対

抗
形

式
9

人
制

バ
レ

ー
ボ

ー
ル

大
会

消
耗

品
2

6
千

円
消

耗
品

2
6

千
円

1
１

チ
ー

ム
 
 
１

３
３

名
参

加

優
勝

：
南

町
A

、
準

優
勝

：
北

町
・

中
町

、
第

3
位

：
屯

市
A

・
屯

市
B

【
提

携
1

5
周

年
記

念
】

新
篠

津
友

好
都

市
提

携
1

5
周

年
記

念
少

年
野

球
大

会

9
/
8

(
土

)

～
9

(
日

)

新
篠

津
村

湧
別

町
・

新
篠

津
村

と
の

友
好

都
市

提
携

1
5

周
年

を
記

念

し
、

小
学

生
を

対
象

に
少

年
野

球
大

会
を

開
催

し
、

児
童

間
の

親
睦

と
交

流
の

輪
を

広
げ

る
。

（
湧

別
マ

リ
ナ

ー
ズ

、
中

湧
別

野
球

少
年

団
参

加
予

定
）

報
償

費
9

0
千

円

車
借

上
料

2
2

3
千

円

－
北

海
道

胆
振

東
部

地
震

の
影

響
に

よ
り

事
業

中
止

7
/
1

0
(
火

)

～
1

3
(
金

)

湧
別

プ
ー

ル

（
第

１
回

）

第
1

回

1
～

2
年

生
（

4
1

名
）

1
3

5
名

、
3

～
6

年
生

（
2

5
名

）
8

8
名

8
/
2

1
(
火

)

～
2

4
(
金

)

湧
別

プ
ー

ル

（
第

２
回

）

第
2

回

1
～

6
年

生
（

4
5

名
）

1
3

3
名

ノ
ル

デ
ィ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

講
習

会

9
/
1

(
土

)

百
年

記
念

広
場

正
し

い
ウ

ォ
ー

キ
ン

グ
方

法
に

よ
り

、
安

全
で

効
率

の
良

い
運

動
を

継
続

し
て

行
え

る
よ

う
、

ノ
ル

デ
ィ

ッ
ク

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

用
ポ

ー
ル

の
使

用
に

関
す

る
基

礎
知

識
を

学
ぶ

。

講
　

師
：

ノ
ー

ス
ヒ

ー
ロ

ー
　

高
倉

　
孝

良
　

氏

講
師

謝
礼

2
0

千
円

講
師

謝
礼

2
0

千
円

参
加

人
数

1
2

名

町
民

ラ
ン

ニ
ン

グ
教

室

４
/
2

8
（

土
）

 
～

2
9

（
日

）

湧
別

中

百
年

記
念

広
場

ラ
ン

ニ
ン

グ
や

ウ
ォ

ー
キ

ン
グ

の
基

本
姿

勢
か

ら
高

度
な

技
術

、
さ

ら
に

は
運

動
前

後
の

ス
ト

レ
ッ

チ
を

習
得

す
る

こ
と

で
、

運
動

能
力

の
向

上
や

怪
我

の
予

防
、

運
動

を
始

め
る

き
っ

か
け

づ
く

り
を

図
る

。

講
 
 
 
　

師
：

作
．

Ａ
Ｃ

北
海

道
代

表
　

作
田

　
　

徹
　

氏

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
：

作
．

Ａ
Ｃ

北
海

道
　

 
 
 
　

片
山

　
　

純
　

氏

　
　

　
　

　
作

．
Ａ

Ｃ
北

海
道

　
 
 
 
　

片
山

　
志

保
　

氏

　
　

　
　

　
作

．
Ａ

Ｃ
北

海
道

　
 
 
 
　

菊
地

　
真

司
　

氏

サ
ポ

ー
ト

：
北

海
道

大
学

陸
上

部

対
象

：
小

学
生

、
中

学
、

一
般

講
師

謝
礼

1
0

0
千

円

（
2

名
分

の
謝

礼
）

講
師

謝
礼

1
0

0
千

円

4
月

2
8

日
（

土
）

ラ
ン

ニ
ン

グ
教

室
　

中
学

・
高

校
生

の
部

　
　

　
 
 
 
2

4
名

（
中

学
生

２
4

名
）

　
　

　
　

　
　

 
 
 
ラ

ン
ニ

ン
グ

教
室

　
一

般
の

部
　

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

一
般

1
4

名

4
月

2
9

日
（

日
）

陸
上

教
室

（
小

学
生

対
象

）
　

　
　

　
　

　
 
　

 
 
　

7
2

名

少
年

少
女

初
心

者
ス

ケ
ー

ト
教

室

1
/
8

(
火

)

～
1

1
(
金

)

湧
別

町
芭

露
ス

ケ
ー

ト
リ

ン
ク

初
心

者
に

対
し

て
ス

ケ
ー

ト
の

楽
し

さ
を

味
合

わ
せ

る
と

と
も

に
、

技
法

を
習

得
さ

せ
る

。

講
師

謝
礼

1
2

千
円

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

1
2

千
円

講
師

謝
礼

1
2

千
円

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

1
2

千
円

１
月

８
日

（
火

）
～

１
１

日
（

金
）

延
参

加
人

数
６

７
名

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

ス
キ

ー
教

室

1
/
2

6

（
土

）

五
鹿

山
ス

キ
ー

場

ス
キ

ー
の

楽
し

さ
を

味
合

わ
せ

る
と

と
も

に
、

初
心

者
か

ら
上

級
者

ま
で

幅
広

い
技

法
を

習
得

さ
せ

る
。

講
師

：
阿

部
雅

司
(
リ

レ
ハ

ン
メ

ル
五

輪
金

メ
ダ

リ
ス

ト
)

講
師

謝
礼

6
0

千
円

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

9
千

円

講
師

謝
礼

6
0

千
円

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

６
千

円

初
心

者
の

部
　

　
　

１
２

名

中
・

上
級

者
の

部
　

１
２

名

大 大大大 会 会会会 の ののの 開 開開開 催 催催催 等 等等等 ス ススス ポ ポポポ ー ーーー ツ ツツツ 教 教教教 室 室室室 ・ ・・・ 講 講講講 習 習習習 会 会会会 事 事事事 業 業業業

ジ
ュ

ニ
ア

ス
イ

ミ
ン

グ
ス

ク
ー

ル

正
し

い
泳

法
を

習
得

さ
せ

る
と

と
も

に
、

泳
ぐ

こ
と

の
楽

し
さ

を
味

合
わ

せ
、

水
泳

の
普

及
拡

大
を

図
る

。

講
師

謝
礼

4
8

千
円

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

2
4

千
円

講
師

謝
礼

2
4

千
円

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

2
4

千
円

39



事
　

業
　

名
期

　
日

場
　

所
計

　
画

　
内

　
容

　
予

算
額

実
　

績
　

額
実

　
績

　
（

状
　

況
）

　
等

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

領
域

チ
ャ

レ
ン

ジ
ス

ポ
ー

ツ
ス

ク
ー

ル
事

業

5
月

～
3

月

湧
別

総
合

体
育

館
他

低
学

年
か

ら
様

々
な

ス
ポ

ー
ツ

に
触

れ
る

こ
と

で
、

自
分

に

合
っ

た
ス

ポ
ー

ツ
を

見
つ

け
出

す
き

っ
か

け
づ

く
り

と
、

学
校

を
越

え
た

友
達

づ
く

り
の

一
助

と
す

る
。

5
/
1

2
　

入
学

式
・

各
種

鬼
ご

っ
こ

（
湧

別
総

合
体

育
館

）

6
/
9

　
フ

ッ
ト

ベ
ー

ス
 
 
 
 
 
 
　

　
 
 
 
（

湧
別

総
合

体
育

館
）

7
/
2

7
～

2
8

　
キ

ャ
ン

プ
 
 
 
 
　

 
　

 
 
 
（

湧
別

総
合

体
育

館
裏

）

8
/
2

5
　

合
気

道
体

験
 
 
 
 
 
 
 
 
（

レ
イ

ク
パ

レ
ス

）

9
/
2

2
　

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

 
 
 
 
 
 
 
　

 
 
（

湧
別

運
動

公
園

）

1
0

/
2

0
　

風
船

バ
レ

ー
・

ミ
ニ

バ
レ

ー
（

湧
別

総
合

体
育

館
）

1
１

/
1

7
　

カ
ロ

ー
リ

ン
グ

・
ハ

ッ
ピ

ー
ボ

ー
リ

ン
グ

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

湧
別

総
合

体
育

館
）

1
2

/
8

　
フ

ロ
ア

ボ
ー

ル
 
 
 
 
 
 
　

 
 
（

湧
別

総
合

体
育

館
）

1
/
1

2
　

ス
ケ

ー
ト

体
験

・
氷

上
ホ

ッ
ケ

ー

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

芭
露

ス
ケ

ー
ト

リ
ン

ク
）

2
/
1

6
　

タ
グ

ラ
グ

ビ
ー

 
 
 
 
 
 
 
 
（

湧
別

総
合

体
育

館
）

3
/
2

　
ミ

ニ
運

動
会

・
卒

業
式

 
（

湧
別

総
合

体
育

館
）

講
師

謝
礼

フ
ロ

ア
ボ

ー
ル

1
0

千
円

タ
グ

ラ
グ

ビ
ー

1
0

千
円

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

3
1

2
千

円

講
師

謝
礼

パ
ー

ク
ゴ

ル
フ

5
千

円

フ
ロ

ア
ボ

ー
ル

１
０

千
円

タ
グ

ラ
グ

ビ
ー

５
千

円

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

2
2

8
千

円

 
 
5

月
1

2
日

 
　

 
 
　

 
 
 
入

学
式

・
各

種
鬼

ご
っ

こ
　

　
　

　
　

　
 
 
 
 
:
 
3

7
名

 
 
6

月
 
 
9

日
 
　

　
 
 
 
 
 
フ

ッ
ト

ベ
ー

ス
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
 
 
 
 
：

2
8

名

 
 
7

月
2

7
日

～
2

8
日

 
キ

ャ
ン

プ
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
 
 
 
 
：

3
4

名

 
 
8

月
2

5
日

　
　

　
 
 
 
合

気
道

体
験

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

 
 
 
 
 
 
：

2
7

名

 
 
9

月
2

2
日

 
 
　

　
 
 
 
 
パ

ー
ク

ゴ
ル

フ
　

　
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　

　
 
 
 
 
 
 
：

2
6

名

1
0

月
2

0
日

　
　

　
 
 
風

船
バ

レ
ー

・
ミ

ニ
バ

レ
ー

　
　

　
　

　
　

：
2

4
名

1
1

月
1

7
日

　
　

 
 
 
 
 
カ

ロ
ー

リ
ン

グ
・

ハ
ッ

ピ
ー

ボ
ー

リ
ン

グ
　

：
2

3
名

1
2

月
 
 
8

日
　

　
　

 
 
フ

ロ
ア

ボ
ー

ル
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
 
 
 
：

2
8

名

 
１

月
1

2
日

　
　

 
 
 
 
 
ス

ケ
ー

ト
体

験
・

氷
上

ホ
ッ

ケ
ー

　
　

　
　

：
1

2
名

 
２

月
1

6
日

　
　

 
 
 
 
 
タ

グ
ラ

グ
ビ

ー
　

　
　

　
　

　
 
 
 
 
 
 
 
　

　
 
 
：

2
6

名

 
 
3

月
 
 
2

日
　

　
　

 
 
ミ

ニ
運

動
会

・
卒

業
式

　
　

　
 
 
 
 
　

　
　

 
 
：

2
8

名

巡
回

ス
ポ

ー
ツ

指
導

随
　

時
町

　
内

自
治

会
・

老
人

ク
ラ

ブ
等

に
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
が

出
向

き
、

軽
ス

ポ
ー

ツ
や

レ
ク

リ
ェ

ー
シ

ョ
ン

の
指

導
を

行

う
。

ス
ポ

ー
ツ

進
委

員

報
酬

2
4

千
円

 
実

績
な

し

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

研
修

随
　

時
-

遠
軽

・
紋

別
地

区
ス

ポ
ー

ツ
推

進
委

員
研

修
会

、
管

内
社

会
体

育
セ

ミ
ナ

ー
、

ス
ポ

ー
ツ

進
委

員

報
酬

1
2

0
千

円

費
用

弁
償

9
7

千
円

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

報
酬

7
2

千
円

費
用

弁
償

 
8

2
千

円

９
/
9

（
日

）
遠

軽
・

紋
別

地
区

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

研
修

会
　

北
海

道
胆

振
東

部
地

震
の

影
響

に
よ

り
参

加
自

粛

1
0

/
1

1
（

木
）

～
1

2
（

金
）

　
北

海
道

ス
ポ

ー
ツ

推
進

委
員

研
究

協
議

会
　

　
深

川
市

　
参

加
２

名

1
0

/
1

3
（

土
）

～
1

4
（

日
）

　
オ

ホ
ー

ツ
ク

管
内

社
会

体
育

振
興

セ
ミ

ナ
ー

　
美

幌
町

　
参

加
４

名

少
年

ス
ポ

ー
ツ

団
体

の
育

成
援

助

年
　

間
-

少
年

団
本

部
へ

の
補

助
補

助
金

6
0

0
千

円
補

助
金

6
0

0
千

円

一
般

ス
ポ

ー
ツ

団
体

の
育

成
援

助

年
　

間
-

体
育

協
会

へ
の

補
助

補
助

金
6

8
5

千
円

補
助

金
6

1
2

千
円

大
会

出
場

助
成

年
　

間
-

全
道

大
会

以
上

の
出

場
者

に
対

し
て

遠
征

費
の

一
部

を
助

成
す

る
。

（
湧

別
町

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
遠

征
費

補
助

金
）

補
助

金
3

,
0

1
9

千
円

補
助

金
2

,
6

5
3

千
円

1
４

件
　

補
助

金
2

,
6

5
3

千
円

合
宿

誘
致

助
成

年
　

間
各

施
設

合
宿

を
誘

致
す

る
こ

と
に

よ
り

町
の

ス
ポ

ー
ツ

の
振

興
を

図
る

。

（
湧

別
町

ス
ポ

ー
ツ

・
文

化
合

宿
誘

致
事

業
補

助
金

）

補
助

金
4

,
4

3
1

千
円

詳
細

は
別

紙
関

連
事

業
に

記
載

の
と

お
り

補
助

金
2

,
4

4
1

千
円

6
件

　
補

助
金

2
,
4

4
１

千
円

施
設

の
整

備
年

　
間

各
施

設
施

設
の

点
検

、
適

正
な

維
持

管
理

を
図

る
。

詳
細

は
別

紙
社

会
教

育
施

設
整

備
計

画
の

と
お

り

－
別

紙
社

会
教

育
施

設
整

備
計

画
の

と
お

り

施
設

の
活

用
年

　
間

各
施

設

指
定

管
理

施
設

の
適

正
か

つ
効

率
的

な
運

営
に

対
す

る
監

督
、

学
校

開
放

施
設

に
関

す
る

利
用

調
整

な
ど

体
育

施
設

の
有

効
活

用
を

図
る

。

学
校

開
放

運
営

報
償

9
0

千
円

学
校

開
放

運
営

報
償

5
4

千
円

学
校

開
放

主
事

（
各

小
中

学
校

教
頭

）
と

連
携

し
、

学
校

施
設

の
有

効
活

用
を

行
っ

た

ス
ポ

ー
ツ

安
全

保
険

の
加

入
促

進

随
　

時
-

広
報

及
び

事
故

手
続

き
等

の
補

助
－

－

そ そそそ の ののの 他 他他他ス ススス ポ ポポポ ー ーーー ツ ツツツ 推 推推推 進 進進進 委 委委委 員 員員員 事 事事事 業 業業業 団 団団団 体 体体体 活 活活活 動 動動動 の ののの 育 育育育 成 成成成 援 援援援 助 助助助 等 等等等 施 施施施 設 設設設 の ののの 整 整整整 備 備備備 活 活活活 用 用用用
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事
　

業
　

名
期

　
日

場
　

所
計

　
画

　
内

　
容

　
予

算
額

実
　

績
　

額
実

　
績

　
（

状
　

況
）

　
等

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

領
域

図
書

館
資

料
の

収

集
、

整
理

、
保

存

通
年

両
館

・
町

民
ニ

ー
ズ

に
合

っ
た

図
書

、
逐

次
刊

行
物

、
視

聴
覚

資
料

等
を

計
画

的
に

幅
広

く
、

豊
富

に
備

え
、

保
存

す

る
。

常
に

新
鮮

で
適

切
な

蔵
書

構
成

を
維

持
す

る
。

・
本

の
修

理
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
活

動

資
料

費
 
(
図

書
、

雑

誌
、

新
聞

、
視

聴
覚

)

 
 
8

,
2

8
0

千
円

8
,
2

7
1

千
円

蔵
書

冊
数

図
書

　
中

湧
別

　
7

2
,
5

5
9

冊
＋

湧
別

　
6

7
,
0

4
2

冊
＝

1
3

9
,
6

0
1

冊

雑
誌

　
中

湧
別

　
9

7
5

冊
＋

湧
別

　
9

2
7

冊
＝

1
,
9

0
2

冊

視
聴

覚
資

料
　

中
湧

別
　

1
,
5

3
8

点
＋

湧
別

　
2

,
0

5
0

点
＝

3
,
5

8
8

点

調
べ

も
の

の
相

談
、

案
内

を
通

し
て

利
用

促
進

を
行

う
。

・
小

中
高

連
携

、
学

校
支

援
の

強
化

・
図

書
館

見
学

の
受

け
入

れ

・
イ

ン
タ

ー
ン

シ
ッ

プ

・
特

別
開

館
（

春
、

夏
、

秋
、

冬
休

み
期

間
の

月
曜

日
）

－
－

・
来

館
者

　
　

　
　

中
湧

別
　

1
3

,
6

5
1

名
＋

湧
別

　
　

6
,
4

7
6

名
＝

2
0

,
1

2
7

名

　
（

前
年

　
　

　
　

中
湧

別
　

1
2

,
9

1
3

名
＋

湧
別

　
　

6
,
7

1
3

名
＝

1
9

,
6

2
6

名
）

・
本

館
貸

出
人

数
　

中
湧

別
　

 
 
8

,
8

2
4

名
＋

湧
別

　
　

4
,
8

0
3

名
＝

1
3

,
6

2
7

名

　
（

前
年

　
　

　
　

中
湧

別
　

 
 
8

,
2

0
6

名
＋

湧
別

　
　

4
,
9

2
9

名
＝

1
3

,
1

3
5

名
）

・
本

館
貸

出
冊

数
　

中
湧

別
　

3
2

,
3

4
5

冊
＋

湧
別

　
1

6
,
9

7
4

冊
＝

4
9

,
3

1
9

冊

　
（

前
年

　
　

　
　

中
湧

別
　

3
0

,
4

9
9

冊
＋

湧
別

　
1

8
,
3

1
5

冊
＝

4
8

,
8

1
4

冊
）

新
着

図
書

案
内

や
図

書
館

行
事

な
ど

、
最

新
情

報
の

提
供

に
努

め
る

。

・
読

書
通

帳
提

供

・
図

書
館

だ
よ

り
、

新
着

図
書

案
内

の
発

行

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

活
用

－
－

・
特

別
展

示
の

実
施

・
ブ

ッ
ク

ガ
イ

ド
、

読
書

通
帳

発
行

、
配

布

・
図

書
館

見
学

（
外

国
人

研
修

生
、

各
小

学
校

、
保

育
所

）

・
図

書
館

だ
よ

り
、

新
着

図
書

案
内

の
発

行

・
ホ

ー
ム

ペ
ー

ジ
の

更
新

◎
宅

配
貸

出
サ

ー
ビ

ス

 
来

館
が

困
難

な
町

民
に

対
し

て
個

別
に

配
送

貸
出

を
行

う
。

－
－

登
録

者
　

１
名

 
延

べ
利

用
数

　
９

８
冊

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
毎

月
１

回
健

診
会

場

　
４

ヶ
月

児
健

診
時

に
、

乳
児

と
そ

の
保

護
者

へ
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

パ
ッ

ク
（

絵
本

な
ど

が
入

っ
た

バ
ッ

グ
）

を

メ
ッ

セ
ー

ジ
と

共
に

手
渡

す
。

協
力

（
バ

ッ
グ

制
作

）

・
ル

ピ
ナ

ス
の

会

・
湧

高
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
部

（
名

札
）

協
力

（
読

み
聞

か
せ

）

・
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
倶

楽
部

た
ん

ぽ
ぽ

◎
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

プ
ラ

ス

５
歳

児
健

診
時

に
絵

本
を

１
冊

と
ブ

ッ
ク

ガ
イ

ド
を

渡

す
。

報
償

費

4
か

月
　

6
0

人
分

　
7

5
千

円

5
歳

　
6

0
人

分

　
6

5
千

円

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト

7
5

千
円

ブ
ッ

ク
ス

タ
ー

ト
プ

ラ
ス

6
3

千
円

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

　
5

2
組

・
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

プ
ラ

ス
　

5
9

組

絵
本

く
ら

ぶ

年
間

(
毎

月
１

回
)

両
館

　
３

歳
ま

で
の

乳
幼

児
が

い
る

家
庭

に
お

す
す

め
本

セ
ッ

ト
を

宅
配

す
る

。
（

登
録

制
）

－
－

・
述

べ
3

6
1

名
　

1
,
8

0
5

冊

第
9

回
湧

別
町

読
書

感
想

文
・

感
想

画
コ

ン
ク

ー
ル

6
月

～
3

月
両

館

　
読

書
に

親
し

み
、

読
書

の
楽

し
さ

を
体

験
す

る
と

と
も

に
、

読
後

の
感

動
を

文
章

や
絵

画
に

表
現

す
る

こ
と

を
と

お
し

て
、

豊
か

な
人

間
性

や
考

え
る

力
を

育
む

機
会

と
す

る
。

　
①

募
集

期
間

　
7

月
～

1
0

月
（

応
募

〆
切

1
0

月
上

旬
）

　
②

対
象

　
　

・
小

学
生

　
読

書
感

想
画

（
1

～
3

年
生

）

　
　

　
　

　
　

　
読

書
感

想
文

（
4

～
6

年
生

）

　
　

・
中

学
生

　
読

書
感

想
文

（
1

～
3

年
生

）

　
　

・
高

校
生

　
読

書
感

想
文

（
1

～
3

年
生

）

　
③

審
査

委
員

会
議

　
　

　
1

1
月

下
旬

　
④

読
書

感
想

画
展

示
会

　
1

2
月

～
１

月

　
⑤

入
選

作
品

発
表

　
１

２
月

上
旬

 
 
⑥

入
賞

作
品

集
発

行
　

２
月

下
旬

報
償

費

2
8

6
千

円

印
刷

製
本

費

文
集

 
7

2
千

円

参
加

記
念

品

ク
リ

ア
フ

ォ
ル

ダ

1
7

2
千

円

入
賞

記
念

品

図
書

カ
ー

ド

9
1

千
円

印
刷

製
本

費

6
9

千
円

応
募

総
数

　
5

2
3

点

審
査

会
議

　
1

1
/
1

3

感
想

画
展

示
　

1
2

/
1

5
～

2
8

日
（

中
湧

別
図

書
館

）
、

1
/
8

～
2

0
日

（
湧

別
図

書
館

）

入
賞

作
品

集
　

1
5

0
部

発
行

子
ど

も
図

書
館

講
座

1
0

月
各

館

小
学

生
を

対
象

に
創

作
活

動
を

行
い

な
が

ら
読

書
に

親
し

む
機

会
と

す
る

。

－
－

・
工

作
　

「
み

ん
な

で
作

る
１

０
０

か
い

だ
て

の
家

」
　

２
１

名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

9
/
6

）
　

湧
別

児
童

セ
ン

タ
ー

　
６

名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

9
/
1

2
）

　
中

湧
別

児
童

セ
ン

タ
ー

　
３

名

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
（

9
/
2

8
）

　
芭

露
キ

ッ
ズ

　
１

２
名

利
用

促
進

、
読

書
機

会
の

提
供

通
年

両
館

図 図図図 書 書書書 館 館館館 活 活活活 動 動動動

41



事
　

業
　

名
期

　
日

場
　

所
計

　
画

　
内

　
容

　
予

算
額

実
　

績
　

額
実

　
績

　
（

状
　

況
）

　
等

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

領
域

読
み

聞
か

せ
年

間
両

館

対
象

・
０

歳
児

：
ブ

ッ
ク

ス
タ

ー
ト

事
業

・
０

歳
児

～
小

学
生

：
図

書
館

、
児

童
セ

ン
タ

ー
、

学
校

等

協
力

・
読

み
聞

か
せ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

「
り

ん
ご

っ
こ

」

・
リ

ー
デ

ィ
ン

グ
倶

楽
部

た
ん

ぽ
ぽ

・
湧

高
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
部

場
所

・
湧

小
（

リ
ー

デ
ィ

ン
グ

倶
楽

部
た

ん
ぽ

ぽ
）

・
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

・
児

童
セ

ン
タ

ー

・
オ

ー
プ

ン
ブ

ッ
ク

カ
フ

ェ

　
読

み
聞

か
せ

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

と
連

携
し

、
定

期
的

な
読

み
聞

か
せ

活
動

を
実

施
す

る
。

ま
た

、
湧

高
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
部

生
徒

へ
の

読
み

聞
か

せ
指

導
を

行
う

。

－
－

・
中

湧
別

図
書

館
　

2
9

回
　

1
2

4
名

（
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
　

1
3

2
名

）

・
児

童
セ

ン
タ

ー
　

1
2

/
1

5

・
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

　
1

2
/
2

1

・
芭

露
学

園
ウ

イ
ン

タ
ー

ス
ク

ー
ル

　
1

/
1

1

・
子

育
て

支
援

セ
ン

タ
ー

　
2

/
2

7

・
オ

ー
プ

ン
ブ

ッ
ク

カ
フ

ェ
　

毎
月

訪
問

映
画

上
映

会

通
年

(
毎

月
１

回
）

湧
別

図
書

館

湧
別

図
書

館
の

多
目

的
室

を
活

か
し

定
期

的
に

映
画

会
を

行
う

。

消
耗

品
2

0
0

千
円

（
Ｄ

Ｖ
Ｄ

）

1
3

4
千

円

1
2

回
　

1
7

9
名

・
チ

ュ
ー

リ
ッ

プ
映

画
会

　
6

/
1

4
　

2
4

名

・
は

ま
な

す
映

画
会

　
8

/
9

　
9

名

古
本

市
9

月

湧
別

図
書

館

古
本

、
古

雑
誌

の
リ

サ
イ

ク
ル

活
動

。

協
力

：
湧

高
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
部

－
－

7
/
2

9
　

　
1

0
0

名
　

1
,
0

2
4

冊

９
/
1

～
3

0
　

　
　

　
7

9
名

　
3

9
2

冊

9
月

～
1

0
月

両
館

町
民

大
学

講
師

著
作

展
示

－
－

町
民

大
学

講
師

著
作

展
示

年
間

両
館

テ
ー

マ
：

年
中

行
事

－
－

子
ど

も
の

日
、

母
の

日
、

父
の

日
、

ア
ウ

ト
ド

ア
、

た
な

ば
た

、
日

ハ
ム

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

、
さ

く
ら

も
も

こ
、

ハ
ロ

ウ
ィ

ン
、

書
庫

に
眠

る
お

宝
、

い
わ

さ
き

ち
ひ

ろ
、

ク
リ

ス
マ

ス
、

映
画

ド
ラ

マ
、

冬
に

読
み

た
い

絵
本

、
ミ

ス
テ

リ
ー

、
お

正
月

、
節

分
、

絵
本

読
み

聞
か

せ
の

世
界

、
バ

レ
ン

タ
イ

ン
、

レ
シ

ピ
本

大
賞

4
/
2

2
～

6
/
2

4

中
湧

別

図
書

館

子
ど

も
読

書
週

間
展

示
「

バ
ム

と
ケ

ロ
」

－
－

子
ど

も
読

書
週

間
展

示
「

バ
ム

と
ケ

ロ
」

4
/
2

7
～

5
/
3

0

湧
別

図
書

館

子
ど

も
読

書
週

間
展

示
「

日
本

絵
本

賞
」

－
－

子
ど

も
読

書
週

間
展

示
「

日
本

絵
本

賞
」

9
/
6

～

9
/
1

8

中
湧

別

図
書

館

原
画

展
示

（
遠

紋
地

区
図

書
館

共
同

事
業

）

著
作

物
使

用
料

3
0

千
円

1
5

千
円

絵
本

原
画

巡
回

展
「

ま
い

ご
の

ビ
ー

チ
サ

ン
ダ

ル
」

年
間

両
館

協
力

展
示

（
展

示
ス

ペ
ー

ス
の

貸
出

）
－

－
教

科
書

、
中

小
１

年
生

が
お

す
す

め
す

る
本

、
ブ

ル
ー

ナ

移
動

図
書

館
車

の
運

行

通
年

両
館

移
動

図
書

館
車

で
町

内
を

巡
回

し
、

広
域

サ
ー

ビ
ス

を
実

施
す

る
。

機
動

性
を

活
か

し
遠

隔
地

域
を

中
心

に
据

え
、

子
ど

も
か

ら
大

人
ま

で
図

書
に

出
会

う
場

を
広

げ
、

読
書

活
動

の
推

進
を

図
る

。

図
書

館
職

員
が

選
本

し
た

文
庫

を
配

本
す

る
。

・
各

小
中

学
校

、
湧

別
高

校

・
各

郵
便

局

・
児

童
施

設

・
高

齢
者

施
設

等

－
－

・
貸

出
人

数
　

3
,
7

2
4

名
（

昨
年

　
4

,
1

2
2

名
）

・
個

人
団

体
貸

出
冊

数
　

3
7

,
8

2
0

冊
（

昨
年

　
4

0
,
0

2
4

冊
）

連
携

・
ネ

ッ
ト

ワ
ー

ク

通
年

両
館

町
内

各
施

設
や

関
連

部
署

、
近

隣
市

町
図

書
館

と
の

広
域

連
携

を
図

る
。

・
紋

別
遠

軽
ブ

ロ
ッ

ク
研

修

・
学

校
図

書
館

支
援

・
図

書
館

協
議

会
委

員
視

察
研

修

・
就

学
時

健
診

「
読

書
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」

－
－

・
5

/
７

「
図

書
見

本
展

示
」

上
湧

別
中

学
校

・
7

/
7

、
2

1
、

1
0

/
1

4
，

2
8

「
図

書
館

ツ
ア

ー
」

　
開

小
５

名
、

富
小

２
名

、
芭

学
3

名
、

上
小

4
名

・
8

/
2

「
お

ば
け

や
し

き
」

ぱ
す

て
る

・
9

/
1

3
「

職
場

体
験

」
　

中
学

生
　

６
名

・
1

0
/
３

.
４

「
職

場
体

験
」

高
校

生
　

３
名

・
1

0
/
1

０
，

1
６

「
読

書
オ

リ
エ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

」
（

就
学

時
健

診
）

・
1

2
/
1

8
「

北
海

道
学

」
湧

別
高

校
授

業
講

師

・
学

校
図

書
館

支
援

事
業

（
全

校
）

特
別

展
示

図 図図図 書 書書書 館 館館館 活 活活活 動 動動動
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事
　

業
　

名
期

　
日

場
　

所
計

　
画

　
内

　
容

　
予

算
額

実
　

績
　

額
実

　
績

　
（

状
　

況
）

　
等

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

領
域

文
化

財
の

保
護

①

　
埋

蔵
文

化
財

年
　

間
町

内
各

所

○
開

発
行

為
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
の

保
護

活
動

　
・

開
発

事
業

者
と

の
事

前
協

議
と

各
種

調
査

　
・

埋
蔵

文
化

財
包

蔵
地

地
図

の
整

備
（

G
I
S

等
）

○
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
の

状
況

把
握

　
・

現
状

確
認

作
業

（
遺

跡
パ

ト
ロ

ー
ル

の
実

施
）

　
◎

シ
ブ

ノ
ツ

ナ
イ

竪
穴

住
居

跡
の

発
掘

調
査

　
　

遺
跡

の
範

囲
確

認
と

竪
穴

住
居

群
北

側
平

坦
地

の
内

　
　

容
確

認

　
　

＊
時

期
、

期
間

、
調

査
規

模
は

検
討

中

○
道

教
委

に
よ

る
重

要
遺

跡
確

認
調

査
の

支
援

　
　

（
町

内
で

の
実

施
は

未
確

定
）

－

文
化

財
環

境
整

備

委
託

料

3
6

3
千

円

○
開

発
行

為
に

伴
う

埋
蔵

文
化

財
の

保
護

活
動

　
・

埋
蔵

文
化

財
保

護
の

た
め

の
事

前
協

議
：

1
6

件

　
・

所
在

調
査

：
4

件
（

新
た

な
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
は

確
認

さ
れ

な
か

っ
た

。
）

　
・

包
蔵

地
カ

ー
ド

の
内

容
確

認
作

業
（

地
番

と
土

地
所

有
者

の
確

認
）

○
埋

蔵
文

化
財

包
蔵

地
の

状
況

把
握

　
◎

シ
ブ

ノ
ツ

ナ
イ

竪
穴

住
居

群
の

発
掘

調
査

　
7

月
1

0
日

～
7

月
2

8
日

　
・

第
1

回
「

北
海

道
東

部
の

竪
穴

住
居

跡
群

調
査

懇
談

会
」

参
加

（
1

0
月

：
北

見
市

常
呂

）

　
・

第
2

回
「

北
海

道
東

部
の

竪
穴

住
居

跡
群

調
査

懇
談

会
」

参
加

（
3

月
：

札
幌

市
）

○
道

教
委

に
よ

る
重

要
遺

跡
確

認
調

査
の

支
援

　
・

川
西

２
遺

跡
の

測
量

調
査

　
9

月
3

日
～

2
2

日

　
・

シ
ブ

ノ
ツ

ナ
イ

竪
穴

住
居

群
、

川
西

オ
ホ

ー
ツ

ク
遺

跡
と

関
連

付
け

た
調

査
を

検
討

中

文
化

財
の

保
護

②

　
自

然
関

連

年
　

間
町

内
各

所

○
北

海
道

指
定

文
化

財
ア

ッ
ケ

シ
草

群
の

経
過

○
天

然
記

念
物

の
現

状
変

更
手

続
(
死

亡
・

は
く

製
・

調
査

)

　
・

オ
ジ

ロ
ワ

シ

　
・

タ
ン

チ
ョ

ウ

○
記

念
木

業
務

に
お

け
る

関
連

部
署

と
の

調
整

－
－

○
北

海
道

指
定

文
化

財
「

佐
呂

間
湖

畔
鶴

沼
の

ア
ッ

ケ
シ

ソ
ウ

群
落

」
の

経
過

観
察

　
・

経
過

観
察

の
実

施
（

9
月

）

○
天

然
記

念
物

の
現

状
変

更
手

続
等

（
死

亡
・

は
く

製
・

調
査

）

　
・

０
件

○
記

念
木

　
・

法
明

寺
指

定
解

除
作

業
（

水
産

林
務

担
当

）

博
物

館
資

料
①

　
収

集

年
　

間

郷
土

館
・

ふ
る

さ
と

館
Ｊ

Ｒ
Ｙ

○
資

料
寄

贈
へ

の
対

応

　
　

（
お

お
む

ね
昭

和
2

0
年

代
以

前
の

資
料

を
対

象
）

○
大

型
資

料
受

入
停

止

－
－

○
資

料
寄

贈
へ

の
対

応

　
・

寄
贈

資
料

受
入

1
4

件
（

鉄
道

資
料

・
柱

時
計

他
）

博
物

館
資

料
②

　
整

理
・

保
管

年
　

間

郷
土

館
・

ふ
る

さ
と

館
Ｊ

Ｒ
Y

・
収

蔵
庫

○
考

古
資

料

　
◎

重
要

資
料

の
確

認
作

業
と

台
帳

の
作

成

　
　

（
湧

別
市

川
遺

跡
資

料
を

中
心

に
）

　
・

遺
物

収
集

家
三

宅
資

料
の

整
理

○
開

拓
関

連
資

料

　
・

文
書

資
料

の
整

理
デ

ジ
タ

ル
化

○
収

蔵
庫

の
管

理
と

保
管

資
料

の
状

況
確

認

　
・

分
類

整
理

（
同

種
資

料
整

理
）

　
・

資
料

外
保

管
物

の
処

分

　
・

郷
土

資
料

収
蔵

館
収

蔵
量

増
加

　
・

計
呂

地
収

蔵
資

料
の

整
理

○
収

蔵
資

料
の

特
別

利
用

許
可

－
－

○
考

古
資

料

　
◎

湧
別

市
川

遺
跡

出
土

資
料

の
確

認
と

資
料

台
帳

作
成

中

　
・

収
蔵

資
料

の
整

理
（

三
宅

収
集

資
料

）

　
　

　
・

メ
モ

有
（

8
6

袋
：

土
器

1
4

9
2

点
、

石
器

1
8

9
0

点
、

骨
1

2
点

）

　
　

　
・

メ
モ

無
（

2
1

0
袋

：
土

器
2

5
5

1
点

、
石

器
5

9
0

8
点

、
骨

1
5

9
点

）

　
・

川
西

２
遺

跡
関

連
資

料
の

調
査

（
北

海
道

埋
蔵

文
化

財
セ

ン
タ

ー
協

力
）

○
開

拓
関

連
資

料

　
・

古
銭

・
日

露
戦

争
資

料
の

整
理

収
納

○
収

蔵
庫

の
管

理
と

保
管

資
料

の
状

況
確

認

　
・

収
蔵

面
積

の
増

加
（

棚
の

設
置

）

　
・

大
型

農
機

具
の

整
理

収
納

○
収

蔵
資

料
の

特
別

利
用

許
可

　
・

5
件

（
シ

ブ
ノ

ツ
ナ

イ
竪

穴
住

居
群

の
写

真
　

他
）

郷
土

館

○
収

蔵
資

料
の

展
示

　
・

シ
ブ

ノ
ツ

ナ
イ

竪
穴

住
居

群
の

2
9

年
度

調
査

成
果

　
　

展
（

仮
）

　
・

展
示

資
料

の
防

犯
対

策
検

討

○
郷

土
館

ボ
ラ

ン
テ

ィ
ア

ガ
イ

ド

　
・

展
示

解
説

（
５

月
～

９
月

）

　
・

解
説

活
動

の
た

め
の

ガ
イ

ド
研

修
会

－

ガ
イ

ド
報

償
費

1
0

6
千

円

○
展

示

　
・

平
成

2
9

年
度

シ
ブ

ノ
ツ

ナ
イ

竪
穴

住
居

群
　

調
査

速
報

展
：

６
月

2
2

日
～

1
月

3
1

日

　
・

防
犯

対
策

と
し

て
の

防
犯

カ
メ

ラ
運

用
：

8
月

3
日

開
始

○
郷

土
館

ガ
イ

ド

　
・

５
月

～
9

月
で

実
施

。
期

間
中

入
館

者
数

7
1

1
人

　
・

1
0

0
キ

ロ
マ

ラ
ソ

ン
前

日
の

展
示

解
説

会
：

6
月

2
3

日
　

2
8

5
人

（
過

去
2

番
目

）

　
・

研
修

会
：

7
月

2
0

日
　

発
掘

調
査

見
学

（
シ

ブ
ノ

ツ
ナ

イ
竪

穴
住

居
群

）

　
・

上
野

カ
ッ

プ
当

日
の

展
示

解
説

会
：

1
0

月
7

日

○
入

館
者

数
　

　
開

館
日

数
3

1
6

日

　
・

9
1

7
人

（
大

人
7

5
5

人
　

内
町

民
9

8
人

、
子

ど
も

1
6

2
人

　
内

町
民

1
2

0
人

）

ふ
る

さ
と

館
J
R

Y

○
常

設
展

示
更

新

　
・

薄
荷

展
示

等

○
メ

イ
ン

展
示

室
兵

屋
周

辺
整

備

－
－

○
常

設
展

示
更

新

　
・

2
階

文
書

資
料

の
複

製
化

　
・

解
説

パ
ネ

ル
の

追
加

○
入

館
者

数
 
開

館
日

数
3

2
0

日

　
・

3
,
7

0
8

人
（

大
人

3
,
0

8
6

人
　

内
町

民
1

4
7

人
、

子
ど

も
6

3
7

人
　

内
町

民
1

8
3

人
）

展
示

年
　

間

文 文文文 化 化化化 財 財財財 保 保保保 護 護護護 活 活活活 動 動動動 博 博博博 　 　　　 物 物物物 　 　　　 館 館館館 　 　　　 活 活活活 　 　　　 動 動動動
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事
　

業
　

名
期

　
日

場
　

所
計

　
画

　
内

　
容

　
予

算
額

実
　

績
　

額
実

　
績

　
（

状
　

況
）

　
等

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

平
成

３
０

年
度

社
会

教
育

事
業

領
域

調
査

研
究

年
　

間
—

【
博

物
館

資
料

・
文

化
財

の
活

用
、

情
報

公
開

に
関

す
る

研
究

及
び

資
料

調
査

】

○
開

拓
の

歴
史

　
・

開
拓

期
の

衣
食

住

　
・

冬
期

の
生

活

○
先

史
文

化
（

埋
蔵

文
化

財
）

　
・

シ
ブ

ノ
ツ

ナ
イ

竪
穴

住
居

群
の

3
0

年
度

発
掘

調
査

報

　
　

告
書

作
成

　
・

遺
跡

を
活

用
し

た
博

物
館

教
育

論
の

研
究

【
博

物
館

資
料

・
文

化
財

の
保

存
に

関
す

る
調

査
研

究
】

○
開

拓
の

歴
史

　
◎

屯
田

資
料

　
・

文
書

資
料

等
の

分
類

整
理

　
・

文
書

資
料

の
活

用
（

図
書

館
と

連
携

）

　
・

明
治

4
0

年
湧

別
村

史

○
先

史
文

化
（

埋
蔵

文
化

財
）

　
・

シ
ブ

ノ
ツ

ナ
イ

竪
穴

住
居

群
保

護
の

た
め

の
集

落
研

究

－

調
査

報
告

書

印
刷

製
本

費

3
4

6
千

円

【
博

物
館

資
料

・
文

化
財

の
活

用
、

情
報

公
開

に
関

す
る

研
究

及
び

資
料

調
査

】

○
開

拓
の

歴
史

　
・

火
・

炊
飯

体
験

の
方

法
研

究

　
・

収
蔵

資
料

の
保

存
に

関
す

る
調

査
研

究
（

害
虫

等
）

○
先

史
文

化
（

埋
蔵

文
化

財
）

　
・

教
材

研
究

：
遺

跡
散

策
ガ

イ
ド

ブ
ッ

ク
「

遺
跡

の
ミ

カ
タ

」
の

更
新

　
・

研
究

論
文

：
「

社
会

教
育

機
関

に
と

し
て

の
博

物
館

と
そ

の
教

育
普

及
活

動
に

関
す

る
考

察
」

　
　

　
　

　
　

　
（

日
本

生
涯

教
育

学
会

論
集

3
9

号
）

　
・

研
究

論
文

：
「

博
物

館
が

連
携

・
協

働
す

る
教

育
普

及
活

動
の

試
行

錯
誤

」

　
　

　
　

　
　

　
『

協
働

す
る

博
物

館
』

（
令

和
元

年
発

行
）

【
博

物
館

資
料

・
文

化
財

の
保

存
に

関
す

る
調

査
研

究
】

○
開

拓
の

歴
史

　
◎

屯
田

資
料

　
・

明
治

4
0

年
湧

別
村

史

　
・

写
真

資
料

類
の

調
査

○
先

史
文

化
（

埋
蔵

文
化

財
）

　
・

情
報

収
集

：
シ

ブ
ノ

ツ
ナ

イ
竪

穴
住

居
跡

と
川

西
牧

野
の

関
係

　
・

発
掘

調
査

：
シ

ブ
ノ

ツ
ナ

イ
竪

穴
住

居
跡

　
◎

発
掘

調
査

：
湧

別
町

文
化

財
調

査
報

告
書

1
（

道
史

跡
「

シ
ブ

ノ
ツ

ナ
イ

竪
穴

住
居

跡
」

発
掘

調
査

報
告

1
）

博
物

館
教

育

　
学

校
授

業
・

研
修

会 　
講

座
・

情
報

公
開

年
　

間

郷
土

館
・

ふ
る

さ
と

館
J
R

Y

【
博

物
館

が
持

つ
過

去
の

生
活

情
報

の
内

、
日

常
生

活
に

活
用

で
き

る
も

の
を

体
験

学
習

化
す

る
。

町
内

各
学

校
授

業
や

各
種

研
修

会
で

歴
史

学
習

の
機

会
提

供
を

実
施

す

る
。

】

○
開

拓
の

歴
史

　
・

労
働

体
験

（
薪

作
り

）

　
・

炊
飯

体
験

（
薪

ス
ト

ー
ブ

・
羽

釜
）

　
・

開
拓

期
の

衣
体

験

　
・

屯
田

生
活

体
験

館
の

活
用

（
住

）

○
先

史
文

化

　
・

遺
跡

を
理

解
す

る
モ

ノ
づ

く
り

学
習

(
土

器
・

勾
玉

)

　
・

遺
跡

フ
ィ

ー
ル

ド
ワ

ー
ク

　
・

発
掘

調
査

プ
チ

報
告

会
（

仮
）

　
　

＊
調

査
成

果
に

応
じ

て
実

施
を

判
断

す
る

○
広

報
記

事
作

成
発

行
（

博
物

館
だ

よ
り

）

○
博

物
館

だ
よ

り
の

発
行

（
湧

く
湧

く
内

、
H

P
）

○
郷

土
史

に
関

す
る

情
報

提
供

及
び

質
問

対
応

（
レ

フ
ァ

　
レ

ン
ス

）

－
－

○
見

学
及

び
授

業
件

数

　
①

ふ
る

さ
と

館
J
R

Y
：

3
7

件
5

9
1

人
（

内
学

校
：

2
1

件
3

8
9

人
）

　
②

郷
土

館
　

　
　

　
：

6
件

1
3

0
人

（
内

学
校

：
4

件
1

1
2

人
）

　
③

出
張

講
演

　
　

　
：

1
7

件
4

6
6

人
（

内
学

校
：

1
4

件
3

1
8

人
）

　
④

施
設

利
用

　
　

　
：

3
0

件
9

3
7

人

【
参

考
】

　
コ

ン
サ

ー
ト

等
施

設
利

用
者

の
展

示
見

学
実

績
：

1
7

件
6

3
7

人

○
平

成
3

0
年

度
　

発
掘

調
査

成
果

報
告

会

　
・

1
1

月
1

0
日

(
土

)
1

3
：

3
0

～
1

5
：

0
0

　
　

講
師

：
1

名
（

町
学

芸
員

　
林

勇
介

）

　
　

一
般

参
加

者
4

9
名

○
広

報

　
・

博
物

館
だ

よ
り

（
湧

く
湧

く
内

）
：

4
～

3
月

号
（

1
0

0
号

～
1

1
1

号
）

○
郷

土
史

に
関

す
る

問
い

合
わ

せ

　
・

1
4

件
（

サ
ロ

マ
湖

湖
口

開
削

な
ど

）

博 博博博 　 　　　 物 物物物 　 　　　 館 館館館 　 　　　 活 活活活 　 　　　 動 動動動
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団

体

名

事　業　名 期　日 場　所 計　画　内　容　等 実績（状況）等 備　　　考

子ども会フッ

トベースボー

ル大会

7/１

（日）

湧別小グランド

スポーツを通してルールを理解し仲良く遊

ぶ態度、フェアプレー精神を培うととも

に、子ども会の活性化を図る。

１０チーム（内、※湧サ２チーム）

１４９名参加

5/３０監督会議

※湧サ＝湧別

地区サポート

協議会

子ども会交通

安全駅伝競走

大会

8/2６

（日）

開盛小 → 中湧別小

小中学生が、一つのチームとなり走ること

で、子ども会内の絆を深めるとともに、地

域の交通安全啓発を行う。

1５チーム（内、湧サ６チーム）

１３５名参加

７/２４監督会議

子ども会ミニ

バレーボール

大会

9/30

（日）

中湧別総合体育館

湧別総合体育館

スポーツを通してルールを理解し仲良く遊

ぶ態度、フェアプレー精神を育て、子ども

の健全育成を図る。

小学生の部： １１チーム　６４名

中学生の部： １６チーム　７４名

（内、湧サ５チーム）9/４監督会議

遠軽ブロック

子ども会ス

ポーツ交流会

12/2

（日）

佐呂間町

スポーツルールを正しく守り、仲良く遊ぶ

態度やスポーツを愛好しようとする気持ち

を育てるとともに、地域子ども会の活性化

と子ども会会員同士の交流を図る。

湧別町から小学生７チーム参加

子ども会リー

ダー研修会

7/26（木）～

27（金）

3/26（火）～

27（水）

五鹿山公園

紋別生涯学習センター

社会教育事業　少年教育参照 社会教育事業　少年教育参照

中高生リー

ダーの養成

年　間 ふるさと館ＪＲＹほか

中学生リーダークラブ「Ｅ＝Ｑ∀Ｌ（イークア

ル）」及び高校生リーダークラブ「Rainbow

prop（レインボープロップ）」等の活動を支援

し、子ども会リーダー研修会の企画会議から準

備、当日の運営を任せるなど活躍の場を与え、

育成に努める。

青少年指導員：４名

Ｅ＝Ｑ∀Ｌ：19名登録

Rainbow prop：11名登録

子ども会リーダー研修会企画会議 ４回

7/15～16事前１泊研修会

7/27～28第１回リーダー研修会

11/17～18 管内子連リーダー研修会

1/26～27　事前１泊研修会

3/26～27第２回リーダー研修会

管内子ども会

育成指導者研

究協議会

7/22

（日）

文化センターさざ波

子ども会の育成指導に携わる管内の育成指導者

が一堂に会し、研究協議を行い、子ども会の組

織運営の充実を図る。

Ｈ３０持ち回り当番により主管。

関係者含め２６名参加

講演「地域と自然体験活動」

講師：当別エコロジカルコミュニティー

代表　山本幹彦　氏

　　　（森林環境教育指導者）

協力　ゆうべつアウトドアクラブ

青青青青

少少少少

年年年年

問問問問

題題題題

協協協協

議議議議

会会会会

青少年問題協

議会の開催

－ 文化センターさざ波

青少年の指導育成、保護、矯正に関する総

合的な施策の樹立と実施に必要な関係機関

の協議および連絡調整を図る。

年１回の協議会の開催時期を、これまで

の１～３月から４～５月に変更するた

め、３０年度は開催を見送りした。

町町町町

民民民民

会会会会

議議議議

青少年健全育

成町民会議事

業

年間 －

青少年のたくましく健全な成長と青少年問

題の理解を深めるとともに青少年の健全育

成を図る。①あいさつ運動②指導、補導③

青少年だより発行④優良青少年表彰

①あいさつ運動②街頭補導③青少年だよ

り発行④優良青少年表彰の実施

芸能の部

10/21(日)

芸能の部　１１団体　３個人

展示の部

10/6(土)～7(日)

展示の部　１２団体　8個人

芸能の部

11/3(土)

芸能の部　７団体　１個人

展示の部

11/2(金)～3(土)

展示の部　１０団体　５個人

8/22(水) 文化センターさざ波

晩夏の湧別大落語会

　　柳家権太楼、桂文治、

　　林家三平、林家二楽ほか

観客数計 239名

 9/9(日)

↓

11/17(土)

文化センターＴＯＭ ミッフィーの音楽会

観客数計 357名

※9/9は地震による停電等により延期。

ビビビビ

ッッッッ

ググググ

・・・・

ウウウウ

ェェェェ

ーーーー

ヴヴヴヴ

芸術鑑賞会 11/23(金) 文化センターさざ波 オホーツク歌のステージ「艶歌人」 観客数計371名

芸術鑑賞会

5/26(土)

・27(日)

ふるさと館ＪＲＹ

八神純子2days LIVE at JRY

　　　　～音楽と歴史の夕べ～

２ステージ

観客数計 291名

JRYメセナク

ラブ主催

町民音楽の広

場

12/9(日) 文化センターさざ波

音楽団体及び個人の参加による音楽発表

会。

出演　11団体　２個人

入場者数　134名

良良良良

いいいい

もももも

のののの

見見見見

よよよよ

うううう

聞聞聞聞

ここここ

うううう

会会会会

芸術鑑賞会

実実実実

行行行行

委委委委

員員員員

会会会会

平成３０年度　関連事業（後援・連携事業等）平成３０年度　関連事業（後援・連携事業等）平成３０年度　関連事業（後援・連携事業等）平成３０年度　関連事業（後援・連携事業等）

青青青青

少少少少

年年年年

指指指指

導導導導

セセセセ

ンンンン

タタタタ

ーーーー

事事事事

業業業業

文文文文

化化化化

連連連連

盟盟盟盟

上湧別地区

総合文化祭

文化センターＴＯＭ

町内の芸術・文化関係者による日頃の活動

成果の発表の機会と、町民に芸術・文化活

動にふれてもらい文化の振興、発展を促し

ます。

湧別地区

総合文化祭

文化センターさざ波
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体

名

事　業　名 期　日 場　所 計　画　内　容　等 実績（状況）等 備　　　考

平成３０年度　関連事業（後援・連携事業等）平成３０年度　関連事業（後援・連携事業等）平成３０年度　関連事業（後援・連携事業等）平成３０年度　関連事業（後援・連携事業等）

北柔会関連道

場柔道合宿

10/6(土)

～8(月)

湧別武道館

柔道合宿を実施することにより、交流人口の拡

大を図る。

合宿予定人員：80名（指導者含む）

合宿参加人数71名(小学生27名、中学生15名、

高校生14名、指導者15名)

北柔会道場                    16名

えりも柔道少年団           13名

山下道場                       11名

浦河柔道スポーツ少年団  12名

直心館         　　　　　    4名

東海大附属高等学校        15名

練習の他に柔道大会前日の柔道教室参加、大会の

参加、高校生については大会の協力。

上野柔道三

姉妹湧別後

援会

厚別アトムズ

合宿（少年野

球）

7/28(土)

～30(月)

湧別球場

練習試合をメインとした合宿で、町内野球少年

団との交流により、スポーツに対する意欲の向

上を図る。

合宿予定人員：40名（指導者含む）

厚別アトムズ　35名

（選手28名、指導者等7名）

厚別アトムズ、遠軽西、北見美山と中湧別、

湧別との練習試合

駒大苫小牧高

校野球部合宿

8/9 (木)

～13(月)

湧別野球場ほか

名門野球部を誘致し、近隣市町村を含めた高校

との練習試合を町内で開催することにより、町

民のスポーツに対する興味・関心を引き、ス

ポーツによる町の活性化を図る。

合宿予定人員：90名

駒大苫小牧高校野球部合宿  50名

(生徒46名、監督、コーチ、部長、副部長)

8/9　練習

8/10 駒苫　対　旭川西高校

8/10 駒苫　対　別海高校

8/11 農業体験

8/12 駒苫　対　遠軽高校

8/13 練習

北海学園大学

陸上部合宿

4/27(金)

 ～29(日)

上湧別百年広場ほか

陸上（中・長距離）部の合宿に併せ、町民に対

する教室を開催することで、交流人口の拡大や

町内の部活動生を始めとするランニング愛好家

の質の向上を図る。

合宿予定人員：15名

【練習内容】

・10km走

【ランニング教室】

4月28日(土)中学・高校生対象

24名(中学生24名)

【陸上教室】

4月29日(日)小学生対象

72名

北海学園大

学陸上部

明治大学合気

道部合宿

8/22(水)

 ～30(木)

湧別武道館

合宿中に行われる公開練習や演武会、教室等の

開催により合気道の普及を図るとともに町民と

の交流を図る。

合宿予定人員：50名

明治大学合気道部合宿　３９名

(生徒34名、監督、部長、ヘッドコー

チ、コーチ2名）

①朝練、稽古（午前、午後）

②小学生対象の合気道体験指導、演武会

　8月25日（土）

札幌合気会合

宿

9/15(土)

～17(月)

湧別武道館

町内で合宿を行い、公開練習等を通して町民と

交流を図るとともに合気道の普及を図る。

合宿予定人員：30名～40名

北海道胆振東部地震の影響により中止

湧別原野ｵﾎｰﾂ

ｸｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｽｷｰ

大会

2/24

（日）

遠軽町→湧別町

原野コース80㎞、北大雪コース56㎞、遠軽

コース22㎞、湧別コース24㎞、10kmコー

ス、5㎞コース、駅伝コース95㎞

8０km（原野コース）出走者 329人

完走者 315人　完走率 95.74％

24km（湧別コース） 出走者  139人

完走者 139人　完走率 100%

10kmコース  出走者 75名

完走者 75名  完走率100%

駅伝　6チーム　完走 6チーム

実実実実

行行行行

委委委委

員員員員

会会会会

湧別野球ス

ポーツ合宿

実行委員会

湧別町合気

道協会
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施　設　名 改修・整備等内容 事業費 実績額 備　考

芭露畜産研修センター重油地下タンク漏えい防止工事 2,700 2,463

駐車場側溝グレーチング修繕 584 584

暖房機取替 254 195 備　品

楽屋エアコン修繕 756 724

調光設備取替工事 40,000 39,960

電動式移動観覧席修繕 377 266

非常用設備修繕 2,303 2,268

ロビー暖房機修繕 591 562

非常用発電機ヒーター修繕 327 314

スポーツインストラクター配置

　コンサドーレより1名配置

　期間：4月～3月まで月2回

1,693 1,693

スポーツイ

ンストラク

ター人件費

増額

トレーニング機器借上（５年リース）

　トレッドミル、アップライトバイク

　インパクトチェストプレス

　インパクトラットプルダウン

　インスティンクトペクトラルフライ/リアデルト

　インスティンクトレッグプレス/カーフ

　インスティンクトレッグエクステンション/カーフ

　各1台（合計7台）

1,298 1,298 12ヶ月分

卓球台購入（2台） 243 243 備　品

柔道畳購入 4,049 4,040 備　品

クロストレーナー購入 2,938 2,937 備　品

中湧別野球場 ベンチ修繕 231 227

湧別屋内ゲートボール場 ストーブ購入（１台） 1,009 1,000 備　品

湧別運動公園 野球場トイレ屋根塗装修繕 218 182

ロッジ手洗い場設置工事 650 494

肥料散布機 100 100 備　品

雪入れ業務機械借上 1,941 1,890

リフト常用制動機整備工事 2,060 1,934

ロッジ床面改修工事 1,059 1,016

キューピクル高圧ケーブル開閉器取替工事 1,360 1,350

東屋修繕（土台、塗装） 380 314

非常灯バッテリー交換一式 486 497

合　　　計 67,607 66,551

湧別総合体育館

五鹿山パークゴルフ場

五鹿山スキー場

湧別図書館

平成３０年度社会教育施設整備計画（主要なもの）平成３０年度社会教育施設整備計画（主要なもの）平成３０年度社会教育施設整備計画（主要なもの）平成３０年度社会教育施設整備計画（主要なもの）

（単位：千円）

農村環境改善センター

文化センターさざ波

文化センターＴＯＭ
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５ 外部評価 

（１）学識経験者 

氏   名 所   属   等 

竹部 行義 元 湧別町教育委員会委員長 

（２）聴取日 

   令和元年９月１０日（火） 

（３）主な意見・感想 

ア 教育委員会の活動状況 

教育委員会の会議は、実施回数や開催時期、審議事項など、教育の課題や

問題等きめ細かく適切に検討審議され、教育執行方針の達成を目指したもの

であり、適切に行われているものと考えます。 

特に、ことあるごとに教育現場を視察訪問し、教育委員会と小中義務教育

学校をはじめとする教育現場との密接な連携、相互理解を密にしていること

は、おおいに評価できるものと考えます。 

教育委員会制度の意義のひとつは、地域住民の意向を反映し、地域の実情

に応じた教育の振興をはかることにありますが、教育施策に地域住民の意向

を反映させる仕組みは教育委員会、社会教育委員をはじめ、学校評議委員や

学校運営協議会、社会教育振興事業に携わる運営委員会など多岐にわたりそ

の全体を構成しているのが実際の姿であると考えます。地域住民の意向が具

体的にはどのように教育施策に反映されているのか、今後この評価を利用者

や町民の立場に立った視点で検証し、更なる改善・充実を図られるよう期待

します。 

    

イ 学校教育について 

   児童生徒の学力向上については、学力向上や学習習慣の定着に向けて、教

職員の研究・研修、湧別高校生徒の参加による学習支援などが地道に取り組

まれ、一定の成果をあげていることは評価します。 

   安全・安心な学校づくりのための環境整備は、子どもたちが安心安全な学

校生活を送るうえからも極めて重要であり、今後も町内各学校施設の計画

的な施設改修や機器更新を行うなど、環境整備に万全を期すことを望みま

す。 

   いじめや不登校の問題の早期発見、早期解決や指導助言のために教育ア

ドバイザーを配置しているほか、学習効果をより高めるための学習向上支
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援員、また、特別支援教育支援員による障がいのある児童生徒への学習・学

校生活の支援など、長年の蓄積に基づく湧別の教育のひとつの財産と言え

るものであります。こうした蓄積をもとに、さらに切れ目のない教育支援体

制の構築を期待します。 

   北海道湧別高等学校存続対策事業においては、地域の高校の存続対策の

推進を図るため、湧別高校の魅力ある学校づくりに繋がる効果的な支援策

が講じられており、今後も引き続き生徒の意見交換をとおして湧別高校の

魅力向上を図り、湧別高校の魅力を中学生及びその保護者や地域住民へ継

続して周知することが必要であります。湧別高校の２間口維持は不可欠で

あり、重要な課題でありますので、入学者の確保に繋がる魅力ある施策の構

築に期待します。   

   全ての学校において学校運営協議会（コミュニティ・スクール）の導入が

すすみつつありますが、児童生徒がより良い教育が受けられるようその学

校の教育活動や学校運営について評価を行い、その結果や評価に基づき検

討し改善が図られるよう期待します。地域が一方的に学校に協力したり、保

護者の期待が一方的に学校に寄せられるようなものではなく、相互の理解

にもとづくものであることを期待します。 

   

ウ 社会教育について 

平成３０年度を初年度とする５カ年の「第２次湧別町社会教育中期計画」

が策定され、本計画に基づいて町民の自主性・主体的な生涯活動の促進に努

められましたが、今後も学習機会の提供や人材活用による事業等の更なる充

実に期待します。 

また、現在の子どもたちを取り巻く社会、家庭環境は、複雑で多岐にわた

っています。次代を担う子どもたちの健やかな成長に向けて、家庭教育・少

年教育の充実が求められますことから、地域全体の教育力の更なる向上に期

待します。 

更に、町立図書館を中核とした諸事業の継続と、子どもたちの読書活動

推進の充実を期待します。 

 青少年・成人対策において、社会教育振興事業における青年教育、成人

教育においては多岐にわたっていろいろな取り組みを実施されておりその

事業実践に成果が見られます。 
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特に、成人教育における町民自ら企画実施する自主事業「湧別町民大学」

や「ふるさとから学ぶ会」については、幅広い学習ニーズに応える学習機会

の提供と学習意欲を喚起する取り組みであり一定の成果をおさめており、お

おいに評価できます。 

各世代の要望や課題に応じた事業の推進や、各種団体運営支援を通じて町

民の自主的な学習活動が推進されるとともに、各種社会教育施設・スポーツ

施設については、適正な施設管理が図られています。 

図書館活動振興事業では、平成３０年度「湧別町子どもの読書活動推進

計画」が策定され、町をあげて読書活動推進に取り組まれております。あ

らゆる世代で心配されている読書離れをくい止めるべく、町民の多様なニ

ーズを的確に捉え、読書普及活動の推進への継続した取り組みに期待しま

す。 

今、あらためて読書の重要性が見直され、読書活動を支える社会基盤と

して「図書館が果たす役割」はますます高まってきています。 

 ブックスタート事業や児童生徒の読書推進活動は、子どもの活字離れや

読書習慣を確立する取り組みに大きな成果を挙げていると思います。確か

な学力の定着や芸術や文化の継承や創造力の向上にもつながることから今

後も継続していただきたい。 

 

（４）今後に向けての評価 

教育委員会は様々な分野で活動されており、またそれぞれの課題について

改善されているところであり、あらためて多くの事業を執行していることに

対して関係各位に敬意を表します。教育委員会においては、今後さらに進み

ゆく人口減少や少子高齢化時代を迎え、時代にあった事業の実施や各事業の

課題・改善策を生かして、幅広い町民ニーズに応えることができる事業の検

討と更なる充実を期待します。 

実施事業ごとの点検・評価では、課題に対する改善方策が適切にまとめら

れておりますので、地域からの意見を取り入れ、改善方策を反映した教育行

政の執行がなされることを期待します。 
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６ 参考資料 

 

平成３０年度 

湧別町教育委員会教育行政執行方針 

 

平成３０年第１回町議会定例会の開会にあたり、教育委員会の所管行政に関

する主要な方針について申し上げます。 

 

近年、我が国では急激な少子・高齢化の中で、教育も大きな影響を受けており、

小・中学校では、児童生徒数の減少等に伴い、統廃合が進行し、高等学校におい

ても少子化による生徒数の減少と、多様化・複雑化する社会状況の変化の下、全

国的に高校の再編整備が進んでおります。 

今後、さらなる少子化の進行は、学校の小規模化に伴う教育上の問題の顕在化

や学校がなくなることによる地域コミュニティの衰退が懸念されており、各市

町村の実情に応じた活力ある学校づくりが求められております。 

同時に教育は、社会の変化に対応して絶えずその在り方を見直していかなけ

ればならないものであり、経済・社会のグローバル化、情報技術改革、環境問題

など、時代の変化に主体的に対応し、日本の未来を担う人材を育成する教育が重

要になっております。 

こうした中で、これからの教育にあっては、児童生徒個々の課題について適切

に対応するとともに、子どもから高齢者までの人の成長を見据えながら、学校・

家庭・地域など、社会を挙げて教育に取り組むことが、これまで以上に必要とさ

れており、教育全般にわたる総合的な取り組みが求められております。 

教育委員会といたしましては、子どもたち一人ひとりに、確かな学力、豊かな

人間性、自らを律する心、健康・体力「知」・「情」・「意」・｢体｣をバランスよく

育てることが重要であり、さらに郷土を愛し守る心「郷土」を加えた５つを本町

の学校教育の柱として進めてまいります。 

生涯学習にあっては、時代の変化とともに人々の価値観やライフスタイルは

多様化してきており、このような中で、町民一人ひとりが、心の豊かさや生きが

いを実感できる生活を享受するために、湧別町の自然、産業と文化を活かし、生

涯にわたって、ともに学び、育み、高めあいながら行う学習活動を支援するとと

もに、いつでも、どこでも、だれもが学ぶことのできる生涯学習社会の実現に努

めてまいります。 

教育委員会では、「ふるさとを知り、ふるさとを好きになり、ふるさとを守り

育てる」を基本理念として、 
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１ 社会に参画できる実践的な能力をはぐくむ 

２ 自他を尊重し、ともに支える豊かな心をはぐくむ 

３ 自らを律し、自ら行動する積極的な心をはぐくむ 

４ 健やかな体と生命を尊ぶ心をはぐくむ 

５ 自然・環境を守り、伝統と文化を尊重し、郷土を愛す 

 る態度をはぐくむ 

以上、５つを教育目標に制定しております。町民の皆様とともに、湧別町の教

育をさらに推進してまいります。 

 

このような考えのもと、平成３０年度に教育委員会として取り組む重点施策

について申し上げます。 

    

第一第一第一第一にににに、「、「、「、「地域地域地域地域にににに期待期待期待期待、、、、信頼信頼信頼信頼されるされるされるされる学校学校学校学校づくりについてづくりについてづくりについてづくりについて」」」」であります。 

子どもたちが、安全で快適な学校生活を送ることができるよう、学校、家庭、

地域が互いに連携し、質の高い教育活動を推進してまいります。 

教員は、豊かな人間性や社会性、そして高い指導力などの資質・能力が求めら

れておりますことから、分かる授業の実践を基盤とした校内研修の充実はもと

より、各種研修会や研究会などへの参加を促進し、指導力の向上を図ってまいり

ます。 

また、本年４月には、義務教育学校として「湧別町立芭露学園」が開設されま

すが、９年間一貫した教育目標のもと、教科担任制を導入し、各教科の専門性を

生かした指導により、学びの連続性が生まれ、個の能力をさらに伸ばすことがで

きるよう取り組んでまいります。 

少子化の進行による生徒数減少に伴いまして、各中学校の部活動におきまし

ては、維持・存続が困難な状況であり、各中学校では、合同チームの編成による

大会への参加や部の廃止を余儀なくされている状況であります。 

また、町内では少年団活動が活発に行われておりますが、中学校に入学しても

希望する部活動が存在せず、合同チームでの練習や大会参加の道が閉ざされて

いる状況であります。 

本町では、小中一貫教育を推進してまいりますことから、中学校の部活動でも

少年団・部活動が一貫性をもって活動することが望まれますことから、町内中学

校及び義務教育学校における「オール湧別」で活動ができるよう部活動の在り方

について検討を進めてまいります。 
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第二第二第二第二にににに、「、「、「、「学校教育学校教育学校教育学校教育におけるにおけるにおけるにおける学力向上学力向上学力向上学力向上へのへのへのへの取取取取りりりり組組組組みについてみについてみについてみについて」」」」であります。 

学力向上への取り組みとして、全国学力・学習状況調査及び標準学力検査の結

果から、児童生徒の学力の成果と課題を詳細に分析し、明らかになった課題解決

に向け、授業改善や家庭学習習慣の確立を進めてまいります。 

これまでも、学校では基礎学力の定着を図るための取り組みを続けておりま

すが、依然として、基礎的知識・活用力ともに課題があることから、放課後や長

期休業を活用した補充学習をはじめ、ティーム・ティーチングや習熟度別学習、

学力向上支援員を積極的に活用しながら、児童生徒一人ひとりの学習内容の確

実な定着が図られるよう取り組んでまいります。 

 学校図書室の充実を図るため、年次計画に基づき蔵書冊数の充足に努めてお

りますが、町立図書館司書による学校図書室支援事業を継続し、児童生徒への読

書活動の推進による学力向上に繋げてまいります。 

 

第三第三第三第三はははは、「、「、「、「安全安全安全安全・・・・安心安心安心安心なななな学校学校学校学校づくりのづくりのづくりのづくりの推進推進推進推進についてについてについてについて」」」」であります。 

学校は、児童生徒が一日の大半を過ごす学習活動の場であり、住民の避難施設

でもある学校施設の安全性の確保と施設環境向上のため、地域と連携・協力した

地域ぐるみの防犯体制の整備・充実に努め、児童生徒の安心・安全を確保する教

育環境整備をしてまいります。 

学校施設整備として、平成２９年度に芭露小学校危険改築事業と湖陵中学校

大規模改造事業が完了し、本年４月１日から全道４番目となる義務教育学校と

して芭露学園が開設します。これで、全ての学校における校舎、体育館の耐震化

が図られ、安全で安心して学習できる環境となりました。本年度は、国の交付金

を受けて、芭露小学校校舎の解体工事を実施いたします。 

教職員の時間外勤務時間等の縮減に向けて、北海道教育委員会が導入を推奨

する「校務支援システム」について、現在の２校から小規模校を除く７校へ拡大

を図ります。 

 

第四第四第四第四はははは、「、「、「、「豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心とととと健健健健やかなやかなやかなやかな体体体体のののの育成育成育成育成についてについてについてについて」」」」であります。 

未来を担う子どもたちが互いを尊重し、ともに支え合いながら社会の一員と

して成長していくためには、心身の健やかな発達を支えていくことが重要です。 

とりわけ、道徳教育については、道徳が特別の教科として位置付けられたこと

をふまえ、規範意識や倫理観、命の大切さや思いやりの心などを育むとともに、

体験活動を通して豊かな人間性や社会性、やさしさと思いやりの心を育ててま

いります。 

また、いじめの問題につきましては、人として絶対に許されない行為であるこ
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とを指導するとともに、未然防止、早期発見、早期解消を図るため、アンケート

調査などによる実態把握と日常的な指導とあわせて、関係機関とも連携しなが

ら対応してまいります。 

健やかな体の育成につきましては、全国体力・運動能力、運動習慣等調査など

から、成果と課題を分析し、望ましい運動習慣を定着させるための取り組みを推

進していくとともに、生活リズムチェックシートの活用などにより、望ましい生

活習慣の定着を図る取り組みについても推進してまいります。 

さらに、平成２８年度から取り組んでいるフッ化物洗口事業は、本年度は残る

中学校２校でも取り組むこととしており、全ての学校で実施してまいります。 

    

第五第五第五第五はははは、「、「、「、「特別支援教育特別支援教育特別支援教育特別支援教育についてについてについてについて」」」」であります。 

特別な教育的支援を必要とする児童生徒一人ひとりの能力、特性に応じた個

別の指導計画と教育支援計画を整備し、教育のみならず、医療、福祉、保健等を

含めた関係機関が連携を図り、計画的・組織的な教育活動を推進してまいります。 

また、特別な支援を必要とする児童の学習や学校生活を支援する特別支援教

育支援員については１名増員し、担任と連携しながら個に応じた支援体制の充

実を図ってまいります。 

 

第六第六第六第六はははは、「、「、「、「就学支援就学支援就学支援就学支援のののの充実充実充実充実についてについてについてについて」」」」であります。 

児童生徒の就学に関わり、経済的理由によって、就学が困難な家庭における教

育費の負担軽減を図るため、就学援助制度を適正に運用し、公平で的確な支援に

努めておりますが、これまで入学後に支給していた入学準備金を、入学前に支給

を前倒しいたします。 

 

第七第七第七第七はははは、「、「、「、「中高一貫教育中高一貫教育中高一貫教育中高一貫教育のののの充実充実充実充実についてについてについてについて」」」」であります。 

中高一貫教育は、生徒たちが、中学校・義務教育学校後期課程と高等学校の６

年間を一貫した教育課程のもとで学ぶことにより、中等教育の一層の多様化を

推進し、生徒一人ひとりの個性をより重視した教育の実現を目指すものであり

ます。 

中高一貫教育の理念であります「地域の子どもは地域で育てる」のもとに、中

学校２校と義務教育学校そして湧別高校、さらには地域が一体となって、より一

層の充実と発展を期すことができるよう支援してまいります。 
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第八第八第八第八はははは、「、「、「、「北海道湧別高等学校北海道湧別高等学校北海道湧別高等学校北海道湧別高等学校へのへのへのへの支援支援支援支援についてについてについてについて」」」」であります。 

湧別高校は、本町の人づくりや地域活性化の視点からも重要であり、湧別高校

の２間口維持は不可欠であり、重要な課題であると考えております。 

近年、地元生徒数の減少や進路志向の多様化により、湧別高校への志願者が減

少する中、湧別高校の魅力ある学校づくりにつながる取り組みが必要でありま

す。 

本年度も「北海道湧別高等学校の存続対策事業」として、インターネット学習

や生徒が企画して実施を希望するイベント等にも引き続き支援を行うとともに、

生徒との意見交換を行って、さらなる魅力向上に繋がる支援について、柔軟に対

応し、入学者の確保に繋げてまいりたいと考えております。 

    

第九第九第九第九はははは、「、「、「、「国際理解教育国際理解教育国際理解教育国際理解教育のののの推進推進推進推進についてについてについてについて」」」」であります。 

次期学習指導要領の改訂に向けた移行期間として、本年度より小学校３・４年

生への外国語活動が取り入れられ、５・６年生は外国語教科としてそれぞれ授業

時数が増加することから、外国語指導助手につきましては、現在、カナダとニュ

ージーランドから２名を雇用しておりますが、１名増員し３名体制として、町内

の小・中学校及び義務教育学校並びに湧別高校に派遣し、生きた英語を学ぶ授業

のサポートをするとともに、町内における国際理解教育の推進に努めてまいり

ます。 

また、友好都市であるニュージーランドのセルウィン町及びカナダのホワイ

トコート町への中学生・高校生の交換留学事業を継続して行い、相互交流事業に

つきましては、本年度カナダへの派遣を実施し交流を継続してまいります。 

 本年度は、本町と友好都市提携を締結しておりますカナダ・ホワイトコート町

より、生徒とその保護者からなる訪問団が来町する予定であります。ホワイトコ

ート町とは、今年で友好都市提携２０周年の節目を迎えることから、これまでの

交流を記念して歓迎夕食会を催すなど、両町のさらなる友好交流の発展に努め

てまいります。 

 

第十第十第十第十はははは、「、「、「、「学校運営協議会学校運営協議会学校運営協議会学校運営協議会のののの設置設置設置設置についてについてについてについて」」」」であります。 

湧別町立小・中学校適正配置計画を基本に、次代を担う子どもたちが、明るく、

たくましく、心豊かに育つための教育環境づくりを目指し、「地域とともにある

学校づくり」を進めるため、開盛小学校並びに富美小学校に続き本年４校の小・

中学校及び義務教育学校を指定校として、学校運営協議会（コミュニティ・スク

ール）の設置を行い、地域住民が学校の諸活動により一層活発に参画するための

支援の充実を図ってまいります。 
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第十一第十一第十一第十一はははは、、、、「「「「学校給食学校給食学校給食学校給食センターのセンターのセンターのセンターの運営運営運営運営についてについてについてについて」」」」であります。 

 学校給食につきましては、学校給食衛生管理基準に基づき、施設内における衛

生管理の徹底に努めるとともに、安心で安全な地場産や北海道の食材を優先的

に購入し、児童生徒の心身の成長と健康を支える上で必要な、バランスのとれた

給食づくりを行ってまいります。 

 また、栄養教諭の指導により、学校給食を生きた教材として活用し、食の大切

さや、食に関する正しい知識と望ましい食習慣を身に付けることができるよう

努めてまいります。 

 なお、食物アレルギー等を有する児童生徒への対応等につきましては、家庭及

び学校と連携を図り、適切な代替食等の提供に努めてまいります。 

 本年度の給食費につきましては、主食等の値上り分として１食当たり小学校

２４７円、中学校２８５円に引き上げることと致しましたので、保護者の皆様に

ご理解いただけるよう努めてまいります。 

 また、学校法人和光学園「みのり幼稚園」に対しましては、運営法人や入園児

保護者から要請のありました給食の提供について、本年度より給食を週３日提

供することとし、幼児期の食育の推進を図ってまいります。 

 施設につきましては計画的に整備しており、本年度は給湯暖房温水機の整備

を図ってまいります。 

 

第十二第十二第十二第十二はははは、「、「、「、「社会教育社会教育社会教育社会教育のののの振興振興振興振興についてについてについてについて」」」」であります。 

社会教育では、「人、自然、ふるさとから学び、地域とともに生きる」をテー

マとして、昨年度に策定いたしました「第２次社会教育中期計画」に基づき、町

民の皆さんが地域で相互に学びあうことにより、豊かな人間性を育み、その力を

地域で発揮できるよう、それぞれの分野における取り組みを進めてまいります。 

家庭教育はすべての教育の原点であり、子どもたちの健やかな成長を育む基

礎となるものでありますが、近年、生活様式の変化や、核家族化などによる家庭

環境の変化に対応した家庭教育の推進が必要となっております。このため、関係

機関等との連携による家庭教育研修会の開催や、学校単位で取り組まれている

家庭教育学級への活動支援など、家庭教育への理解を深めていただく情報の提

供や相談事業等に努めるとともに、民間団体が行っている子どもの成長を応援

する自主的な活動につきましても、活動の輪がさらに広がるような支援に努め、

地域全体で子どもを守り育てていく環境の整備に努めてまいります。 

少年教育についてでありますが、次代を担う子どもたちがさまざまな情報が

あふれる環境の中にあって、心身ともに健やかに成長することは、親はもとより

地域社会にとっても変わらぬ願いであります。この時期は人格形成の基礎がつ

くられる最も大切な時期であることから、家庭や学校、地域、青少年指導センタ
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ー等と連携し開催している「小学生リーダー研修会」や「児童宿泊研修会」など

の自然体験や集団生活体験、また、百人一首教室実行委員会の皆様に指導をいた

だきながら開催し、本年度で５０回を迎える「新春交歓カルタ大会」などの異世

代交流を通じて、人間性を養う全町的な交流機会の提供に努めるほか、次代を担

う中高生リーダーや成人指導者の養成にも努めてまいります。 

青年教育についてでありますが、個々の価値観が時代とともに変化し、連帯意

識の低下や団体離れが進んでいると言われておりますが、本町の青年団体協議

会につきましては、町のイベントへの参加協力など、地域に根ざした活動を積極

的に展開しており、本年度は、本町と新篠津村との友好都市提携１５周年事業と

して、新篠津村青年団との交流を計画しております。今後も自主性を尊重しなが

ら活動の支援に努めてまいります。 

成人教育についてでありますが、成人期は、家庭や職場、地域において中心的

な役割や責任が求められる時期であり、成人期の多岐にわたるニーズや課題に

応じた学習機会や情報提供に努めてまいります。 

また、町民有志により貴重な学習機会を提供いただいている町民大学やふる

さと講座などにつきましても、活動の輪がさらに広まるよう、支援に努めるとと

もに、町民が自ら企画実施する自主事業につきましても、生涯学習振興奨励事業

補助により支援を行い、学習成果が地域等に還元できる環境づくりに努めてま

いります。 

高齢者教育についてでありますが、心身ともに健康で活発な社会活動をされ

ている方がいる一方、家に引きこもりがちな高齢者が少なくないのも現実です。 

高齢者の学習・交流の場として開講されてきた、湧別地区の「生きがい大学」

と上湧別地区の「寿学級」については、高齢化や加入者の減少などが課題となっ

ておりましたが、本年度より統合し、新たに「チューリップ生きがい大学」とし

て開校いたします。 

 

第十三第十三第十三第十三はははは、「、「、「、「スポーツスポーツスポーツスポーツ活動活動活動活動のののの振興振興振興振興についてについてについてについて」」」」であります。    

スポーツは、健康増進・体力向上のほか、コミュニティの形成においても重要

な役割を担っております。このことから、本年度においても体育協会をはじめス

ポーツ少年団や自治会等と連携し、町民それぞれの年代や段階に応じた各種ス

ポーツ教室や大会の開催などにより、生涯スポーツの推進に努めてまいります。 

また、近年高まってきている個々の健康づくりや体力向上への意識に対応す

るため、昨年度、湧別総合体育館のトレーニング機器を更新し、スポーツインス

トラクターを月２回配置しておりましたが、本年度もクロストレーナ等の機器

を２台増設し、それぞれの目的に沿った効果的な指導が行えるよう、トレーニン

グの指導知識を有する地域おこし協力隊員を採用し、継続した健康づくりへの
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環境整備に努めてまいります。 

「上野カップ」少年柔道大会や、実行委員会による「サロマ湖100kmウルト

ラマラソン」の開催、「野球」「合気道」等の合宿誘致事業につきましては、交

流人口の増加や町民への実技指導、交流などが図られており、引続き支援をして

まいります。 

また、友好都市提携１５周年を迎える新篠津村の野球少年団とによるスポー

ツを通じた交流を実施するなど、さまざまな機会を設定し、スポーツの普及と振

興に努めてまいります。 

 

第十四第十四第十四第十四はははは、「、「、「、「芸術文化活動芸術文化活動芸術文化活動芸術文化活動のののの振興振興振興振興についてについてについてについて」」」」であります。    

優れた芸術文化に触れたときの感動や、自ら表現したときの喜びは、町民一人

ひとりの創造性をはぐくみ、より良い人生を築く糧となるものです。 

本年度においても、関係団体との連携により、子どもからお年寄りまで優れた

芸術文化に触れる機会を提供するほか、両文化センターを拠点とした文化連盟

をはじめとする各種サークルの皆さんの芸術・文化活動や、町民有志団体による

鑑賞機会の提供を支援し、町内の芸術文化の普及に努めてまいります。 

また、「短期間における子どもの成長がすばらしい」と大変好評をいただいて

おります、子どもミュージカル体験事業につきましても、芸術体験の面からだけ

でなく、感動の共有から生まれる豊かな人間性を養う観点からも継続してまい

りたいと考えております。 

社会教育施設につきましては、本年度、文化センターさざ波の調光設備の更新

のほか、皆さんが安心して利用いただけるよう、計画的な整備や点検に努めてま

いります。 

 

第十五第十五第十五第十五はははは、「、「、「、「博物館及博物館及博物館及博物館及びびびび文化財保護活動文化財保護活動文化財保護活動文化財保護活動についてについてについてについて」」」」であります。 

本町には約１万５千年前から人が住み始めましたが、今日の湧別町があるの

は、原野の山林に入植した先人たちが、血の滲むような苦難を乗り越えて、開拓

に尽くしたからであり、その残された貴重な資料を保存・展示しているふるさと

館ＪＲＹと郷土館につきましては、引き続き資料の整理集約及び保護保存を行

ってまいります。 

文化財につきましては、本町には５６ヶ所に及ぶ埋蔵文化財とアッケシソウ

群落などの自然文化財があります。特に、北海道指定文化財である「シブノツナ

イ竪穴住居群」については、北海道教育委員会により平成２７年から昨年まで３

カ年計画で再調査が実施されましたが、今後は、調査主体を町に移し、詳細な調

査を実施するとともに、見学会や報告会などの開催を企画し、町民の皆さんに知
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っていただきたいと思います。 

 

第十六第十六第十六第十六はははは、「、「、「、「図書館活動図書館活動図書館活動図書館活動のののの振興振興振興振興についてについてについてについて」」」」であります。 

図書館は、町民の方々の多様なニーズに対応するため、司書の持つ専門的知識

と的確な判断により資料の収集、整理、提供に努めております。昨年度に策定い

たしました「子どもの読書活動推進計画」に基づき、保育所や学校等の関係機関

と連携し、本町の子どもたちの読書環境の充実に努めてまいります。 

子どもの成長過程において、「本」は、非常に重要な役割を果たすものである

ことから、赤ちゃんに絵本をプレゼントする「ブックスタート」事業を行ってお

りますが、本年度より５歳児健診の際にもう１冊プレゼントする事業を実施し

てまいります。 

また、移動手段が無いなどの事情で、図書館への来館が困難な方への図書の宅

配サービスもスタートいたします。 

これからも、図書館が町民の憩いの場として、学び楽しめる町の情報拠点とな

るよう努力してまいります。 

 

以上、平成３０年度の教育行政の執行に関する主要な方針につきまして申し

上げました。 

 

教育は地域社会を活性化させる原動力としての役割を担っており、学校・家

庭・地域が学びの共同体として、協同的・探究的な学びを推進するとともに、学

校教育と社会教育を両輪とし、志を育む学校教育の充実と、地域ぐるみで生涯を

通して豊かに学ぶことができる生涯学習社会の構築を進める必要があります。 

教育委員会といたしましては、未来の湧別町を支える子どもたちはもとより、

町民一人ひとりが生き生きと学び続ける環境づくりや人と人をつなぐネットワ

ークづくりなど、教育の重大な使命を自覚し、本町の教育振興と発展に向けて、

全力で取り組んでまいりますので、町民の皆様並びに町議会及び教育関係者の

皆様のご理解とご協力を心からお願い申し上げます。 
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湧別町教育目標湧別町教育目標湧別町教育目標湧別町教育目標    

１１１１    社会社会社会社会にににに参画参画参画参画できるできるできるできる実践的実践的実践的実践的なななな能力能力能力能力をはぐくむをはぐくむをはぐくむをはぐくむ    

２２２２    自他自他自他自他をををを尊重尊重尊重尊重しししし、、、、ともにともにともにともに支支支支えるえるえるえる豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心をはぐくむをはぐくむをはぐくむをはぐくむ    

３３３３    自自自自らをらをらをらを律律律律しししし、、、、自自自自らららら行動行動行動行動するするするする積極的積極的積極的積極的なななな心心心心をはぐくむをはぐくむをはぐくむをはぐくむ    

４４４４    健健健健やかなやかなやかなやかな体体体体とととと生命生命生命生命をををを尊尊尊尊ぶぶぶぶ心心心心をはぐくむをはぐくむをはぐくむをはぐくむ    

５５５５    自然自然自然自然・・・・環境環境環境環境をををを守守守守りりりり、、、、伝統伝統伝統伝統とととと文化文化文化文化をををを尊重尊重尊重尊重しししし、、、、郷土郷土郷土郷土をををを愛愛愛愛するするするする態度態度態度態度をはぐくむをはぐくむをはぐくむをはぐくむ    

    

（（（（平成平成平成平成 24242424 年年年年 2222 月月月月 21212121 日制定日制定日制定日制定））））    

    

    

湧別町学校教育目標湧別町学校教育目標湧別町学校教育目標湧別町学校教育目標    

１１１１    自自自自らららら学学学学んでんでんでんで、、、、知性知性知性知性をををを高高高高めめめめ、、、、正正正正しくしくしくしく判断判断判断判断するするするする子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てるてるてるてる    

２２２２    思思思思いやりのいやりのいやりのいやりの心心心心をををを持持持持ってってってって、、、、おおおお互互互互いにいにいにいに協力協力協力協力するするするする子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てるてるてるてる    

３３３３    忍耐力忍耐力忍耐力忍耐力とととと自律自律自律自律のののの心心心心をををを持持持持ちちちち、、、、進進進進んでんでんでんで行動行動行動行動するするするする子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てるてるてるてる    

４４４４    健健健健やかなやかなやかなやかな心身心身心身心身をををを持持持持ちちちち、、、、自他自他自他自他のののの生命生命生命生命をををを尊重尊重尊重尊重するするするする子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てるてるてるてる    

５５５５    ふるさとにふるさとにふるさとにふるさとに学学学学びびびび、、、、ふるさとをふるさとをふるさとをふるさとを愛愛愛愛するするするする子子子子どもをどもをどもをどもを育育育育てるてるてるてる    

    

（（（（平成平成平成平成 24242424 年年年年 2222 月月月月 21212121 日制定日制定日制定日制定））））    

    

    

湧別町社会教育目標湧別町社会教育目標湧別町社会教育目標湧別町社会教育目標    

１１１１    自自自自らららら学学学学びびびび、、、、地域地域地域地域にににに生生生生かせるかせるかせるかせる人人人人をををを支支支支えるえるえるえる    

２２２２    他人他人他人他人をををを思思思思いやるいやるいやるいやる、、、、あたたかくあたたかくあたたかくあたたかく豊豊豊豊かなかなかなかな心心心心のののの人人人人をををを支支支支えるえるえるえる    

３３３３    人人人人とととと人人人人とのつながりをとのつながりをとのつながりをとのつながりを深深深深めるめるめるめる人人人人をををを支支支支えるえるえるえる    

４４４４    健健健健やかなやかなやかなやかな心心心心とととと体体体体をめざすをめざすをめざすをめざす人人人人をををを支支支支えるえるえるえる    

５５５５    ふるさとをふるさとをふるさとをふるさとを知知知知りりりり、、、、愛愛愛愛するするするする人人人人をををを支支支支えるえるえるえる    

    

（（（（平成平成平成平成 25252525 年年年年 3333 月月月月 2222８８８８日制定日制定日制定日制定））））    
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